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1 イントラロックスの概要
50 年を超える実績を支えに、Intralox®は多大な経済的価値を創造する総合的な搬送ソリューションを提供することによ

り、今後もお客様の目標達成を支援していきます。イントラロックスは、ダイレクトビジネスモデルとグローバルに展開

する業種別組織を通じて、革新的でプレミアムな技術をお届けします。

弊社の業種別チームはお客様の用途について深い知見を有しており、テクニカルサポート、コンサルティング、そして 24
時間 365 日体制のカスタマーサービスを提供しています。イントラロックスをご利用いただければ、ソリューションを提

供してお客様の課題を解決する弊社の妥協のない取り組みをご理解いただけるでしょう。

イントラロックスは、衛生搬送のパイオニアとして、お客様にとって重要な意味を持つ結果をお届けしています。弊社は、

信頼性の高い運転性能、コストの大幅な削減、課題の多い市場における競争力、食品安全性における最高基準のリスク管

理を提供しています。弊社は、今後も新しい製品、装置、ソリューション、サービスを提供して業界基準を凌いでいきま

す。弊社は革新を使命として取り組んでおり、世界中で 1400 件を超える特許を取得しています。お客様の課題に応じて、

問題を解決するスマートなソリューションを発明します。

イントラロックスの FOODSAFE システム
イントラロックスにお問い合わせいただければ、弊社の Intralox® FoodSafe™システムが、下記のように御社の厳しい衛

生上の課題を解決することをお分かりいただけると存じます。

• ThermoDrive 製品などの、ベルト性能を最適化する衛生ベルトおよびコンポーネント

• 熟練した業界専門家による継続テストとお客様とのグローバルな協業による研究開発

• コンサルティング、教育、訓練により、お客様の食品安全関連用途における衛生管理、品質、エンジニアリング、操業

のリーダー的地位を強化

• 受賞実績のある技術専門家によるカスタマーサポート
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THERMODRIVE 技術
イントラロックス ThermoDrive 技術は、 熱可塑性均質プラスチック材料と、特許を有する独自の駆動噛み合いソリュー

ションによるモジュールプラスチックベルトの確実駆動機能を結合したものです。ThermoDrive 技術により、衛生搬送設

計に新しい展望が開けました。

• 信頼性の高い、予測可能な駆動性能を発揮し、コストも削減。

• ベルト寿命が延び、構成品の摩耗が最小限に抑えられ、搬送品の処理能力が向上。

• 軽量でルーズフィットなコンベアなので、持ち上げて洗浄するのが簡単です。

• コンポーネントやコンベアにすぐにアクセスできる設計により、コンベアを調整することなく、その場で洗浄すること

ができます。

• 均質なベルトなので表面の拭き取りが簡単で、搬送品を素早く交換でき、すぐに乾きます。

イントラロックスリソース
国および業界別のカスタマーサービス、イントラロックス製品、弊社に関する情報、以下のリソースへのアクセスは、

www.intralox.com をご覧ください。

• エンジニアリングマニュアル—www.intralox.com/resources/engineering-manual から、『サーモドライブ エンジニアリ

ングマニュアル』および『モジュールプラスチックベルト エンジニアリングマニュアル』をダウンロードできます。

• 技術支援・設計の評価—イントラロックスでは、技術的支援、設計の評価、コンピュータによる特定用途の解析を提供

しています。また、ベルトや駆動の計算に加え、部品の推奨や提案も行っています。

• CAD 図面ファイル—サーモドライブスプロケットとリミッターの AutoCAD（DXF）ファイルをお使いいただけます。

ファイルには、CAD によるコンベア設計用の製品の詳細が含まれています。www.intralox.com から入手してください。

• 衛生に関するコンサルティングと教育—イントラロックスの関連会社である Commercial Food Sanitation L.L.C.が、戦

略的コンサルティングと専門知識、トレーニングプログラムを統合し、世界中の食品加工工場に食品安全性と衛生面で

の課題に対する永続的なソリューションを提供します。詳細については、www.commercialfoodsanitation.com にアク

セスしてください。

• 製品情報とテクニカルガイド—ダウンロード可能なテクニカルガイドには、モジュールプラスチックベルトの予防的メ

ンテナンスガイド、ベルトの衛生ガイドなどが含まれます。イントラロックスでは、本マニュアルに掲載されている製

品のほとんどについて、それぞれの技術や用途に関する固有のガイドラインを用意しております。

• 取り付け手順—取り付け・メンテナンス・トラブルシューティングマニュアルには、ほとんどのイントラロックスベル

トに関する一般的なメンテナンス情報と段階的な取り付け手順が記載されています。

• 評価フォーム—当社のオンライン評価フォームは、お使いの用途に最適な設計を実現するための最初のステップです。

評価フォームの受領後、イントラロックスの技術専門担当者がお客様に連絡し、技術的な支援と設計の評価を行います。

• 使用方法説明ビデオ—当社の性能サポートビデオをご覧いただきますと、ベルトの一般的な課題に対応できます。各ビ

デオは、イントラロックスのコンベアベルトと部品の取り付け、メンテナンス、トラブルシューティングに役立つよう

作成されています。

• CalcLab—イントラロックスでは、コンベア設計の様々な側面の計算や評価を支援する CalcLab を提供しています。

CalcLab はブラウザで動作する従来の技術プログラムに代わる最新プログラムで、インターネットに接続されたすべて

のコンピュータからアクセスできます。CalcLab を使用するには、calclab.intralox.com にアクセスします。
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• イントラロックス、製品、用途に関する情報—弊社、製品の機能、用途に関する詳細は、www.intralox.com でご確認く

ださい。

イントラロックス ベルトファインダー
イントラロックス製品の情報については、総合ツール intralox.com/belt-finder にアクセスしてください。

• 製品の仕様と高画質カラー写真をご覧ください。

• CAD 図面ファイルをダウンロードします。DXF のテンプレートにはベルトや成型スプロケットの詳細が含まれており、

CAD によるコンベアの設計に使用できます。

• ベルトのシリーズとスタイルを特定します。

• 見積もりをご依頼ください。

アクセスとナビゲーション
印刷版マニュアルは、イントラロックスカスタマーサービスでご用意しています。

• 印刷版マニュアルが白黒の時は、デジタルマニュアルでカラー画像をご覧ください。

• マニュアルの最新バージョンは www.intralox.com でダウンロードできます。

アップデート
• 『サーモドライブ技術エンジニアリングマニュアル』は、毎年完全アップデートされます。

• アップデート後にリリースされた新製品は、次の公開時期まで本マニュアルには追加されません。

• 新製品に関する情報がイントラロックスカスタマーサービスから公開されるのは、マニュアルがアップデートされた後

になります。
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2 製品シリーズ
外観概要

バードライブ™

8026 シリーズ・フラットトッ

プ E（5.3 mm）ポリウレタン

8026 シリーズ・フラットトッ

プ E（6.0 mm）ポリウレタン

8026 シリーズ・埋込みダイヤ

モンドトップ E（6.3 mm）ポ

リウレタン

8026 シリーズ・ナブトップ™
（6.3 mm）ポリウレタン

8026 シリーズ・ナブトップ™
E（7.4 mm）ポリウレタン

8026 シリーズ・フラットトッ

プ E（6.0 mm）低温用途

8026 シリーズ・フラットトッ

プ E（6.0 mm）ポリウレタン

A23

8050 シリーズ・フラットトッ

プ E（7.0 mm）ポリウレタン

8050 シリーズ・埋込みダイヤ

モンドトップ E（7.5 mm）ポ

リウレタン

8050 シリーズ・埋込みダイヤ

モンドトップ E（7.5 mm）ポ

リウレタン A23

8050 シリーズ・ナブトップ E
（8.0 mm）ポリウレタン

8050 シリーズ・フラットトッ

プ E（7.0 mm）低温用途

8050 シリーズ・フラットトッ

プ E（7.0 mm）Dura
8050 シリーズ・フラットトッ

プ E（7.0 mm）高温高荷重

（HTL）材質

8050 シリーズ・リブ V トップ

™ E（9.5 mm）ポリウレタン

8050 シリーズ・フラットトッ

プ E（7.0 mm）ポリウレタン

A23
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ラグドライブ™

8126 シリーズ・フラットトッ

プ（6.0 mm）ポリウレタン

8140 シリーズ・シングルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

ポリウレタン

8140 シリーズ・シングルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

ポリウレタン A23

8140 シリーズ・シングルラグ

埋込みダイヤモンドトップ E
（11.5 mm）ポリウレタン

8140 シリーズ・シングルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

Dura

8140 シリーズ・デュアルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

ポリウレタン

8140 シリーズ・デュアルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

ポリウレタン A23

8140 シリーズ・デュアルラグ

埋込みダイヤモンドトップ E
（11.5 mm）ポリウレタン

8140 シリーズ・デュアルラグ

フラットトップ E（10.5 mm）

Dura

ベルトの接続オプション

スプライシング準備完了の

ベルト先端

エンドレス 重荷重エッジ採用のサーモ

レース™（HDE）
最小距離サーモレース HDE

金属レース

10 エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術

2 製品シリーズ   



ベルトの加工

90 度フライト 75 度フライト スクープフライト ショートトップスクープフ

ライト

穴あき トラフ溝 駆動バーの取り外し シールドポケット

フライトガセット 同期サイドウォール V ガイド

ベルト選択時の考慮事項
適切な ThermoDrive ベルトを選択するには、すべてのオプションを検討します。

1. ベースとなるベルトを選択します。各ベルトの仕様にはいくつかの特性が示されています。

例えば、S8050 フラットトップ（7.0 mm）青色ポリウレタンには次のベルト特性が示されています。

• ベルトシリーズは 8050 で、駆動ピッチ（全幅駆動バーどうしの距離）は 50 mm です。

• ベルトのスタイル（表面質感）はフラットトップ。

• ベルトの厚さは 7.0 mm です。厚さは、駆動バー、素材、表面の質感によって決まります。

• ベルト材料の色は青色です。

• ベルトの材質はポリウレタン。

2. ベルト仕様に基づいて、他の仕様を選択します。すべてのベルトに同一のオプションがあるとは限りません。

• ベルトの接続オプション

• トラフ溝、駆動バー取り外し、穴あきなどのベルト機能

• フライト、同期サイドウォール、V ガイド、ガセットなどのベルトアクセサリ

3.以下のベルト選択時の考慮事項と個々のベルトの製品情報を検討のうえ、お客様の用途に最適なベルトをお選びくださ

い。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

材質の選択
ポリウレタン—加水分解を受けにくい環境での耐摩耗性と、耐摩耗性を考慮して設計されています。青色と白色で使用可

能

• 20°F～140°F（-7°C～60°C）までの連続温度範囲で使用。温度に基づく最終的な材料の選択については、イントラロッ

クス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
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• ポリウレタンは、40°F（5°C）未満の温度では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小

さいことが求められる用途には推奨されません

• ベルトのシリーズ、スタイル、厚さに応じて、幅 175 lbf/ft（幅 2554 N/m）～幅 420 lbf/ft（幅 6129 N/m）のベルト強

度があります。

低温用途（CU）—常温から極寒までの環境用途向けに設計。低温環境でピーク性能を発揮

• -30°F～75°F（-34°C～24°C）の温度範囲で使用。温度に基づく最終的な材料の選択については、イントラロックス・カ

スタマーサービスにお問い合わせください。

• ベルトのシリーズと厚さに応じて、幅 150 lbf/ft（幅 2189 N/m）～幅 225 lbf/ft（幅 3284 N/m)のベルト強度がありま

す。

Dura—高温および低温下での高荷重用に設計。

• -4°F～140°F（-20°C～60°C）の温度範囲で使用。この温度範囲外での使用についてはイントラロックスまでお問い合わ

せください

• 最大幅 950 lbf/ft（幅 13,864 N/m）のベルト強度を実現

高温高負荷（HTL）—高温、高負荷環境で使用

• 60°F～212°F（15°C～100°C）の温度範囲用途で使用

• 最大幅 1056 lbf/ft（幅 15,411 N/m）のベルト強度を実現

ポリウレタン A23—加水分解しやすい用途で良好に機能するように設計

• 温度範囲が 32°F～212°F（0°C～100°C）の用途で使用

• 最大幅 540 lbf/ft（幅 7881 N/m）のベルト強度を実現

ポリマー硬度は、標準的な試験を行った際の、より硬度の高い物質（通常は鋼）による押し込みで生じたへこみへのポリ

マー耐性を測定します。延性プラスチック素材（サーモドライブなど）では、硬度はポリマーの剛性（「弾性率」）にある

程度比例します。ただし、硬度は、強度、摩耗性、耐傷性などの特性を常に示す良い指標であるとは限りません。ポリマ

ーの場合、硬度は一般的にショア A またはショア D というスケールで測定されます。ショア A がより柔らかいゴムやエラ

ストマー向けであるのに対し、ショア D はより硬いポリマーの測定に有効です。

ベルト材質の硬度値

材質 硬度値

ポリウレタン 56 ショア D

ポリウレタン A23 54 ショア D

低温用途 90 ショア A

高温高荷重（HTL） 59 ショア D（ブレンド 55 と 63 ショア D の平均）

Dura 56 ショア D

ベルトスタイル（表面の質感）の選択
ThermoDrive ベルトおよび付属品は、標準フラットトップ表面と特殊用途向け表面のものを用意しています。

フラットトップ（FT）—搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化された、マットの調整表面仕上げ

埋込みダイヤモンドトップ（EDT）—優れた搬送品剥離特性を備えた、洗浄可能な埋込みダイヤモンド面仕上げ

ナブトップ™（NT）—盛り上がったトッププロファイルにより、ある搬送品には把持特性を発揮し、別の搬送品には剥離

特性を発揮

リブ V トップ™（RVT）—レイズド V とリブの重複パターンを持つトッププロファイルにより、搬出時の搬送品の剥離性

が向上。傾斜搬送機能が強化され、フライトなしで最大 30 度傾斜までばら物製品の搬送が可能
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ベルトシリーズの選択
サーモドライブベルトには、公称駆動ピッチが 26 mm、40 mm、50 mm（丸め値）のものがあります。ピッチが短いと

スプロケット径は小さくなり、製品搬送に必要なスペースは狭くなります。ピッチが長いほど、搬送とスプロケット径が

大きくなり、ベルトが厚くなり、ベルト張力が大きくなります。バードライブベルトには全幅駆動バーがありますが、ラ

グドライブは単一または複数のラグで駆動します。

バードライブ

• 8026 シリーズのベルト—駆動ピッチ 26 mm。軽荷重用途や短距離搬送品によく使用されます。

• 8050 シリーズベルト—駆動ピッチ 50 mm。標準的な高荷重用途に使用されることが多く、長い搬送距離にも対応しま

す。

ラグドライブ

• 8126 シリーズ—駆動ピッチ 26 mm。軽荷重用途や短距離搬送品に多く使用されます。

• 8140 シリーズベルト—駆動ピッチ 40 mm。軽～中程度の荷重用途に使用され、長い搬送距離にも対応します。

ベルト接続オプションの選択
サーモドライブベルトエンドには、エンドレス、スプライシング準備完了のベルト先端、サーモレース HDE、または金属

レーシングなど、さまざまな接合オプションがあります。選択した接合オプションの強度は、最大ベルト張力に影響しま

す。ベルトの接続オプションを参照してください。

ベルト機能および付属品を選ぶ
独自の用途のための特別なベルト機能があります。

穴あけ—ほとんどは衛生上の除水用途にベルト穴パターンを使用

トラフ溝—ベルト長に沿って駆動バーおよび約 0.039 インチ（1 mm）のベルトカバーを完全に取り外す、駆動バー取り

外し機能。トラフ溝の幅は 2 インチ（50 mm）。苛酷なトラフの用途で深い溝を作製するための設計。すべてのトラフ型

コンベアに必要なわけではない。

駆動バーの取り外し—ベルト長に沿う駆動バーの取り外し機能で、0.005 インチ（0.13 mm）の駆動バーとカバーの全厚

を取り除く。

特定のベルトには様々なアクセサリを使用できます。

フライト—ベルト幅にわたって接続する衛生的な垂直アクセサリで、様々な種類、高さ、厚さ、スタイルがある。傾斜や

昇降のある用途での信頼性の高い搬送に有用。

フライトガセット—フライトの剛性を高めるためにフライトに接続する角度付きフライトサポート。多くは高荷重用途に

使用されます。

同期サイドウォール—ベルト長に沿って接続する衛生的な垂直アクセサリであり、様々な高さ、厚さ、スタイルがある。

搬送品を効果的に保持するために設ける。

V ガイド-ベルト長に沿って結合された衛生的な垂直アクセサリ。z コンベアの移行部やリターン側走行路の保持に有用。

FT—フラットトップ、EDT—埋込みダイヤモンドトップ、NT—ナブトップ、RVT—リブ＆V トップ

B—対象のシリーズ、厚さ、材質、色、スタイルにベルトあり

P—穴あきあり、T—トラフ溝あり、F—フライトあり、S—サイドウォールあり、V ガイドあり

ベルトの機能とベルトアクセサリを参照してください。詳細なオプションについては、イントラロックスカスタマーサー

ビスにお問い合わせください。

ベルト、機能、アクセサリの種類の一覧

材質 ポリウレタン 低温用途 Dura HTL PUR A23 PUR A23
色 青色 白 青色 青色 無着色 青色 白

スタイル FT EDT NT RVT FT FT FT FT FT EDT FT
バードライブ

8026 シリーズ

5.3 mm BTF BTF

6.0 mm BTF BTF BTF BFT

6.3 mm BTF BF
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ベルト、機能、アクセサリの種類の一覧

材質 ポリウレタン 低温用途 Dura HTL PUR A23 PUR A23
色 青色 白 青色 青色 無着色 青色 白

スタイル FT EDT NT RVT FT FT FT FT FT EDT FT
7.4 mm BTF

8050 シリーズ

7.0 mm BPTFS BPTFS BTFS BTF BT BTFS

7.5 mm BTFS BTFS

8.0 mm BTF

9.5 mm B

ラグドライブ

8126 シリーズ

6.0 mm B

8140 シリーズ

10.5 mm
（シングル

ラグ）
B BFS BFSV BFSV

11.5 mm
（シングル

ラグ）
BFSV

10.5 mm
（デュアル

ラグ）
B BFS BFSV BFSV

11.5 mm
（デュアル

ラグ）
BFSV

ベルト材質特性

材質適合性
FDA 適合性：本材質は上述のとおり、連邦規則第 21 条 177 章の該当コード記載の FDA 要件を満たしています。この材質

は、食肉または鳥肉製品に直接接触する屠殺、加工、輸送、保管エリアでの継続使用の用途として化学的に USDA の認定

を受けています。

EU 適合性：この材質は枠組み規制 1935/2004/EC に適合しています。プラスチック製造に使用されるモノマーおよび添

加物はユニオンリストに掲載されています。EU 規制 10/2011 記載の条件に基づいてテストした結果、最終製品は一般移

行限度値（OML）およびいかなる該当の特定移行限度値（SML）も超えていませんでした。

3A Dairy テスト済み：このテストは製品設計ではなく材質に基づくテストです。促進使用テストでは、洗浄および衛生処

理時に、材質の本質的な機能特性と表面仕上げが維持されました。サーモドライブベルトは 3A Dairy 認証を取得していま

す。

NSF 認証取得済み：NSF 認証は、食肉・鶏肉加工に使用する機械式ベルトコンベアの設計に対する衛生要件である NSF
／ANSI／3-A 14159-3 に準拠した製品評価を行っています。

ベルト材質の適合性 a

素材名 FDA 適合性 EU 適合性 3A Dairy テスト済み 3A 証明済み b

低温用途（CU） 21 CFR 177.2600 1935/2004 EC、規制

10/2011
18-03 1421

Dura 21 CFR 177.2600 1935/2004 EC、規制

10/2011
18-03 1421

高温高荷重（HTL） 21 CFR 177.2600 1935/2004 EC、規制

10/2011
18-03 1421

ポリウレタン（青色、

白色）

21 CFR 177.2600 1935/2004 EC、規制

10/2011
18-03 1421
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ベルト材質の適合性 a

素材名 FDA 適合性 EU 適合性 3A Dairy テスト済み 3A 証明済み b

ポリウレタン A23（青

色、白色）

21 CFR 177.2600 1935/2004 EC、規制

10/2011
18-03 1421

a 特定用途向けの特定の素材色組み合わせについての適合性証明に関してはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
b ベルトの設計と加工は 3A 衛生基準を満たしています。
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バードライブ
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S8026 フラットトップ E（5.3 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.209 5.3

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 2.50 64

最小スプロケット径（6 丁歯） 2.0 51

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• フライト付きあり。このベルトには厚さ 7.0 mm のフライトは推
奨されません。

• 6T スプロケットを検討されている場合、追加情報については、
テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b, c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 175 2,554 20～140 -7～60 0.57 2.78
a スプロケットの中心間隔が 3 インチ（76 mm）の場合。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、イントラロックス・カスタマーサービスに実際のベルト張力をお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度評価については、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さいことが求められる用途には推奨

されません。
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S8026 フラットトップ E（6.0 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.236 6.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 3.25 82

最小スプロケット径（10 丁歯） 3.2 81

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• フライト付きあり。

• レース対応スプロケットオプションについては、スプロケットデ
ータ表を参照してください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 300 4,378 20～140 -7～60 0.69 3.35
a スプロケットの中心間隔が 3 インチ（76 mm）の場合。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、イントラロックス・カスタマーサービスに実際のベルト張力をお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度評価については、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さいことが求められる用途には推奨

されません。
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S8026 埋込みダイヤモンドトップ E（6.3 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.248 6.3

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 3.25 82

最小スプロケット径（10 丁歯） 3.2 81

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の剥離性要件がフラットトップの性能を超えるような用
途において、優れた剥離性能を発揮する実績のある埋込みダイヤ
モンドトッププロファイルを採用。

• フライト付きあり。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトの厚さは 6.3
mm です。S8026 サーモレース HDE の厚さは 6.0 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• レース対応スプロケットオプションについては、スプロケットデ
ータ表を参照してください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 300 4,378 20～140 -7～60 0.69 3.37
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有のオプションについては、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。
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S8026 ナブトップ™（6.3 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.238 6.045

最小幅 1 25

最大幅 24 610

最小バックベンド径 2.5 64

最小スプロケット径（6 丁歯） 2.0 51

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 標準傾斜コンベア用に優れた搬送品の滑り止め機能。特定の搬
送品向けに優れた剥離性能品を提供。

• フライト付きあり。

• 6T スプロケットを検討されている場合、追加情報については、
テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトの厚さは 6.3
mm です。S8026 サーモレース HDE の厚さは 6.0 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• レース対応スプロケットオプションについては、スプロケットデ
ータ表を参照してください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 96 1,401 20～140 -7～60 0.533 2.6
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。
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S8026 ナブトップ™ E（7.4 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.291 7.4

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 3.25 83

最小スプロケット径（10 丁歯） 3.2 81

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 標準傾斜コンベア用に優れた搬送品の滑り止め機能。特定の搬
送品向けに優れた剥離性能品を提供。

• フライト付きあり。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• レース対応スプロケットオプションについては、スプロケットデ
ータ表を参照してください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

ベルト材質 lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 300 4,378 20～140 -7～60 0.754 3.68

a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。
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S8026 フラットトップ E（6.0 mm）低温用途
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.236 6.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 製品注記を参照

最小スプロケット径 製品注記を参照

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• 周囲温度が極低温の場合に使用。低温環境でピーク性能を発揮
するように設計。

• フライト付きあり。

• 最小バックベンド径および最小スプロケット径は次のとおり温
度によって異なる。

- 20～75°F（-6.7～24°C）で 3 インチ（76 mm）径

- 0～20°F（-17.8～-6.7°C）で 4 インチ（102 mm）径

- -30°F～0°F（-34.4°C～-17.8°C）で 5 インチ（127 mm）径

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b 温度範囲（連続） ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

低温用途 150 2,189 -30～75 -34～24 0.69 3.37
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 30°F（-1°C）未満の環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8026 フラットトップ E（6.0 mm）ポリウレタン A23
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.236 6

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 3.25 83

最小スプロケット径（10 丁歯） 3.2 81

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ

• フライト付きあり

• 以下を除く 32°F（0°C）から 212°F（100°C）までの間の温度での
連続使用：

- 140°F（60°C）を超える高温の場合は、適用情報についてカスタ
マーサービスにお問い合わせください。

- 32°F（0°C）未満での使用の場合は、イントラロックス・カスタ
マーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項について
お問い合わせください。

• レース対応スプロケットオプションについては、スプロケットデ
ータ表を参照してください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 e,fg 温度範囲（連続） ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン A23 385 5,619 先に示した表の製品注記を参照。 0.51 2.49
e 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
f 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
g サーモレース HDE 固有の強度については、「S8026 サーモレース HDE 接合」を参照してください。
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S8050 フラットトップ E（7.0 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.276 7.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1829

最小バックベンド径 4.0 102

最小スプロケット径（6 丁歯） 4.0 102

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• フライト付き、および同期サイドウォールがあります。

• 6T スプロケットを検討されている場合、追加情報については、
テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 420 6,129 20～140 -7～60 0.89 4.35
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「重荷重エッジ接合採用の S8050 サーモレース」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。

エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術 27

 
  バードライブ 

8
0
5
0
シ
リ
ー
ズ



S8050 埋込みダイヤモンドトップ E（7.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.296 7.5

最小幅 1 25

最大幅 72 1829

最小バックベンド径 a 5.2 132

最小スプロケット径（10T）b 6.5 165

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の剥離性要件がフラットトップの性能を超えるような用
途において、優れた剥離性能を発揮する実績のある埋込みダイヤ
モンドトッププロファイルを採用。

• フライト付き、および同期サイドウォールがあります。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトの厚さは 7.5
mm です。S8050 サーモレース HDE の厚さは 7.0 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

a ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。
b ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 420 6,129 20～140 -7～60 0.89 4.34
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「重荷重エッジ接合採用の S8050 サーモレース」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。
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S8050 埋込みダイヤモンドトップ E（7.5 mm）ポリウレタン A23
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.296 7.5

最小幅 1 25

最大幅 48 1219

最小バックベンド径 5.2 132

最小前方曲がり径 6.5 165

最小スプロケット径（10 丁歯） 6.5 165

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の剥離性要件がフラットトップの性能を超えるような用
途において、優れた剥離性能を発揮する実績のある埋込みダイヤ
モンドトッププロファイルを採用。

• 加水分解しやすいアプリケーションで良好に機能するように設
計されています。

• フライト付きあり。

• 以下を除く 32°F（0°C）から 212°F（100°C）の温度範囲での連続
使用：

- 温度が 140°F（60°C）を超える場合は、イントラロックスカス
タマーサービスにアプリケーション情報をお問い合わせくだ
さい。

- 32°F（0°C）未満での使用の場合は、イントラロックス・カスタ
マーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項について
お問い合わせください。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトの厚さは 7.5
mm です。S8050 サーモレース HDE の厚さは 7.0 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• 法規適合の詳細は、『サーモドライブ技術エンジニアリングマニュア
ル』の「材質法規適合データ」を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質
最大ベルト張力 温度範囲（連続） ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2
PUR A23 540 7880 前の表の製品ノートを参照してください。 0.804 3.93

S8050 ナブトップ E（8.0 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.315 8.0

最小幅 1 25

最大幅 42 1067

最小バックベンド径 4.0 102

最小スプロケット径（6 丁歯） 4.0 102

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色
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S8050 ナブトップ E（8.0 mm）ポリウレタン
製品注記

• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 標準傾斜コンベア用に優れた搬送品の滑り止め機能。特定の搬
送品向けに優れた剥離性能品を提供。

• フライト付きあり。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトの厚さは 8.0
mm です。S8050 サーモレース HDE の厚さは 7.0 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• 6T スプロケットを検討されている場合、追加情報については、
テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 420 6,129 20～140 -7～60 0.86 4.20
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「重荷重エッジ接合採用の S8050 サーモレース」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。

30 エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術

バードライブ   

8
0
5
0
シ
リ
ー
ズ



S8050 フラットトップ E（7.0 mm）低温用途
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.276 7.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 製品注記を参照

最小スプロケット径 製品注記を参照

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• 周囲温度が極低温の場合に使用。低温環境でピーク性能を発揮
するように設計。

• フライト付き、および同期サイドウォールがあります。

• 最小バックベンド径および最小スプロケット径は次のとおり温
度によって異なる。

- 20°F～75°F（-6.7°C～24°C）で 4 インチ（102 mm）径

- 0°F～20°F（-17.8°C～-6.7°C）で直径 5 インチ（127 mm）

- -30°F～0°F（-34.4°C～-17.8°C）で 6 インチ（152 mm）径

a

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

a ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b 温度範囲（連続） ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

低温用途 225 3,284 -30～75 -34～24 0.82 4.00
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 30°F（-1°C）未満の環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8050 フラットトップ E（7.0 mm）Dura
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.276 7.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1829

最小バックベンド径 a 6.0 152

最小スプロケット径（10T）b 6.5 165

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 高温および低温下での高荷重用に設計。

• フライト付きあり。

• 卓越した耐衝撃性。

• 以下を除く-4°F（-20°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

- 140°F（60°C）を超える高温の場合は、適用情報についてカスタ
マーサービスにお問い合わせください。

- -4°F（-20°C）未満での連続使用の場合は、最小スプロケット径
についてイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わ
せください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

a ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。
b ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b 温度範囲（連続）c ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

Dura 950 13,864 -4～140 -20～60 0.73 3.56
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。ベルト強度の 50%を超える荷重用途ではスタックスプロケットを使用してください。
b -4°F（-20°C）未満の環境での連続使用については、実際のベルト強度をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c 温度が 140°F（60°C）を超える場合は、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8050 フラットトップ E（7.0 mm）高温高荷重（HTL）材質
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.276 7.0

最小幅 1 25

最大幅 50 1270

最小バックベンド径 6.0 152

最小スプロケット径（10 丁歯） 6.5 165

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース

色の種類 無着色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 高温／高荷重用に特別に設計。

• 60°F（15°C）未満での連続使用の場合、イントラロックス・カス
タマーサービスに最小スプロケット径の要件をお問い合わせく
ださい。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b 温度範囲（連続）c ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

HTL 1,056 15,411 60～212 15～100 0.88 4.31
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。最大ベルト張力の 50%を超える荷重用途ではスタックスプロケットを使用してください。
b 170°F（77°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c 一部の用途では、連続使用で温度が 210°F（100°C）を超えることがあります。
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S8050 リブ V トップ™ E（9.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.374 9.5

最小幅 2 51

最大幅 42 1,067

最小バックベンド径 4.0 102

最小スプロケット径（10 丁歯） 6.5 165

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• フライトを使用せずに、30 度までの傾斜でのばら物製品搬送を
可能にします。

• 搬出における製品の剥離性が改善します。

• サーモレース HDE 接続部は、ヒンジロッド全体にわたる最大 12
インチ（305 mm）のフラットトップです。

• スプライス接合部は、スプライス全体にわたる 1 インチ（25 mm）
未満のフラットトップです。

• 接合には、ThermoDrive ベルトエンドルーターとスクエアスペーサ
ー（イントラロクスから入手可能）が必要です。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続）d ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 180 2,627 20～140 -7～60 0.987 4.82
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「重荷重エッジ接合採用の S8050 サーモレース」を参照してください。
d ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さいことが求められる用途には推奨

されません。
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S8050 フラットトップ E（7.0 mm）ポリウレタン A23
インチ mm

ピッチ 1.956 49.68

全厚 0.276 7.0

最小幅 1 25

最大幅 72 1,829

最小バックベンド径 a 5.0 127

最小スプロケット径（8T）b 5.0 127

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、サー
モレース HDE、エンドレ

ス、金属レース

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 加水分解しやすいアプリケーションで良好に機能するように設
計されています。

• フライト付き、およびサイドウォールがあります。

• 以下を除く 32°F（0°C）から 212°F（100°C）の温度範囲での連続
使用：

- 温度が 140°F（60°C）を超える場合は、イントラロックスカス
タマーサービスにアプリケーション情報をお問い合わせくだ
さい。

- 32°F（0°C）未満での使用の場合は、イントラロックス・カスタ
マーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項について
お問い合わせください。

適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

a ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。
b ベルトのみの場合は、同期サイドウォールやフライトなどの付属品は含まれません。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 a,b 温度範囲（連続）c ベルト重量

lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C lb/ft2 kg/m2

PUR A23 540 7880 先に示した表の製品注記を参照。 0.804 3.93
a 3 インチ（76 mm）中心間隔のスプロケット付き。高荷重用途では最適な操作性能を得るためにスタックスプロケットの使用を検討してください。
b 100°F（38°C）を超える環境での連続使用については、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
c 32°F（0°C）未満の場合または 212°F（100°C）を超える場合は、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
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バードライブ部品

S8026 および S8050 スプロケット
スプロケット選択時の考慮事項
• 記載しているスプロケットはすべてイントラロックスから提供しています。

• ベルトシリーズに対応するスプロケットシリーズを選択します。

• ベルトの最小スプロケット径に対応するスプロケットサイズを選択します。同期サイドウォールのベルトには、サイド

ウォールのピッチと高さに基づいてスプロケットサイズを選択します。S8050 同期サイドウォールのデータを参照し

てください。

• 駆動端は、スプロケット間の中心線間隔を最大 3 インチ（75 mm）で設計します。

• 納期についてはご注文前にカスタマーサービスにお問い合わせください。

• 衛生重視の用途には EZ クリーンタイプを選択します。

• 全幅スプロケットと Max Pull スプロケットは、駆動シャフトでの使用のみを推奨します。技術的アドバイスについて

は、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。

S8026 および S8050 のスプロケット数参考値

S8026 S8050
最小ベルト幅：a シャフトあたりの最小スプロケ

ット数 b
最小ベルト幅：c シャフトあたりの最小スプロケッ

ト数 d
インチ mm インチ mm

1 25 1 1 25 1

2.9 74 2 3.7 94 2

6.9 175 3 7.2 183 3

9.9 251 4 10.2 259 4

12.9 328 5 13.2 335 5

15.9 404 6 16.2 411 6

18.9 480 7 19.2 488 7

21.9 556 8 22.2 564 8

24.9 632 9 25.2 640 9

27.9 709 10 28.2 716 10

30.9 785 11 31.2 792 11

33.9 861 12 34.2 869 12

36.9 937 13 37.2 945 13

39.9 1013 14 40.2 1021 14

42.9 1090 15 43.2 1097 15

45.9 1166 16 46.2 1173 16

48.9 1242 17 49.2 1250 17

51.9 1318 18 52.2 1326 18

54.9 1394 19 55.2 1402 19

57.9 1471 20 58.2 1478 20

60.9 1547 21 61.2 1554 21

63.9 1623 22 64.2 1631 22

66.9 1699 23 67.2 1707 23

69.9 1775 24 70.2 1783 24
a  お使いのベルト幅よりも小さい「最小ベルト幅」を使用して、必要な最小スプロケット数を決定します。ベルト幅の増加単位は 0.03125 インチ（0.79
mm）です。

b 高荷重用途には標準より多くのスプロケットが必要です。すべてのスプロケットを所定の位置にロックする必要があります。横方向に最大+/- 0.125 イ

ンチ（3.0 mm）動くようにします。
c  お使いのベルト幅よりも小さい「最小ベルト幅」を使用して、必要な最小スプロケット数を決定します。ベルト幅の増加単位は 0.03125 インチ（0.79
mm）です。

d 高荷重用途には標準より多くのスプロケットが必要です。すべてのスプロケットを所定の位置にロックする必要があります。横方向に最大+/- 0.125 イ

ンチ（3.0 mm）動くようにします。
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S8026 EZ Clean 成型アセタールスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ） メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
6a、bc 2.0 51 1.9 48 1.0b 25b 1 25

10d 3.2 81 3.2 81 1.0 25 1 25

1.5 40

12 3.9 99 3.8 97 1.0 25 1.5 40

20 6.4 163 6.4 162 1.0 25 1.5 40
a サーモレース HDE には対応していません
b 歯の公称は幅 1 インチ（25.4 mm）、公称ハブ幅 0.7 インチ（17.8 mm）です。詳細については、イントラロックスのウェブサイトにあるサーモドライブス

プロケット図面を参照してください。
c 1 インチ丸穴重荷重用分割固定リングとの互換性はありません
d ステンレス鋼製重荷重用分割固定リングには対応していません。

S8026 EZ Clean 機械加工アセタールスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ） メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
8a 2.5 64 2.5 64 1.0 25 1 25

a サーモレース HDE との互換性はありません
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S8026 EZ Clean レースなし機械加工アセタールスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
20a 6.4 163 6.4 162 1 25 1.5 40

a サーモレース HDE との互換性はありません

S8050 EZ Clean 成型アセタールスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
6 4.0 102 3.7 94 1.5 38 1.5 40

8 5.2 132 5.0 127 1.5 38 1.5 40

10 6.5 165 6.3 160 1.5 38 1.5 40

12 7.7 196 7.6 193 1.5 38 1.5 40

S8050 ナチュラルアセタール耐摩耗性強化スプロケットのデータ a

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イ
ンチ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅

インチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US メートル法

丸穴

インチ

角穴

インチ

丸穴

mm
角穴

mm

10 6.5 165 6.3 160 1.50 38
1.5 40

2.5 60

12 7.7 196 7.6 193 1.50 38 1.5 40

2.5 60

a 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8050 EZ クリーン機械加工アセタールスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
10 6.5 165 6.3 160 1.0 25 2.0

2.5

12 7.7 196 7.6 193 1.0 25 2.0

2.5

16 10.3 262 10.1 255 1.0 25 1.5 40

2.5

S8050 EZ Clean 機械加工ナイロンスプロケットのデータ

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
10 6.5 165 6.3 160 1 25 1.5 40

S8050 EZ クリーンレースなし機械加工アセタールスプロケットデータ a

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
10 6.5 165 6.3 160 1 25 1.5 40

12 7.7 196 7.6 193 1 25 2.5 60

a サーモレース HDE には非対応
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S8050 分割スプロケットのデータ a,b

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
8 5.2 132 5.0 127 1.0 25 1.5 40

10 6.5 165 6.3 160 1.0 25 1.5 40

a 機械加工無着色アセタール製または耐摩耗性無着色ナイロン製があります。
b スプロケットには望ましい駆動方向があるため、本体横の矢印をチェックしてください。

全幅スプロケット幅 ab

幅 歯数

公称ピッ

チ径 公称外径

染料オプシ

ョン 軸受部直径

ギアボック

スジャーナ

ルの直径

ギアボック

スジャーナ

ルの長さ

10 インチ（254
mm）

10
6.5 イン
チ（165

mm）

6.3 イン
チ（160

mm）

染料あり、
またはなし

最大 2 イン
チ（50 mm）

最大 2 イン
チ（50 mm）

最大 15 イ
ンチ（381

mm）

A: 軸受部

B: ギアボックスジャ

ーナル

C: ギアボックスジャ

ーナルの長さ

12 インチ（305
mm）

16 インチ（406
mm）

18 インチ（457
mm）

20 インチ（508
mm）

24 インチ（610
mm）

30 インチ（762
mm）

36 インチ（914
mm）

a 幅の詳細については、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
b 全幅スプロケットの使用は駆動シャフト上に限ります。

S8026 および S8050 の従動端
• サポートホイールとローラーは別途指示がない限り、S8026 および S8050 ベルトに対応しています。

• サポートホイールは角シャフトで使用するように設計されています。丸シャフト使用時は、リターンローラーを使用し

てください。

• サポートホイール径およびローラー径は、ベルトに必要な最小スプロケット径に合致している必要があります。

• ベルトの保持が必要な場合は、シャフトの外側端にのみフランジ付きローラーを選択します。

• 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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ThermoDrive サポートホイールのデータ a

ホイールピッ

チ径（概寸、イ

ンチ）

ホイールピッ

チ径（概寸、

mm）

公称ホ

イール

径 イン

チ

公称ホ

イール

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅 mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イ
ンチ

丸穴

mm 角穴 mm
3.9 99 3.80 96.5 1.0 25 1.5 40

5.2 132 5.00 127.0 1.0 25 1.5 40

6.5 165 6.25 158.8 1.0 25 1.5 40

7.7 196 7.50 190.5 1.0 25 1.5

2.5

10.3 262 10.10 256.5 1.0 25 1.5

2.5

a 対応する径のスプロケットと併用するように設計されています。材質は UHMW-PE です。

ThermoDrive リターンローラーのデータ a

公称ロー

ラー径 イ
ンチ

公称ロー

ラー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 0.75

4.0 102 1.0 25 1.0

a 材質は UHMW-PE です。

ThermoDrive フランジ付きローラーのデータ a

公称ロー

ラー径

（インチ）
b

公称ロー

ラー径

（mm）c

公称ハブ

幅（イン

チ）d

公称ハブ

幅（mm）
e

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 0.75

4.0 102 1.0 25 1.0

a 材質は UHMW-PE です。
b フランジ部分の 0.75 インチ（19 mm）は、公称ローラー径には含まれません。実際のローラー径は 5.5 インチ（140 mm）です。
c フランジ部分の 0.75 インチ（19 mm）は、公称ローラー径には含まれません。実際のローラー径は 5.5 インチ（140 mm）です。
d フランジが公称ハブ幅に含まれません。実際のハブ幅は 1.23 インチ（31 mm）です。
e フランジが公称ハブ幅に含まれません。実際のハブ幅は 1.23 インチ（31 mm）です。
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OneTrack™ローラーのデータ

サイズ

外径 ボアサイズ 実際の内径 ローラー幅

インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm
直線ローラー

4 102
1 25.4 1.1 27.9 1 25.4

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1 25.4

6 152
1 25.4 1.1 27.9 1 25.4

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1 25.4

フランジローラー

4 102
1 25.4 1.1 27.9 1.75 44.5

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1.75 44.5

6 152
1 25.4 1.1 27.9 1.75 44.5

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1.75 44.5

• 青色とナチュラル色の FDA 適合 UHMW-PE 素材をご用意していま
す。

• 直線ローラーとフランジローラーのご用意があります。

• フランジ高さ：0.5 インチ（12.7 mm）

• フランジローラーの最大直径：5 インチ（127 mm）および 7 インチ
（178 mm）

• フランジの高さは 0.5 インチ（12 mm）以上が許容寸法で、推奨寸
法は 0.75 インチ（19 mm）です。
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ラグドライブ

エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術 43

 
  2 製品シリーズ 



44 エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術

   



S8126 フラットトップ（6.0 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.004 25.50

全厚 0.236 6.0

最小幅 10 254

最大幅 24 610

最小バックベンド径 4.0 102

最小スプロケット径（12 丁歯） 4.0 102

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン

ドレス

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ。

• 特定の高張力トラフコンベア用途を張力不要 ThermoDrive ソリュ
ーションに改造するために設計。詳細はイントラロックスカス
タマーサービスにお問い合わせください。

• S8126 固有の駆動コンポーネントおよび従動コンポートと併用。

• 駆動ラグ幅は 2.4 インチ（62 mm）です。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 温度範囲（連続）a ベルト重量

lbf N °F °C lb/ft2 kg/m2

ポリウレタン 120 534 20～140 -7～60 0.62 3.04
a ポリウレタンは、温度が 40°F（5°C）未満では硬度が高くなります。使用温度が 40°F（5°C）未満で、部品の直径が小さくなければならない用途には推奨

されません。
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S8140 シングルラグフラットトップ E（10.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 5 127

最大幅 36 914

最小バックベンド径 4 102

最小前方曲がり径 4 102

最小スプロケット径（8 丁歯） 4 102

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、サーモレース

HDE、金属レース

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• S8140 固有の駆動部品用

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）

• フライト、サイドウォール、V ガイド付きあり

• 以下を除く 20°F（-7°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

100°F（37°C）を超える温度の場合は、カスタマーサービスに用
途の情報をご連絡ください。

• 法規適合の詳細は、『サーモドライブ技術エンジニアリングマニュア
ル』の「材質法規適合データ」を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 温度範囲（連続） ベルト重量

接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 lbf N °F °C US メート

ル法

ポリウレタン

接合済／エンド
レス

400（最大 18 イ
ンチ）

5,800（最
大 457
mm）

600（18 イ
ンチ～36
インチ）

2,660（457
mm～914

mm） 先に示した表の「製品注記」を参
照。

0.76 lbs/
ft2+ 0.08

lbs/ft

3.711
kg/m2 +

0.119 kg/mサーモレース
HDE

225（最大 32 イ
ンチ）

3,250（最
大 813
mm）

600（32 イ
ンチ～36
インチ）

2,660（813
mm～914

mm）
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S8140 シングルラグフラットトップ E（10.5 mm）ポリウレタン A23
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 5 127

最大幅 36 914

最小バックベンド径 5 127

最小スプロケット径（10 丁歯） 5 127

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ

• 加水分解しやすいアプリケーションで良好に機能するように設
計されています。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用。

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）。

• フライト、サイドウォール、V ガイド付きあり

• 以下を除く 32°F（0°C）から 212°F（100°C）までの温度での連続
使用：

- 温度が 212°F（100°C）を超える場合は、イントラロックス・カ
スタマーサービスに用途の情報をご連絡ください。

- 32°F（0°C）未満での使用の場合は、イントラロックス・カスタ
マーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項について
お問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 bcd 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材

質
接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 lbf N °F °C ヤードポ

ンド法

メートル

法

PUR A23

接合済／エ
ンドレス

480
（最大 18 インチ）

7,000
（最大 457 mm）

720
（18～36 イ

ンチ）

3,200
（457～914

mm）
先に示した表の製品注記

を参照。
0.730 lbs/ft² + 0.120 lbs/ft
3.56 kg/m² + 0.179 kg/m

サーモレー
ス HDE

270
（最大 32 インチ）

3,940
（最大 813 mm）

720
（32～36 イ

ンチ）

3,200
（813～914

mm）

b 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
c 適切なリミターの位置に基づきます。
d サーモレース HDE 固有の強度については、『重荷重エッジ接合付き S8140 シングルラグサーモレース』を参照してください。
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S8140 シングルラグ埋込みダイヤモンドトップ E（11.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.562 39.67

全厚 0.453 11.5

最小幅 5 127

最大幅 36 914

最小バックベンド径 5 127

最小スプロケット径（12 丁歯） 6 153

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の剥離性要件がフラットトップの性能を超えるような用
途において、優れた剥離性能を発揮する実績のある埋込みダイヤ
モンドトッププロファイルを採用。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用

• 駆動ラグ幅は 3.2 インチ（81.5 mm）

• フライト、サイドウォール、V ガイド付きあり

• 選択した接合法がサーモレース HDE の場合、ベルトカバーの厚さ
は 4 mm です。S8140 サーモレース HDE のカバーの厚さは 3 mm
です。これにより、厚さの違いによる段差が生じます。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 以下を除く 20°F（-7°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

温度が 100°F（38°C）を超える場合は、イントラロックス・カ
スタマーサービスに用途の情報をご連絡ください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 a, b , c 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材質 接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 lbf N °F °C US メートル法

ポリウレタ
ン

接合済／エ
ンドレス

400（最大 18
インチ）

5,800（最大
457 mm）

600（18～36
インチ）

2,660（457～
914 mm） 先に示した表の製品注記を

参照。
1.076 lbs/ft² +

0.08 lbs/ft
5.253 kg/m² +

0.119 kg/mサーモレー
ス HDE

225（最大 32
インチ）

3,250（最大
813 mm）

600（32～36
インチ）

2,660（813～
914 mm）

a 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
b 適切なリミターの位置に基づきます。
c サーモレース HDE 固有の強度については、『重荷重エッジ接合付き S8140 シングルラグサーモレース』を参照してください。
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S8140 シングルラグフラットトップ E（10.5 mm）Dura
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 5 127

最大幅 36 914

最小バックベンド径 6 153

最小スプロケット径（12 丁歯） 6 153

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 高温および低温下での高荷重用に設計。

• 卓越した耐衝撃性。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）

• フライト付きあり

• 以下を除く-4°F（-20°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

- 140°F（60°C）を超える高温の場合は、適用情報についてカスタ
マーサービスにお問い合わせください。

- -4°F（-20°C）未満での連続使用の場合は、最小スプロケット径
についてイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わ
せください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 a, b , c 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材質 接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 lbf N °F °C US メートル法

Dura

接合済／エ
ンドレス

800（最大 18
インチ）

11,675（最大
457 mm）

1,200（18～
36 インチ）

5,330（457～
914 mm） 先に示した表の製品注記を

参照。
0.7189 lbs/ft²
+ 0.104 lbs/ft

3.51 kg/m² +
0.155 kg/mサーモレー

ス HDE
450（最大 32

インチ）
6,560（最大

813 mm）
1,200（32～
36 インチ）

5,330（813～
914 mm）

a 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
b 適切なリミターの位置に基づきます。
c サーモレース HDE 固有の強度については、『重荷重エッジ接合付き S8140 シングルラグサーモレース』を参照してください。
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ラグドライブ S8140 デュアルラグフラットトップ E（10.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 30 762

最大幅 60 1,524

最小バックベンド径 4 102

最小前方曲がり径 4 102

最小スプロケット径（8 丁歯） 4 102

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）

• フライト、サイドウォール、V ガイド付きあり

• 以下を除く 20°F（-7°C）から 140°F（60°C）の温度範囲での連続
使用：

温度が 100°F（37°C）を超える場合は、イントラロックス・カ
スタマーサービスに用途の情報をご連絡ください。

• 法規適合の詳細は、『サーモドライブ技術エンジニアリングマニュア
ル』の「材質法規適合データ」を参照してください。

ベルトデータ

ベルト材質

最大ベルト張力 温度範囲（連続） ベルト重量

接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C US メートル

法

ポリウレタン

接合済／エン
ドレス

400 5,830
参照先：前の表の製品注記。

0.76 lbs/
ft2+ 0.16

lbs/ft

3.711
kg/m2+
0.238
kg/m

サーモレース
HDE 225 3,280
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S8140 デュアルラグフラットトップ E（10.5 mm）ポリウレタン A23
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 30 762

最大幅 60 1,524

最小バックベンド径 5 127

最小スプロケット径（10 丁歯） 5 127

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色、白

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の効率的な剥離性と洗浄性を得られるように最適化され
た、マットの調整表面仕上げ

• 加水分解しやすいアプリケーションで良好に機能するように設
計されています。

• S8140 固有の駆動端および従動端コンポーネントでの使用向け

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）。

• フライトと V ガイドで利用可能。

• 以下を除く 32°F（0°C）から 212°F（100°C）までの温度における
連続使用：

- 温度が 212°F（100°C）を超える場合は、イントラロックス・カ
スタマーサービスに用途の情報をご連絡ください。

- 32°F（0°C）未満での使用の場合は、イントラロックス・カスタ
マーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項について
お問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 efg 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材質 接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C ヤードポン

ド法
メートル法

PUR A23

接合済／エ
ンドレス

480 7,000
先に示した表の製品注記を

参照。
0.730 lbs/ft² + 0.240 lbs/ft
3.56 kg/m² + 0.357 kg/mサーモレー

ス HDE 270 3,940

e 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
f 適切なリミターの位置に基づきます。
g サーモレース HDE 固有の強度については、『重荷重エッジ接合付き S8140 デュアルラグサーモレース』を参照してください。
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S8140 デュアルラグ埋込みダイヤモンドトップ E（11.5 mm）ポリウレタン
インチ mm

ピッチ 1.555 39.67

全厚 0.453 11.5

最小幅 30 762

最大幅 60 1,524

最小バックベンド径 5 127

最小スプロケット径（12 丁歯） 6 153

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 搬送品の剥離性要件がフラットトップの性能を超えるような用
途において、優れた剥離性能が実証されている埋込みダイヤモン
ドトッププロファイルを採用。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）

• フライト、サイドウォール、V ガイド付きあり

• 選択した接合法がサーモレースの場合、ベルトカバーの厚さは 4
mm です。S8140 サーモレースカバーの厚さは 3 mm です。これ
により、厚さの違いによる段差が生じます。

• サーモレース HDE はヒンジロッドの各面がフラットトップです。

• 以下を除く 20°F（-7°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

温度が 100°F（38°C）を超える場合は、イントラロックスカス
タマーサービスに用途の情報をご連絡ください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 h, i , j 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材質 接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C US メートル法

ポリウレタ
ン

接合済／エ
ンドレス

400 5,830
先に示した表の製品注記を

参照。
1.076 lbs/ft² +

0.16 lbs/ft
5.253 kg/m² +

0.238 kg/mサーモレー
ス HDE 225 3,280

h 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
i 適切なリミターの位置に基づきます。
j サーモレース HDE 固有の強度については、『重荷重エッジ接合付き S8140 デュアルラグサーモレース』を参照してください。
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S8140 デュアルラグフラットトップ E（10.5 mm）Dura
インチ mm

ピッチ 1.555 39.50

全厚 0.413 10.5

最小幅 30 762

最大幅 60 1,524

最小バックベンド径 6 153

最小スプロケット径（12 丁歯） 6 153

開孔率（シームレス面） 0%

接続オプション スプライシング準備完
了のベルト先端、エン
ドレス、金属レース、
サーモレース HDE

色の種類 青色

製品注記
• 装置の設計やベルトの注文の前に、正確なベルト寸法と在庫状況
をイントラロックスにお問い合わせください。

• 高温および低温下での高荷重用に設計。

• 卓越した耐衝撃性。

• S8140 固有の駆動側および搬入側のコンポーネントと併用

• 駆動ラグ幅は 3.1 インチ（79.5 mm）

• フライト付きあり

• 以下を除く-4°F（-20°C）から 140°F（60°C）までの間の温度での
連続使用：

- 140°F（60°C）を超える高温の場合は、適用情報についてカスタ
マーサービスにお問い合わせください。

- -4°F（-20°C）未満での連続使用の場合は、イントラロックス・
カスタマーサービスに最小スプロケット径などの考慮事項に
ついてお問い合わせください。

• 適合性詳細については、材質適合性を参照してください。

ベルトデータ

最大ベルト張力 a,b,c 温度範囲（連続） ベルト重量

ベルト材質 接合法 lbf/ft 幅 N/m 幅 °F °C US メートル法

Dura

接合済／エンド
レス

800 11,675
先に示した表の製品注記を参照。

0.7189 lbs/ft² +
0.208 lbs/ft

3.51 kg/m² +
0.310 kg/mサーモレース

HDE 450 6,560

a 100°F（38°C）超での連続使用の場合、実際のベルト張力をイントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせください。
b 適切なリミターの位置に基づきます。
c サーモレース HDE 固有の強度については、「重荷重エッジ接合採用の S8140 デュアルラグサーモレース」を参照してください。
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ラグドライブ部品

S8126 スプロケットと駆動端

S8126 駆動端数と参考データ

ベルト幅（イン

チ）

2.5 インチ（65
mm）ワイドフ

ランジ付きサ

ポートローラ

ー

2.5 インチ（65
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

1 インチ（25
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

6 インチ（152
mm）ワイドテ

ールローラー

SS 分割重荷

重用固定リン

グ

エッジ間のコ

ンポーネント

間隔

ベルトエッジ

の最小総クリ

アランス

シャフトの角

部分の最小長

さ

インチ mm 数量 数量 数量 数量 数量 インチ mm インチ mm インチ mm
10 254 0 2 0 1 2 0 0 0.25 7 12.25 311

11 279 0 2 0 1 6 1 25 0.25 7 14.25 362

12 305 0 2 0 1 6 1 25 0.25 7 14.25 362

13 330 0 2 0 1 6 1 25 0.25 7 14.25 362

14 356 0 2 0 1 6 1.5 38 0.25 7 15.25 387

15 381 0 2 0 1 6 2 51 0.25 7 16.25 413

16 406 0 2 2 1 6 0.75 19 0.25 7 17.25 438

17 432 0 2 2 1 6 1 25 0.25 7 18.25 464

18 457 0 2 2 1 10 1.25 32 0.25 7 19.25 489

19 483 0 2 2 1 10 1.5 38 0.25 7 20.25 514

20 508 0 2 2 1 10 1.75 44 0.25 7 21.25 540

21 533 0 2 2 1 10 2 51 0.25 7 22.25 565

22 559 0 2 2 1 10 2.25 57 0.25 7 23.25 591

23 584 0 4 0 1 10 1.75 44 0.25 7 24.25 616

24 610 0 4 0 1 10 2 51 0.25 7 25.25 641

S8126 機械加工アセタールスプロケットのデータ a

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ） メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ

丸穴 mm 角穴 mm

12b 3.9 99 3.9 99 6.0 152 1.5 40

a 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
b サーモレース HDE との互換性はありません

S8126 従動端

S8126 従動端数参考データ

ベルト幅

2.5 インチ（65
mm）ワイドフ

ランジ付きサ

ポートローラ

ー

2.5 インチ（65
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

1 インチ（25
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

6 インチ（152
mm）ワイド

テールロー

ラー

SS 分割重荷重

用固定リング

エッジ間のコ

ンポーネント

間隔

ベルトエッジ

の最小総クリ

アランス

シャフトの角

部分の最小長

さ

インチ mm 数量 数量 数量 数量 数量 インチ mm インチ mm インチ mm
10 254 2 0 0 1 2 0 0 0.25 7 11.25 286

11 279 2 0 0 1 6 1 25 0.25 7 13.25 337
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S8126 従動端数参考データ

ベルト幅

2.5 インチ（65
mm）ワイドフ

ランジ付きサ

ポートローラ

ー

2.5 インチ（65
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

1 インチ（25
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

6 インチ（152
mm）ワイド

テールロー

ラー

SS 分割重荷重

用固定リング

エッジ間のコ

ンポーネント

間隔

ベルトエッジ

の最小総クリ

アランス

シャフトの角

部分の最小長

さ

インチ mm 数量 数量 数量 数量 数量 インチ mm インチ mm インチ mm
12 305 2 0 0 1 6 1 25 0.25 7 13.25 377

13 330 2 0 0 1 6 1.5 38 0.25 7 14.25 362

14 356 2 0 0 1 6 2 51 0.25 7 15.25 387

15 381 2 0 0 1 6 2.5 64 0.25 7 16.25 413

16 406 2 0 2 1 6 1 25 0.25 7 17.25 438

17 432 2 0 2 1 10 1.25 32 0.25 7 18.25 718

18 457 2 0 2 1 10 1.5 38 0.25 7 19.25 489

19 483 2 0 2 1 10 1.75 44 0.25 7 20.25 514

20 508 2 0 2 1 10 2 51 0.25 7 21.25 540

21 533 2 0 2 1 10 2.25 57 0.25 7 22.25 565

22 559 2 0 2 1 10 2.5 64 0.25 7 23.25 591

23 584 2 2 0 1 10 2 51 0.25 7 24.25 616

24 610 2 2 0 1 10 2.25 57 0.25 7 25.25 641

S8126 アセタール製サポートホイールのデータ a

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 1.5 40

4.0 102 2.5 64 1.5 40

a 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

S8126 アセタール製フランジ付きローラーのデータ a

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 2.5 64 1.5 40

a 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8126 アセタール製テールローラーのデータ a

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 6.0 152 1.5 40

a 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

S8140 スプロケット

S8140 ナチュラルアセタールスプロケット（溝なし）データ a

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
8 4.2 107 4.0 102 6.0 153 1.5 40

10 5.2 133 5.0 127 6.0 153 1.5 40

12 6.2 159 6.0 153 6.0 153 1.5、2.5 40、60

16 8.2 208 8.0 205 6.0 153 1.5 40

18 9.3 237 9.1 231 6.0 153 1.5 40

18 9.3 237 9.1 231 6.0 153 2.5 60

a サーモレース HDE には非対応

S8140 ナチュラルアセタール溝付きスプロケットのデータ（サーモレース HDE 対応）

歯数

公称ピ

ッチ径

インチ

公称ピ

ッチ径

mm

公称外

径 イン

チ

公称外

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
8 4.2 107 4.0 102 6.0 153 1.5 40

10 5.2 133 5.0 127 6.0 153 1.5 40

12 6.2 159 6.0 153 6.0 153 1.5、2.5 40、60

16 8.2 208 8.0 205 6.0 153 1.5 40

18 9.3 237 9.1 231 6.0 153 1.5 40

18 9.3 237 9.1 231 6.0 153 2.5 60

S8140 従動端
• テールローラーとサポートホイールは S8140 のベルトとのみ互換性があります。

• テールローラーとサポートホイールは角シャフトで使用するように設計されています。

• S8140 サポートホイールは、駆動、従動シャフトの両方に使用します。

• サポートホイール径およびローラー径は、ベルトに必要な最小スプロケット径に合致している必要があります。

• 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8140 アセタール製テールローラーのデータ

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 6.0 153 1.5 40

5.0 127 6.0 153 1.5 40

6.0 153 6.0 153 1.5 40

8.0 205 6.0 153 1.5 40

9.1 231 6.0 153 1.5、2.5 40

S8140 アセタール製サポートホイール（溝なし）のデータ b

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ

丸穴 mm 角穴 mm

4.0 102 2.0、4.0 51、102 1.5 40

5.0 127 2.0、4.0 51、102 1.5 40

6.0 153 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60

8.0 205 2.0、4.0 51、102 1.5 40

9.1 231 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60

b サーモレース HDE には非対応

S8140 ナチュラルアセタール製溝付きサポートホイールのデータ（サーモレース HDE 対応）

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 2.0、4.0 51、102 1.5 40

5.0 127 2.0、4.0 51、102 1.5 40

6.0 153 2.0 51 1.5、2.5 40、60

6.0 153 4.0 102 1.5、2.5 40、60

8.0 205 2.0、4.0 51、102 1.5 40

9.1 231 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60
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シングルラグスプロケット／サポートホイール／スペーサー推奨事項（6 インチ幅スクエアボアスプロケッ
ト）

図 1: スペーススプロケット／サポートホイール（6 インチ幅スクエアボアスプロケット）

注: すべての組み合わせが下図に示されているわけではありません。スプロケットスペーサーを使用すると、特定のケー

スに適した幅が得られます。

S8140 シングルラグ 6 インチスプロケット／テールローラーおよびスペースサポートホイール（US 単位およびメートル単

位)

最大ベルト幅

（インチ）

最大ベルト幅

（mm）

2 インチ（51
mm）サポート

ホイール数

4 インチ（102
mm）サポート

ホイール数

1 インチ（25
mm）スペーサ

ー数

1.5 インチ（38
mm）スペーサ

ー数

2 インチ（51
mm）スペーサ

ー数

固定リング数

5 127 2

6 152 2

7 178 2

8 203 2

9 229 2

10 254 2

11 279 2

12 305 2

13 330 4

14 356 4

15 381 4

16 406 4

17 432 4

18 457 4

19 483 4

20 508 4

21 533 4

22 559 4

23 584 4

24 610 4

25 635 4

26 660 4

27 686 4

28 711 4

29 737 4

30 762 4

31 787 4

32 813 4

33 838 4
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S8140 シングルラグ 6 インチスプロケット／テールローラーおよびスペースサポートホイール（US 単位およびメートル単

位)

最大ベルト幅

（インチ）

最大ベルト幅

（mm）

2 インチ（51
mm）サポート

ホイール数

4 インチ（102
mm）サポート

ホイール数

1 インチ（25
mm）スペーサ

ー数

1.5 インチ（38
mm）スペーサ

ー数

2 インチ（51
mm）スペーサ

ー数

固定リング数

34 864 8 6 2 4

35 889 8 6 2 4

36 914 8 4 4 4

図 2: スタックスプロケット／サポートホイール（6 インチ幅スクエアボアスプロケット）

S8140 シングルラグ 6 インチスプロケット／テールローラーおよびスタックサポートホイール（US 単位およびメートル単

位)

最大ベルト幅（インチ） 最大ベルト幅（mm）
2 インチ（51 mm）サポ

ートホイール数

4 インチ（102 mm）サポ

ートホイール数
固定リング数

5 127 2

6 152 2

7 178 2

8 203 2

9 229 2 2

10 254 2 2

11 279 2 2

12 305 2 2

13 330 2 2

14 356 2 2

15 381 2 2

16 406 2 2

17 432 2 2 2

18 457 2 2 2

19 483 2 2 2

20 508 2 2 2

21 533 4 2

22 559 4 2

23 584 4 2

24 610 4 2

25 635 2 4 2

26 660 2 4 2

27 686 2 4 2

28 711 2 4 2

29 737 6 2

30 762 6 2
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S8140 シングルラグ 6 インチスプロケット／テールローラーおよびスタックサポートホイール（US 単位およびメートル単

位)

最大ベルト幅（インチ） 最大ベルト幅（mm）
2 インチ（51 mm）サポ

ートホイール数

4 インチ（102 mm）サポ

ートホイール数
固定リング数

31 787 6 2

32 813 6 2

33 838 2 6 2

34 864 2 6 2

35 889 2 6 2

36 914 2 6 2
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S8140 デュアルラグスプロケット／サポートホイール／スペーサー推奨事項（幅 6 インチ角穴スプロケット）
隙間を含め、駆動スプロケットと従動シャフトの外面は、下図のように配置する必要があります。

図 3: 駆動スプロケットと従動シャフトの配置間隔

図 4: スペーススプロケット／サポートホイール（6 インチ幅スクエアボアスプロケット）

注: すべての組み合わせが下図に示されているわけではありません。スプロケットスペーサーを使用すると、特定のケー

スに適した幅が得られます。

S8140 デュアルラグ 6 インチスペーススプロケット／テールローラーおよびスペースサポートホイール

最大ベルト

幅（インチ）

最大ベルト

幅（mm）

2 インチ

（51 mm）サ

ポートホイ

ール数

4 インチ

（102 mm）

サポートホ

イール数

1 インチ

（25 mm）ス

ペーサー数

1.5 インチ

（38 mm）ス

ペーサー数

2 インチ

（51 mm）ス

ペーサー数

固定リング

数

最小角シャ

フト幅（イ

ンチ）

最小角シャ

フト幅

（mm）

30 762 4 31.8 807.7

31 787 4 31.8 807.7

32 813 4 31.8 807.7

33 838 2 4 35.8 909.3

34 864 2 4 35.8 909.3

35 889 2 6 36.8 934.7

36 914 2 6 36.8 934.7

37 940 2 2 6 39.1 993.1

38 965 2 2 6 39.1 993.1

39 991 2 6 40.1 1018.5

40 1016 2 2 6 41.1 1043.9

41 1041 2 6 43.1 1094.7

42 1067 2 6 44.1 1120.1

43 1092 2 2 6 45.1 1145.5

44 1118

2

2 6 45.1 1145.5

45 1143 4 2 6 47.3 1201.4

46 1168 4 6 47.3 1201.4

47 1194 4 2 6 49.3 1252.2

48 1219 4 4 6 49.3 1252.2
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S8140 デュアルラグ 6 インチスペーススプロケット／テールローラーおよびスペースサポートホイール

最大ベルト

幅（インチ）

最大ベルト

幅（mm）

2 インチ

（51 mm）サ

ポートホイ

ール数

4 インチ

（102 mm）

サポートホ

イール数

1 インチ

（25 mm）ス

ペーサー数

1.5 インチ

（38 mm）ス

ペーサー数

2 インチ

（51 mm）ス

ペーサー数

固定リング

数

最小角シャ

フト幅（イ

ンチ）

最小角シャ

フト幅

（mm）

49 1245 2 2 2 6 49.3 1252.2

50 1270 6 6 51.5 1308.1

51 1295 6 6 52.5 1333.5

52 1321 6 6 53.6 1361.4

53 1346 6 6 54.5 1384.3

54 1372 6 6 55.5 1409.7

55 1397 6 6 56.5 1435.1

56 1422 6 6 57.5 1460.5

57 1448 4 2 6 58.5 1485.9

58 1473 4 2 6 59.5 1511.3

59 1499 4 2 6 60.5 1536.7

60 1524 4 2 6 61.5 1562.1

図 5: スタックスプロケット／サポートホイール（6 インチ幅スクエアボアスプロケット）

S8140 デュアルラグ 6 インチスペーススプロケット／テールローラーおよびスタックサポートホイール

最大ベルト幅（インチ） 最大ベルト幅（mm）
2 インチ（51 mm）サポ

ートホイール数

4 インチ（102 mm）サポ

ートホイール数
固定リング数

30 762 2

31 787 2

32 813 2

33 838 2 2

34 864 2 2

35 889 2 2

36 914 2 2

37 940 2 2

38 965 2 2

39 991 2 2

40 1016 2 2

41 1041 2 2 2

42 1067 2 2 2

43 1092 2 2 2

44 1118 2 2 2

45 1143 2 2 2

46 1168 4 2

47 1194 4 2

48 1219 4 2
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S8140 デュアルラグ 6 インチスペーススプロケット／テールローラーおよびスタックサポートホイール

最大ベルト幅（インチ） 最大ベルト幅（mm）
2 インチ（51 mm）サポ

ートホイール数

4 インチ（102 mm）サポ

ートホイール数
固定リング数

49 1245 2 4 2

50 1270 2 4 2

51 1295 2 4 2

52 1321 2 4 2

53 1346 2 4 2

54 1372 6 2

55 1397 6 2

56 1423 6 2

57 1448 2 6 2

58 1473 2 6 2

59 1499 2 6 2

60 1524 2 6 2
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ベルトの加工

ベルトの接続オプション
選択したベルトの接続オプションによりベルト端を加工します。

スプライシング準備完了のベルト先端： 現場で長さを調整して接合する場合は、スプライシング準備完了のベルト先端を

発注します。

エンドレスベルト： 現場での接合なしでベルトを取り付けるにはエンドレスベルトを発注します。

サーモレース HDE エンド： 洗浄のために簡単にベルトを取り外すにはサーモレースエンドを発注します。同期サイドウ

ォール機械式留め具キットは、すべてのサーモレースサイドウォールベルトに含まれています。

金属レースエンド： 洗浄のために簡単にベルトを取り外すには金属レースエンドを発注します。同期サイドウォール機械

式留め具キットは、すべての金属レースサイドウォールベルトに含まれています。

ベルト接続時の考慮事項
ベルトの接続オプションを選択する時は次の事項を考慮します。

• スプライスベルト接続が最も衛生的ソリューションです。

• 必要ならばイントラロックスの技術者が現場でベルトの接合を実施いたします。

• ThermoDrive 接合工具を購入して、少しトレーニングすればお客様自身で実施できます。

• 同期サイドウォール機械式留め具キットは、金属レースまたはサーモレース接合を備えたベルトで使用するように設計

されています。

エンドレスベルトの接続

最大ベルト張力 ベルトの材質と同じ

最小 ベルト幅 1 インチ（25 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 1/32 インチ（0.79 mm）

フラッシュエッジ設計 接合済み

対応ベルト すべて

• 設置ツールとメンテナンスツール修理にはベルト接合が必要です。を参照してください。

• スプライシング準備完了のベルト先端およびエンドレスベルトにはすべて、接合のためにフラ

イト間に 6 インチ（152 mm）のスペースが 1 つ以上あります。

• ベルト幅の許容誤差は+/- 0.0625 インチ（1.5875 mm）です。

スプライシング準備完了のベルト先端

最大ベルト張力 ベルトの材質と同じ

最小 ベルト幅 1 インチ（25 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 1/32 インチ（0.79 mm）

フラッシュエッジ設計 接合済み

対応ベルト すべて

• 設置ツールとメンテナンスツール修理にはベルト接合が必要です。を参照してください。

• ベルト幅の許容誤差は± 0.0625 インチ（± 2 mm）です。
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重荷重エッジ接合付き S8026 サーモレース

最大ベルト張力 ポリウレタン 150 lbf/ft 幅 2,189 N/m 幅

ポリウレタン A23 192 lbf/ft 幅 2,809 N/m 幅

最小 ベルト幅 4 インチ（102 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.100 インチ（2.5 mm）

ロッド材質のオプシ

ョン

青のアセタール

フラッシュエッジ設

計

重荷重エッジ保持機構

対応ベルト S8026 ポリウレタン、S8026 ポリウレタン A23

• 重荷重エッジ（HDE）付き S8026 サーモレースは特許取得済みの接合オプションです。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に完

全に収まります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不具合

が少なくなります。

• サーモレース HDE は、コンベアフレームを変更することなく旧型のサーモレース設計を置

き換えられるように設計されています。サーモレース HDE は、旧型のサーモレース設計に

は接続できません。

• 5.3 mm のベルトには非推奨

• 最小スプロケット径は 3.9 インチ PD（12 歯）です。a

• サーモレース HDE の互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い合わせくださ

い。

a 最小スプロケットサイズを検討する場合は、TSG にお問い合わせください。

重荷重エッジ接合付き S8050 サーモレース

最大ベルト張力 b

ポリウレタン 210 lbf/ft 幅 3,065 N/m 幅

ポリウレタン A23 270 lbf/ft 幅 3,940 N/m 幅

Dura 475 lbf/ft 幅 6,932 N/m 幅

最小 ベルト幅 4 インチ（102 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.140 インチ（3.6 mm）

ロッド材質のオプシ

ョン

青色アセタール、白色アセタール、青色 PK

フラッシュエッジ設

計

重荷重エッジ保持機構

対応ベルト ポリウレタン、ポリウレタン A23、Dura

• 重荷重エッジ（HDE）採用の S8050 サーモレース™ は特許取得済みの接合オプションで

す。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に

完全に収まります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不

具合が少なくなります。

• サーモレース HDE は、コンベアフレームを変更することなく既存のサーモレースが交換

できるように設計されています。サーモレース HDE は、旧型のサーモレースには接続で

きません。

• 最小のスプロケット径は 8 丁歯、もしくは最大のスプロケット径を材質のページに記載

しています。

• サーモレースの互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックスカスタマーサービスまでお問い合わせくださ

い。

b ベルト幅 1 フィート当たりの重量ポンドで計算した張力
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重荷重エッジ接合付き S8050 最小距離サーモレース

強度評価 c

• 210 lb/ft 幅（3,065 N/m 幅）ポリウレタン

• 270 lb/ft 幅（3,940 N/m 幅）ポリウレタン A23

• 475 lb/ft 幅（6,932 N/m 幅）Dura

最小 ベルト幅 4.5 インチ（114 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.140 インチ（3.6 mm）

ロッド材質 青色アセタール、青色 PK

フラッシュエッジ設計 重荷重エッジ保持機構

対応ベルト ポリウレタン、ポリウレタン A23、Dura

• 重荷重エッジ（HDE）付き S8050 最小距離デュアルラグサーモレース™ は、特許取得済みの接

合オプションです。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に完全に

収まります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不具合が少なく

なります。

• 最小距離サーモレース HDE が、エッジの損傷リスクをさらに低減します。

• 最小距離サーモレース HDE は、最小距離が設けられていない設計のサーモレースには接続でき

ません。

• 最小のスプロケット径は 8 丁歯、もしくは最大のスプロケット径を材質のページに記載してい

ます。

• サーモレースの互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックスカスタマーサービスまでお問い合わせください。

c ベルト幅 1 フィート当たりの重量ポンドで計算した張力
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重荷重エッジ接合付き S8140 シングルラグサーモレース

最大ベルト張力

フラットトップ E
（10.5 mm）ポリウ

レタン A23

• 270 lbf/ft 幅（32
インチまで）

• 720 lbf（32 イン

チ～36 インチ）

• 3,940 N/m（813
mm まで）

• 3,200 N（813 mm
～914 mm）

埋込みダイヤモン

ドトップ E（11.5
mm）ポリウレタン

• 225 lbf/ft 幅（32
インチまで）

• 600 lbf（32 イン

チ～36 インチ）

• 3,250 N/m（813
mm まで）

• 2,660 N（813 mm
～914 mm）

フラットトップ E
（10.5 mm）Dura

• 450 lbf/ft 幅（32
インチまで）

• 1,200 lbf（32 イン

チ～36 インチ）

• 6,560 N/m（813
mm まで）

• 5,330 N（813 mm
～914 mm）

最小 ベルト幅 5 インチ（127 mm）

最大ベルト幅 36 インチ（914.4 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.140 インチ（3.6 mm）

ロッド材質のオプション 青色アセタール、白色アセタール、青色 PK

フラッシュエッジ設計 重荷重エッジ保持機構

対応ベルト ポリウレタン、ポリウレタン A23、Dura

使用可能な上面プロファイル フラットトップ、EDT

• 重荷重エッジ付き S8140 シングルラグサーモレース™ は、特許取得済みの接合オプションです。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に完全に収ま

ります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不具合が少なくなります。

• サーモレース HDE は、コンベアフレームを変更することなく既存のサーモレースが交換できるよう

に設計されています。サーモレース HDE は、旧型のサーモレースには接続できません。

• 各ベルトの最小スプロケット径は、「ラグドライブ」の S8140 シングルラグベルトのデータ表でご確

認ください。

• 固定されたサイドガードをご使用の場合、推奨される配置に関してのご相談は、イントラロックス

のテクニカルサービスグループ（TSG）までお問い合わせください。

• サーモレースの互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックスカスタマーサービスまでお問い合わせください。
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重荷重エッジ接合付き S8140 シングルラグ最小距離サーモレース

強度

ベルト幅
最大ベルト張力性能

評価

インチ mm lbf N

5 127 200 889

6 152 240 1067

7 178 280 1244

8 203 320 1422

9 229 360 1600

10 254 400 1778

11 279 440 1956

12 305 480 2133

13 330 520 2311

14 356 560 2489

15 381 600 2667

16 406 640 2844

17 432 680 3022

≥ 18 ≥ 457 720 3200

最小 ベルト幅 5.5 インチ（140 mm）

最大ベルト幅 36 インチ（914.4 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.140 インチ（3.6 mm）

ロッド材質 青色アセタール、青色 PK

フラッシュエッジ設計 重荷重エッジ保持機構

対応ベルト ポリウレタン、ポリウレタン A23

• 重荷重エッジ（HDE）付き S8140 最小距離デュアルラグサーモレース™ は、特許取得済みの接

合オプションです。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に完全に

収まります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不具合が少なく

なります。

• 最小距離サーモレース HDE が、エッジの損傷リスクをさらに低減します。

• 最小距離サーモレース HDE は、最小距離が設けられていない設計のサーモレースには接続でき

ません。

• 最小のスプロケット径は 8 丁歯、もしくは最大のスプロケット径を材質のページに記載してい

ます。

• フライトの列はサーモレースには接合されていません。フライトが必要な場合は、フライトを

サーモレース（1 列目以降）から離して接合し、最後のフライトがベルトの最後の列に落ちな

いようにする必要があります。

• 固定されたサイドガードをご使用の場合、推奨される配置に関してのご相談は、イントラロッ

クスのテクニカルサービスグループ（TSG）までお問い合わせください。

• サーモレースの互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックスカスタマーサービスまでお問い合わせください。
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重荷重エッジ接合採用の S8140 デュアルラグサーモレース

最大ベルト張力

フラットトッ

プ E（10.5 mm）

Dura
450 lbf/ft 幅 6,560 N/m 幅

フラットトッ

プ E（10.5 mm）

ポリウレタン

A23

270 lbf/ft 幅 3,940 N/m 幅

埋込みダイヤ

モンドトップ

E（11.5 mm）

ポリウレタン

225 lbf/ft 幅 3,280 N/m 幅

最小 ベルト幅 30 インチ（762 mm）

最大ベルト幅 60 インチ（1524 mm）

ベルト幅増加単位 0.5 インチ（12.7 mm）

ロッド直径 0.140 インチ（3.6 mm）

ロッド材質のオプション 青色アセタール、白色アセタール、青色 PK

フラッシュエッジ設計 重荷重エッジ保持機構

対応ベルト ポリウレタン、ポリウレタン A23、Dura

使用可能な上面プロファイル フラットトップ、EDT

• S8140 デュアルラグ重荷重エッジ（HDE）付きサーモレース™ は、特許取得済みの接合オプシ

ョンです。

• 本エッジ保持機構は、特許申請中の機能となります。ロッドエンドはエンドリンク内に完全

に収まります。この設計により、ロッド抜けのリスクが緩和され、引っ掛かりの不具合が少

なくなります。

• サーモレース HDE は、コンベアフレームを変更することなく既存のサーモレースが交換でき

るように設計されています。サーモレース HDE は、旧型のサーモレースには接続できませ

ん。

• 各ベルトの最小スプロケット径は、「ラグドライブ」の S8140 デュアルラグベルトのデータ表

をご確認ください。

• 固定されたサイドガードをご使用の場合、推奨される配置に関してのご相談は、イントラロ

ックスのテクニカルサービスグループ（TSG）までお問い合わせください。

• サーモレースの互換性についてはスプロケット表をご覧ください。

• 用途に関するご相談は、イントラロックスカスタマーサービスまでお問い合わせください。

金属レース接続

最大ベルト張力 a 幅 300 lbf/ft（幅 4378 N/m）

最小 ベルト幅 6 インチ（152 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

ベルト幅増加単位 1.0 インチ（25 mm）

ロッド直径 0.08 インチ（2 mm）

ロッド材質 茶色のナイロン皮膜ステンレス鋼製ヘッドな

しヒンジロッド

エッジ設計 保持ワッシャー

対応ベルト すべて

• クリップは Flexco Ready Set Staple #62 ステンレス製品です。

• ワッシャー、ロッド、金属レースクリップのスペア部品については、イントラロックスカスタ

マーサービスにお問い合わせください。

a ベルト張力は、シリーズ、スタイル、材質によって低下する場合があります。
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25 mm ピッチ用同期サイドウォール調整済み機械式留め具キット

サイドウォールピッチ インチ mm キットの内容

25 mm

1.0 25 サイドウォール 2
個溶着用部品（金属
プレート 10 枚、ね
じ 10 本、ロックナ
ット 10 個、0.25 イ
ンチドリルビット

1 本）を含む。

2.0 51

• 各レースセクションに 1 キット必要です。

• 25 mm ピッチのサイドウォールの先端を調整して機械式留め具を取り付ける手順に
ついては、www.intralox.com でご確認いただくか、またはイントラロックス・カスタ
マーサービスまでお問い合わせください。

• イントラロックスでは、サーモレース HDE および機械式留め具キットを使用するベ
ルトに、次に大きなスプロケットまたはローラーの径を使用することをお勧めして
います。

40 mm および 50 mm ピッチ用同期サイドウォール準備済み機械式留め具キット

サイドウォールピッチ インチ mm キットの内容

40 mm

2.0 51

サイドウォール 2
個溶着用部品、金属
プレート 6 枚、ねじ
6 本、ロックナット

6 個を含みます。

2.3 58

3.0 75

4.0 100

50 mm

2.0 51

2.3 58

3.0 75

4.0 100

• 各レースセクションに 1 キット必要です。

• イントラロックスでは、サーモレース HDE および機械式留め具キットを使用するベ
ルトに、次に大きいスプロケットまたはローラーの径を使用することをお勧めして
います。

40 mm ピッチおよび 50 mm ピッチ用同期サイドウォールの張力クロージャ

サイドウォールピッチ

利用可能なサイドウォールの高さ

提供素材／色インチ mm

40 mm

2.0 51
EDT PU 青色、A23 青
色、A23 白色、Dura

青色

2.3 58

3.0 75

4.0 100

50 mm

2.0 51
EDT PU 青色、A23 青
色、A23 白色、Dura

青色、CU 青色

2.3 58 PU 青色、PU 白色、
EDT PU 青色、A23 青
色、A23 白色、Dura

青色

3.0 75

4.0 100

ベルトの機能
独自の用途のための特別なベルト機能があります。

• 衛生上の除水用途のために、ベルトの開孔が設けられています。

• 一部のトラフ型コンベア用途では、ベルトトラフ溝が設けられています。

• 様々な用途で駆動バーの取り外し機構が設けられています。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカス

タマーサービスにお問い合わせください。
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穴あきベルト

最小 ベルト幅 4 インチ（101.6 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1828.8 mm）

穴のサイズ 0.25 インチ（6 mm）穴、20%開口部

対応材質 ポリウレタン（他の材質の穴あけについては、イントラロック

スカスタマーサービスにお問い合わせください。）

最大ベルト張力 Lbf/ft 幅 N/m 幅

210 3,060

• 穴は、S8050 穴開きフラットトップ E（7.0 mm）¼インチ（6.35 mm）丸穴ポリウレタンで利用

できます。

• 非均一被覆オプション（穴列など）については、イントラロックスカスタマーサービスにお問

い合わせください。

トラフ溝

最小 ベルト幅 10 インチ（254 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

加工溝幅 2 インチ（50.8 mm）

対応シリーズ S8026、S8050

• 用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせくだ

さい。

• 駆動バーと以下を完全に取り外します。

- S8026 ベルトの 0.020 インチ（0.5 mm）ベルトカバー

- S8050 ベルトの 0.039 インチ（1 mm）ベルトカバー

• トラフ溝には駆動スプロケットを取り付けないでください。

駆動バーの取り外し

最小 ベルト幅 10 インチ（254 mm）

最大ベルト幅 72 インチ（1829 mm）

加工溝幅 種々あり

対応シリーズ S8026、S8050

• 用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせくだ

さい。

• 約 0.005 インチ（0.127 mm）の駆動バーとカバーの全厚を残す

• 駆動バーを外している場合は駆動スプロケットを取り付けない。

• 用途ごとにカスタマイズ
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シールドポケット

最小 ベルト幅 24 インチ（610 mm）

最大ベルト幅 59 インチ（1500 mm）

対応材質 PUR A23（青色と白色）

対応シリーズ S8050（フラットトップ）、S8140（フラットトッ

プ）

• 用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせくだ

さい。

• 最小シールドポケット長さ：

- S8050：13 列

- S8140：16 列

• ベルト端からの推奨サイドウォール最小距離は 2 インチ（50 mm）。

• サイドウォールの高さは 4 インチ（102 mm）以内。

• 標準サイドウォール厚さは 0.08 インチ（2 mm）。

• 90 度フライト付きあり

• 最大フライト幅は 55 インチ（1397 mm）。

• フライトの高さは 4 インチ（102 mm）以内。

• 標準ベースのフライトの厚さは 0.28 インチ（7 mm）、サイドウォールで 0.08 インチ（2 mm）。

• フライトとサイドウォールは同じ高さである必要があります。

• V ガイド付きあり

• エンドレスベルト接合は、最大部分長さの制限を受けます。

ベルトアクセサリ

フライト選択時の考慮事項
ベルト用のフライトを選択する際は次の事項を考慮します。

• フライトとベルトの材質は一致させる必要があります。フライトとベルトのスタイルは異なってもかまいません。

• ほとんどのフライトの最大フライト長は 36 インチ（914 mm）。

- ショートトップスクープの最大フライト長は 32 インチ（812 mm）。

- 低温用途、Dura、ポリウレタン埋込みダイヤモンドスクープの最大フライト長は 32 インチ（812 mm）です。

• ノッチ付きフライトあり。標準ノッチは 2 インチ（51 mm）。

• ベルトまたはフライトの幅が 24 インチ（610 mm）を超える場合は、設計および用途に応じたセンターノッチの推奨事

項について、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• 必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメントを満たすのに十分な大きさのフライトインデントを注

文してください。

- 製造可能な最小インデントは 1.25 インチ（32 mm）です。

- 1.25 インチ（32 mm）未満のインデントには、特注が必要です。

• フライトガセットについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• 現場での接合では、ベルトに最小フライト間隔が 6 インチ（152 mm）だけ必要です。

• 接合現場でサイドウォールを接合するには、先端がスプライシング準備完了のサイドウォール付きベルトに 9.33 インチ

（237 mm）のフライト間スペースが必要です。
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90 度フライトのデータ

フライト高さ 厚さ 材質
色の種類

インチ mm
0.25 インチ～

6.0 インチ
6.35 mm～150

mm
0.12 インチ（3

mm）
ポリウレタン

青色

0.16 インチ（4
mm）

0.28 インチ（7
mm）

ポリウレタン ブルー、ホワ
イト

低温用途 青色

Dura 青色

ポリウレタン
A23

青色、白色
（S8050、S8140）

• 滑らか表面低温用途フライト、Dura フライト、両面埋込みダイヤモンドポ
リウレタンフライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタン A23 フライト
は青色のみ。

• フライトは特定の用途向けに必要な高さに切断可能（最低 0.25 インチ）。

• S8026 ベルトの最小フライト間隔は 2.0 インチ（51 mm）です。

• S8050 ベルトの最小フライト間隔は 1.9 インチ（49 mm）です。

• S8140 ベルトの最小フライト間隔は 3 インチ（76 mm）または 2 列です。

75 度フライトのデータ

フライト高さ

厚さ 材質インチ mm
3.0 75 0.16 インチ（4 mm）

および 0.28 インチ
（7 mm）

ポリウレタン、低温用途、Dura、
PUR A234.0 100

5.0 125

6.0 150

• 滑らかポリウレタンフライトは青色と白色

• 滑らか表面低温用途フライト、Dura フライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタ
ンフライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタン A23 フライトは青色のみ

• 滑らか表面ポリウレタン A23 フライトは、S8050 と S8140 では青色と白色で使用可
能

• S8026 ベルトの最小フライト間隔は 3.0 インチ（76 mm）です。

• S8050 ベルトの最小フライト間隔は 3.9 インチ（99 mm）です。

• S8140 ベルトの最小フライト間隔は 3 インチ（76 mm）または（2 列）です。

スクープフライトのデータ

フライト高さ

厚さ 材質インチ mm
3.0 75 0.16 インチ（4

mm）、0.28 インチ
（7 mm）

ポリウレタン、低温用途、Dura、
PUR A234.0 100

5.0 125

6.0 150

• 滑らか表面ポリウレタンフライトは青色と白色

• 滑らか表面低温用途フライト、Dura フライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタ
ンフライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタン A23 フライトは青色のみで展開

• 滑らか表面ポリウレタン A23 フライトは、S8050 と S8140 では青色と白色で使用可
能

• スクープ角度は 95～105 度。

• S8026 ベルトの最小フライト間隔は 3.0 インチ（76 mm）です。

• S8050 ベルトの最小フライト間隔は 3.9 インチ（99 mm）です。

• S8140 ベルトの最小フライト間隔は 3 インチ（76 mm）または（2 列）です。
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ショートトップスクープフライトのデータ

フライト高さ

厚さ 材質インチ mm
3.0 75 0.16 インチ（4

mm）、0.28 インチ
（7 mm）

ポリウレタン、低温用途、Dura、
PUR A234.0 100

5.0 125

6.0 150

• 滑らか表面ポリウレタンフライトは青色と白色

• 滑らか表面低温用途フライト、Dura フライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタ
ンフライト、両面埋込みダイヤモンドポリウレタン A23 フライトは青色のみで展開

• 滑らか表面ポリウレタン A23 フライトは、S8050 と S8140 では青色と白色で使用可
能

• ショートトップスクープ角度は 115～125 度。

• S8026 ベルトの最小フライト間隔は 3.0 インチ（76 mm）です。

• S8050 ベルトの最小フライト間隔は 3.9 インチ（99 mm）です。

• S8140 ベルトの最小フライト間隔は 3 インチ（76 mm）または（2 列）です。

フライトガセット
フライトガセットを選択する際は次の事項を考慮します。

• フライトガセットはフライトの剛性を高めるので、高荷重用途に使用されます。

• 用途固有の情報については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

フライトガセットのデータ

ガセットの高さ／幅 厚さ 材質

高さと幅はフライトの高さ
に基づく

0.28 インチ（7 mm）ポリウレタン、ポリウレタン A23、
Dura

• S8050 および S8140 のベルトでのみ使用可能

• フライト幅 7.0 インチ（178 mm）以上用のみ

• フライトガセット数と間隔はフライト幅に基づく
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同期サイドウォール
同期サイドウォールを選択する際は次の事項を考慮します。

• サイドウォールの材質はベルトおよびフライトの材質に一致させる必要があります。サイドウォールとベルトのスタイ

ルは異なっていてもかまいません。

• サイドウォールは、すべてのピッチ、高さ、素材において両側が滑らか仕上げです。

• サイドウォールは、片面だけが 50 mm ピッチの青色ポリウレタンで、埋込みダイヤモンド仕上げです。

• 必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメントを満たすのに十分な大きさのサイドウォールインデン

トを注文してください。製造可能な最小インデントは 1.25 インチ（32 mm）です。1.25 インチ（32 mm）未満のイン

デントには、特注が必要です。

• サイドウォール付きベルトの製造可能な最大ベルト幅は、42 インチ（1,067 mm）です。

• 25 mm のサイドウォールピッチは 1.5 mm 厚の材料で作成され、設置面積は幅 0.953 インチ（24.21 mm）です。

• 40 mm のサイドウォールピッチは 2 mm 厚の材料で作成され、設置面積は幅 1.495 インチ（37.97 mm）です

• 50 mm のサイドウォールピッチは 2 mm 厚の材料で作成され、設置面積は幅 1.752 インチ（44.49 mm）です。

• フライトへの最小隙間は 0.2 インチ（5 mm）。

• サイドウォールを現場で接合するには、フライト付きサイドウォールベルトのフライト間に 9.33 インチ（237 mm）の

スペースが必要です。

図 6: 高巻き付き角（以下の S8050 同期サイドウォールのデータ表を参照）

図 7: 低巻き付き角（以下の S8050 同期サイドウォールのデータ表を参照）
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S8050 同期サイドウォールのデータ

材質
スタイ

ル

サイド

ウォー

ルピッ

チ

利用可能なサ

イドウォール

の高さ

推奨スプロケ

ットの最小

PDa
バックベンド部品の最小直径 b, c

イン

チ
mm インチ d 数

高巻き付き角 低巻き付き角

インチ d mmd インチ mm

ポリウレタン 滑らか 25 mm
1.0 25 4.0 6 4.0 102 4.0 102

2.0 50 4.0 6 7.0 178 4.0 102

低温用途、PUR
A23 滑らか

50 mm

2.0 50

5.2 8

8.8 222 4.0 102ポリウレタン、
PUR A23 EDT

6.5 10
Dura 滑らか

ポリウレタン、低
温用途、PUR A23 滑らか

2.3 60

5.2 8

8.8 222 4.0 102ポリウレタン、
PUR A23 EDT

6.5 10
Dura 滑らか

ポリウレタン、低
温用途、PUR A23、

Dura
滑らか

3.0 75 6.5 10 11.2 284 4.0 102
ポリウレタン、

PUR A23 EDT

ポリウレタン、低
温用途、PUR A23、

Dura
滑らか

4.0 100 7.7 12 15.0 381 4.0 102
ポリウレタン、

PUR A23 EDT

ポリウレタン、
PUR A23 滑らか

6.0 150 10.3 16 20.8 527 4.0 102
ポリウレタン、

PUR A23 EDT

• ポリウレタンおよび PUR A23 には青色と白色があります。

• Dura および低温用途は青色のみです。

• ポリウレタン EDT および PUR A23 EDT は青色のみご用意があります。EDT 面は片側のみで、この面が
搬送品に接します。

a 同期サイドウォール機械式留め具キットをご使用の際は、イントラロックスのテクニカルサービスグループ（TSG）に詳細をお問い合わせください。
b イントラロックスは、サーモレース HDE および機械式留め具キットを使用するベルトでは、次に大きいサイズのスプロケットまたはローラー径を使用す

ることをお勧めします。
c この列のデータは図 9 と図 10 を参照しています。
d 部品の最小直径の値は、ベルトではなく、同期サイドウォールにのみ適用されます。ベルトデータ表を参照し、バックベンドとフォワードベンド（スプ

ロケット）の直径が、ベルトシリーズ、スタイル、材質、色に適合していることを確認してください。
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S8140 同期サイドウォールのデータ

材質
スタイ

ル

サイド

ウォー

ルピッ

チ

利用可能なサ

イドウォール

の高さ

スプロケット

の推奨最小

PDe
バックベンド部品の最小直径 fg

インチ mm インチ 数
高巻き付き角 低巻き付き角

インチ mm インチ mm
PUR A23 滑らか

40 mm

2.0 50

4.0 8

8.0 203 4.0 102ポリウレタン EDT 6.0 10

Dura 滑らか 6.0 12

PUR A23 滑らか

2.3 60

4.0 8

10.0 254 4.0 102ポリウレタン EDT 6.0 10

Dura 滑らか 6.0 12

PUR A23 滑らか

3.0 75

5.0 10

12.5 318 4.0 102ポリウレタン EDT 6.0 10

Dura 滑らか 6.0 12

PUR A23、Dura 滑らか
4.0 100 6.0 12 16.0 406 4 102

ポリウレタン、 EDT

• ポリウレタン A23 には青色と白色があります。

• Dura は青色のみです。

• ポリウレタン EDT は青色のみです。EDT 面は片側のみで、この面が搬送品に接します。

e 同期サイドウォール機械式留め具キットをご使用の際は、イントラロックスのテクニカルサービスグループ（TSG）に詳細をお問い合わせください。
f イントラロックスでは、サーモレース HDE および機械式留め具キットを使用するベルトに、次に大きなスプロケットまたはローラーの径を使用すること

をお勧めしています。
g このコラムのデータは図 9 と図 10 を参照しています。
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V ガイド
V ガイドを選択する際は次の事項を考慮します。

• V ガイドは、スプライシング準備完了のベルト先端、エンドレス、サーモレース HDE ベルトで使用できます。

• V ガイドの重量は、一列あたり直線 1 フィートあたり 0.064 lb（0.029 kg）です。

• 片側に 2 つ以上の V ガイドが必要な場合、詳細は、イントラロックステクニカルサービスグループ（TSG）にお問い合

わせください。

図 8: V ガイドの公称形状

図 9: V ガイド 1 レーン分のインデント
図 10: V ガイド 2 レーン分のインデント
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ポリウレタン A23 K13 V ガイドのデータ

V ガイドの

サイズ

寸法（B×H×T） 推奨最小スプロケット

スタイル 材質

利用可能な

ベルトシリ

ーズインチ mm インチ mm

K13
0.512 x
0.315 x
0.276

13 x 8 x 7 4.0 102 固体

青色 PU、
青色 PUR

A23、白色
PUR A23

8140

駆動側および従動側のコンポーネント

駆動側設計時の考慮事項
• 特許取得済みのサーモドライブ駆動装置のような事前設計済み駆動側ソリューションを使用するか、個々の駆動側部品

から駆動側ソリューションを設計するかを選択します。

• ベルトピッチやその他のコンベア設計寸法を使用して、駆動側コンポーネントを決定します。寸法を参照してください。

A

C

B

図 11: 駆動側寸法

シャフト
駆動、従動、リターン側走行路コンポーネントの設置への必要性に応じて丸シャフトまたは角シャフトを選択します。イ

ントラロックスでは角シャフトのカスタマイズを提供しています。

角シャフトの考慮事項
• ThermoDrive ベルトシステムでは必ずステンレス鋼シャフトを使用します。

• サーモドライブのスプロケットは、角穴の直径 1 インチ、25 mm、1.5 インチ、40 mm、2.0 インチ、2.5 インチ、60
mm で展開しています。

• S8026 ベルトの一部のスプロケットは、丸穴付きのご用意があります。

• スプロケットスペーサー、重荷重用分割固定リング、セルフセット固定リングには固定リング溝が不要です。

シャフトの仕様書や注文方法については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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シャフトのカスタム加工
お客様の仕様に基づいて注文を受けると、シャフトストックを指定の長さにカットし、生シャフトの歪みを取ってまっす

ぐにします。軸受部を回し、必要な場合は固定リング溝、キー溝を作り、面取りをします。出荷前に徹底的な品質検査を

実施します。

ギアボックスが中空の場合は、注文時にイントラロックスカスタマーサービスにその旨お知らせください。

図 12: シャフトコンポーネント

A 全長

B 軸受部

C 角シャフト部長さ

D 駆動側軸受部およびキー溝の長さ

E 軸受部直径

F 駆動側軸受部直径

G 固定リング溝幅

H スプロケットのハブ幅

I リング溝径

J キー溝長さ

イントラロックス U.S.で入手可能なシャフト許容誤差 a

角シャフトサイズ ステンレス鋼 303／304 ステンレス鋼（316）
1.5 インチ +0.000/-0.006 インチ +0.000/-0.006 インチ

2.5 インチ +0.000/-0.008 インチ +0.000/-0.008 インチ

a もっと大きい径、12 フィート（3.6 m）以上の長さのシャフトについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

イントラロックスヨーロッパで入手可能なシャフト a

角シャフトサイズ ステンレス鋼 303／304 ステンレス鋼（316）
40 mm +0.000/-0.160 mm なし

60 mm +0.000/-0.180 mm なし

a より大きい径、3 m（9.8 フィート）以上の長さのシャフトについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

許容誤差 a

全長 ジャーナル直径 キー溝幅

< 48 ± 0.061 インチ（< 1200 ± 0.8 mm） - 0.0005～0.003 インチ（-0.0127～0.0762 mm） + 0.003 インチ/- 0.000 インチ（+ 0.08 mm/-
0.00 mm）> 48 ± 0.0125 インチ（< 1200 ± 1.2 mm） （øh7 vlgs.NEN-ISO 286-2）

a U.S.キー溝は平行角キー用です（ANSI B17.1 - 1967, R1973）。メートルサイズのキー溝は、端が丸い、フラットのはめ込みキー用です（DIN 6885-A）。

表面仕上げ

ジャーナル その他の加工面

63µ インチ（1.6µm） 125µ インチ（3.25µm）

シャフト固定リング溝および面取りの寸法

シャフトサイズ 溝径 幅 面取り

1.5 インチ 1.913 ± 0.005 インチ 0.086 + 0.004/- 0.000 インチ 2.022 ± 0.010 インチ

2.5 インチ 3.287 ± 0.005 インチ 0.120 + 0.004/- 0.000 インチ 3.436 ± 0.010 インチ

40 mm 51 ± 0.1 mm 2.5 + 0.15/- 0.00 mm 54 ± 0.25 mm

60 mm 85 ± 0.1 mm 3.5 + 0.15/-0.00 mm 82 ± 0.25 mm

固定コンポーネント

選択時の考慮事項
様々なシャフトサイズ、ベルト荷重、衛生上ニーズに対応した固定コンポーネントをご用意しています。

• 高荷重用途では、スタックスプロケットまたは全幅スプロケットをお勧めします。これらスプロケットをサーモドライ

ブ駆動装置と組み合わせることを検討してください。

• スタックスプロケットでは、一番外側のスプロケットを重荷重用固定リングでしっかりロックしてください。
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• 角シャフト部長さ（C）は、すべてのスプロケットと固定リングを収容できる長さ、通常はベルト幅よりも少なくとも

0.25 インチ（6.35 mm）長くする必要があります。

• スペーススプロケットでは、以下のオプションを検討してください。

- 衛生的な用途には、スプロケットスペーサーと固定リングを組み合わせてご使用ください

- 分割重荷重用固定リング

- ステンレス鋼製セルフセット固定リング

- ステンレス鋼製円形固定リング。スプロケットハブ幅と間隔に基づいてシャフト溝位置を選択

固定具の推奨事項については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

スプロケットスペーサー
スプロケットスペーサーは、最も一般的なスペーススプロケットおよびサポートホイールの用途に対応しています。

S8126 ベルトまたは部品の中心線間隔が 3 インチ（76 mm）を超える場合は使用できません。

イントラロックスカスタマーサービスで以下の情報について問い合わせて、お客様の用途に適したスペーサーと分割重荷

重用固定リングの数を計算してください。取付説明書は購入品に付属。

• ベルトシリーズと幅

• 必要なフライト/サイドウォール

• ベルトの接続方法

• スプロケット／ホイールの選択

• シャフト径

• 必要なスクレイパー

検知可能アセタールスプロケットスペーサーのデータ

公称スプロケ

ットスペーサ

ー幅（インチ）

公称スプロケ

ットスペーサ

ー幅（mm）

ボアサイズ

US サイズ） メートルサイズ

丸穴 インチ 角穴 インチ 丸穴 mm 角穴 mm
1.0 25 1.5 40

1.5 38 1.5 40

2.0 51 1.5 40

ステンレス鋼製重荷重用分割固定リング
• 1 インチ丸シャフトと、1.5 インチ、2.5 インチ、40 mm、60 mm の角シャフトに合う、分割重荷重用固定リングがあ

ります。

• 固定リングは 304 ステンレス鋼製です。

• これらの固定リングのシャフトには面取りは不要であり、シャフトにより所定の位置に設置できます。

• これらの固定リングは、スプロケットの横方向に大きな負荷がかかる用途で使用できます。

• これらの固定リングは、以下と互換性がありません。

- 1.5 インチ（40 mm）スクエアボア付きの S8026 EZ クリーン成型アセタールスプロケット 3.2 インチ（81 mm）PD。

- S8026 成型アセタールスプロケット 2.0 インチ（51 mm）PD、1 インチ（25 mm）丸穴付き
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図 13: 分割重荷重用固定リング

ステンレス鋼製セルフセット固定リング
• 1.5 インチ、2.5 インチ、40 mm、その他の角シャフトに合うセルフセット固定リングをご用意しています。シャフトに

は面取りエッジが必要です。加工溝は不要です。

• これらの固定リングは非腐食性の 316 ステンレス鋼製です。USDA の認定を受け特許取得済みです。

• 固定リングは角シャフト（設置済みシャフトにも対応）の所定の位置に留め付けます。固定リングは運転中にはずれな

いように特殊な固定ねじで所定位置に固定します。

• これらの固定リングは、横方向に強い力がかかることが予想される用途にはお勧めしません。

A

A ヘッドをまず完全に挿入したカスタム固定ねじ
図 14: セルフセット固定リング

ステンレス鋼製固定リング
イントラロックスからステンレス鋼製固定リングを、イントラロックス角シャフトに合わせて提供しています。

• このリングは、MIL SPEC R-2124B に適合した ANSI Type 3AMI リングです。

• このリングにはシャフトの溝および面取りが必要です。

• リング端を接合するための留め具が付属しています。

• 関連するシャフトの溝および面取りに関する情報は駆動シャフトでご覧ください。

A

A リング溝径
図 15: 固定リング溝径

ポジションリミター
イントラロックスでは、コンベアの駆動端に装着するウェアシュー形態ポジションリミターを多種取り揃えています。記

載しているスタイルはすべてイントラロックスから提供しています。

• フラットベルトおよびフライト付きベルトには、EZ Clean ユニバーサルポジションリミターを使用することがほとんど

です。

• EZ Clean D シャフトポジションリミターは、軽負荷のフラットベルト専用です。
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• UHMW-PE 製のみ

EZ クリーンポジションリミター（ユニバーサルマウント）のデータ

公称ピッチ径

インチ

公称ピッチ径

mm
寸法（H×W×D）

インチ mm
2.0 51

3.27 x 2.31 x 0.75 83 x 59 x192.5 64

3.2 81

3.9 99
3.54 x 2.82 x 0.75 90 x 72 x 19

4.0 102

5.2 132 3.56 x 3.04 x 0.75 90 x 77 x 19

6.4 163
3.68 x 3.29 x 0.75 93 x 84 x 19

6.5 165

7.7 196 3.90 x 3.21 x 0.75 99 x 82 x 19

EZ Clean ポジションリミター（D シャフトマウント）のデータ a

公称ピッチ径

インチ

公称ピッチ径

mm
寸法（H×W×D）

インチ mm
2.0 51

3.46 x 2.31 x 0.75 88 x 59 x 192.5 64

3.2 81

3.9 99
3.71 x 2.82 x 0.75 94 x 72 x 19

4.0 102

5.2 132 3.75 x 3.04 x 0.75 95 x 77 x 19

6.4 163
3.87 x 3.29 x 0.75 98 x 84 x 19

6.5 165

7.7 196 3.71 x 3.15 x 0.75 94 x 80 x 19

a 軽荷重用途専用。このポジションリミターを使用する場合は、テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

S8026 ポジションリミター（D シャフトマウント）の設置寸法

スプロケット

PD
5.3 mm フラットトップ 6 mm フラットトップ 6.3 mm EDT 7.4 mm ナブトップ

A B A B A B A B
3.2 インチ（81

mm）
3.350 インチ
（85.1 mm）

0.252 インチ
（6.4 mm）

3.378 インチ
（85.8 mm）

0.260 インチ
（6.6 mm）

3.394 インチ
（86.2 mm）

0.260 インチ
（6.6 mm）

3.437 インチ
（87.3 mm）

0.276 インチ
（7 mm）

3.9 インチ（99
mm）

3.659 インチ
（92.8 mm）

0.059 インチ
（1.5 mm）

3.681 インチ
（93.5 mm）

0.067 インチ
（1.7 mm）

3.691 インチ
（93.8 mm）

0.071 インチ
（1.8 mm）

3.740 インチ
（95 mm）

0.083 インチ
（2.1 mm）

6.4 インチ
（163 mm）

4.898 インチ
（124.8 mm）

0.394 インチ
（10 mm）

4.922 インチ
（125.5 mm）

0.404 インチ
（10.2 mm）

4.953 インチ
（125.8 mm）

0.406 インチ
（10.3 mm）

4.996 インチ
（126.9 mm）

0.417 インチ
（10.6 mm）

S8050 ポジションリミター（D シャフトマウント）の設置寸法

スプロケット PD 7 mm フラットトップ 7.5 mm EDT 8.0 mm ナブトップ 9.5 mm リブ V トップ

A B A B A B A B
4.0 インチ（102 mm） 3.642 イン

チ（92.5
mm）

0.055 イン
チ（1.4

mm）

3.661 イン
チ（93 mm）

0.063 イン
チ（1.6

mm）

3.681 イン
チ（93.5

mm）

0.067 イン
チ（1.7

mm）
- -

5.2 インチ（132 mm） 4.270 イン
チ（108.5

mm）

0.224 イン
チ（5.7

mm）

4.291 イン
チ（109

mm）

0.228 イン
チ（5.8

mm）

4.311 イン
チ（109.5

mm）

0.236 イン
チ（6 mm） - -

6.5 インチ（165 mm） 4.902 イン
チ（124.5

mm）

0.394 イン
チ（10 mm）

4.921 イン
チ（125

mm）

0.398 イン
チ（10.1

mm）

4.902 イン
チ（124.5

mm）

0.402 イン
チ（10.2

mm）

5.002 イン
チ（127.1
mm）

0.455 イン
チ（11.6
mm）
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S8050 ポジションリミター（D シャフトマウント）の設置寸法

スプロケット PD 7 mm フラットトップ 7.5 mm EDT 8.0 mm ナブトップ 9.5 mm リブ V トップ

A B A B A B A B
7.7 インチ（196 mm）a 5.287 イン

チ（134.3
mm）

0.906 イン
チ（23 mm）

5.307 イン
チ（134.8

mm）

0.917 イン
チ（23.3

mm）

5.323 イン
チ（135.2

mm）

0.929 イン
チ（23.6

mm）

5.395 イン
チ（137.0
mm）

0.976 イン
チ（24.8
mm）

a このサイズの D シャフトリミッターは、1.000 インチの穴サイズでのみ展開しています。メートル法（25 mm）式リミッターのご用意はありません。

注: 記載の寸法は全巻角 165 度の場合です。ベルトとリミッター間の隙間が、0.005～0.05 インチ（0.13～1.25 mm）の許

容範囲内であることを確認してください。

S8026 ポジションリミター（ユニバーサルマウント）の設置寸法

スプロケット

PD
5.3 mm フラットトップ 6 mm フラットトップ 6.3 mm EDT 7.4 mm ナブトップ

C D C D C D C D
3.2 インチ（81

mm）
4.161 インチ
（105.7 mm）

0.768 インチ
（19.5 mm）

4.188 インチ
（106.4 mm）

0.760 インチ
（19.3 mm）

4.199 インチ
（106.7 mm）

0.756 インチ
（19.2 mm）

4.248 インチ
（107.9 mm）

0.744 インチ
（18.9 mm）

3.9 インチ（99
mm）

4.476 インチ
（113.7 mm）

0.945 インチ
（24 mm）

4.504 インチ
（114.4 mm）

0.937 インチ
（23.8 mm）

4.520 インチ
（114.8 mm）

0.933 インチ
（23.7 mm）

4.563 インチ
（115.9 mm）

0.921 インチ
（23.4 mm）

6.4 インチ
（163 mm）

5.724 インチ
（145.4 mm）

0.606 インチ
（15.4 mm）

5.752 インチ
（146.1 mm）

0.598 インチ
（15.2 mm）

5.764 インチ
（146.4 mm）

0.594 インチ
（15.1 mm）

5.807 インチ
（147.5 mm）

0.583 インチ
（14.8 mm）

S8050 ポジションリミター（ユニバーサルマウント）の設置寸法

スプロケット

PD
7.0 mm フラットトップ 7.5 mm EDT 8.0 mm NT 9.5 mm リブ V トップ

C D C D C D C D
4.0 インチ
（102 mm）

4.465 インチ
（113.4 mm）

0.949 インチ
（24.1 mm）

4.484 インチ
（113.9 mm）

0.941 インチ
（23.9 mm）

4.504 インチ
（114.4 mm）

0.937 インチ
（23.8 mm）

- -

5.2 インチ
（132 mm）

5.083 インチ
（129.1 mm）

0.776 インチ
（19.7 mm）

5.083 インチ
（129.1 mm）

0.776 インチ
（19.7 mm）

5.123 インチ
（130.1 mm）

0.768 インチ
（19.5 mm）

- -

6.5 インチ
（165 mm）

5.713 インチ
（145.1 mm）

0.610 インチ
（15.5 mm）

5.732 インチ
（145.6 mm）

0.603 インチ
（15.3 mm）

5.752 インチ
（146.1 mm）

0.598 インチ
（15.2 mm）

5.812 インチ
（147.6 mm）

0.545 インチ
（13.8 mm）

7.7 インチ
（196 mm）

6.496 インチ
（165 mm）

0.161 インチ
（4.1 mm）

6.516 インチ
（165.5 mm）

0.157 インチ
（4 mm）

6.535 インチ
（166 mm）

0.150 インチ
（3.8 mm）

6.587 インチ
（167.3 mm）

0.087 インチ
（2.2 mm）

注: 記載の寸法は全巻角 165 度の場合です。ベルトとリミッター間の隙間が、0.005～0.05 インチ（0.13～1.25 mm）の許

容範囲内であることを確認してください。
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ポジションリミターブロックのデータ

公称ピッチ径

インチ

公称ピッチ径

mm
寸法（H×W×D）

インチ mm
2.0 51

3.25 x 2.5 x 1 83 x 64 x 252.5 64

3.2 81

3.9 99
3.75 x 3 x 1 95 x 76 x 25

4.0 102

5.2 132 4 x 3.25 x 1 102 x 83 x 25

6.4 163
4 x 3.5 x 1 102 x 89 x 25

6.5 165

10.3 262 4.5 x 4.2 x 1 114 x 107 x 25

S8026 ポジションリミターブロックの設置寸法

スプロケット

PD
5.3 mm フラットトップ 6 mm フラットトップ 6.3 mm EDT 7.4 mm ナブトップ

C D C D C D C D
3.2 インチ（81

mm）
3.960 インチ
（100.6 mm）

0.768 インチ
（19.5 mm）

3.988 インチ
（101.3 mm）

0.760 インチ
（19.3 mm）

4 インチ（101.6
mm）

0.756 インチ
（19.2 mm）

4.047 インチ
（102.8 mm）

0.744 インチ
（18.9 mm）

3.9 インチ
（99 mm）

4.587 インチ
（116.5 mm）

0.965 インチ
（24.5 mm）

4.614 インチ
（117.2 mm）

0.957 インチ
（24.3 mm）

4.626 インチ
（117.5 mm）

0.953 インチ
（24.2 mm）

4.673 インチ
（118.7 mm）

0.941 インチ
（23.9 mm）

6.4 インチ（163
mm）

5.917 インチ
（150.3 mm）

0.626 インチ
（15.9 mm）

5.949 インチ
（151.1 mm）

0.618 インチ
（15.7 mm）

5.961 インチ
（151.4 mm）

0.618 インチ
（15.7 mm）

6.004 インチ
（152.5 mm）

0.606 インチ
（15.4 mm）

S8050 ポジションリミターブロックの設置寸法

スプロケット

PD
7 mm フラットトップ 7.5 mm EDT 8 mm ナブトップ 9.5 mm リブ V トップ

C D C D C D C D
4.0 インチ（102

mm）
4.571 インチ
（116.1 mm）

0.969 インチ
（24.6 mm）

4.594 インチ
（116.7 mm）

0.961 インチ
（24.4 mm）

4.614 インチ
（117.2 mm）

0.957 インチ
（24.3 mm）

- -

5.2 インチ（132
mm）

5.370 インチ
（136.4 mm）

0.799 インチ
（20.3 mm）

5.390 インチ
（136.9 mm）

0.795 インチ
（20.2 mm）

5.409 インチ
（137.4 mm）

0.787 インチ（20
mm）

- -

6.5 インチ（165
mm）

5.906 インチ
（150 mm）

0.630 インチ（16
mm）

5.925 インチ
（150.5 mm）

0.626 インチ
（15.9 mm）

5.945 インチ
（151 mm）

0.618 インチ
（15.7 mm）

6.007 インチ
（152.6 mm）

0.567 インチ
（14.4 mm）

10.3 (262 mm) 7.984 インチ
（202.8 mm）

0.146 インチ
（3.7 mm）

8.004 インチ
（203.3 mm）

0.142 インチ
（3.6 mm）

8.024 インチ
（203.8 mm）

0.138 インチ
（3.5 mm）

8.102 インチ
（205.8 mm）

0.115 インチ
（2.9 mm）
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フライト付きベルトのポジションリミターキットのデータ

公称ピッチ径

インチ

公称ピッチ径

mm
寸法（H×W×D）a

インチ mm
2.5 64

1.5 x 3 x 1 38 x 76 x 25
3.2 81

3.9 99
2 x 2 x 1 51 x 51 x 25

4.0 102

5.2 132 2.5 x 2 x 1 64 x 51 x 25

6.4 163 3 x 2 x 1 76 x 51 x 25

6.5 165

a 寸法には取り付けプレートを含みません。

スクレイパー

スクレイパー選択時の考慮事項
• スクレイパーでポジションリミターを使用するよう計画します。

• EZ マウントフレックスチップスクレイパーのみをイントラロックスから提供しています。代わりとなるスクレイパー

は、他社ベンダーから設計ガイドラインの基準に基づいて購入してください。ベルトスクレイパーを参照してください。

• 水分や油分が多くフレキシブルチップ材がいつも濡れているような用途では、EZ マウントフレックスチップスクレイパ

ーのみを使用してください。

EZ マウントフレックスチップスクレイパーデータ

高さ 使用可能な長さ

材質インチ mm インチ mm
2.75 70 72 1830 柔軟なポリウレタンチップを備え

た固い PVC ベース

• サイズは 1 つのみ

• 受領時に必要な長さに切断可

• 水分またはグリスの多い製品用途向けの設計

• 乾燥した製品または用途には使用しないでください

• FDA 適合。EU 食品安全規制には不適合
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サーモドライブ駆動装置
サーモドライブ駆動装置は、イントラロックスのサーモドライブコンベアベルトシステムで動作するように設計された、

事前設計済みの構成可能なベルト噛み合いアセンブリです。TD 駆動装置は、リミッターとスクレイパーの正確で反復可

能な配置を保証し、最適な操作性能を提供します。画期的な駆動取付け設計により、これらのシステムの位置を特定して

維持する方法の心配がなくなり、カスタマイズされたコンベア設計を柔軟作成できます。

詳細は、https://www.intralox.com/resources/brochures-and-technical-guides から『TD 駆動部品の取り付けとメンテナ
ンスマニュアル』を参照してください。

利用可能なオプションに関する詳細を含む監査フォームについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わ

せください。

完全なシステム（先頭またはセンター駆動）は、以下で構成されています。

• 左側および右側駆動取付け

• 左側および右側リミッター取付け

• 指定のリミッター装置（指定されている場合はスクレイパーを含む）

• リミッター取付け用取り付け金具

図 16: TD 駆動装置（先頭駆動）

先頭駆動の仕様

駆動取付け

サイズ：206、208、210 球面穴

スタイル：

- 密封された固体潤滑ベアリングインサート用非グリース可能（グリース注入継手なし）

- グリース補給可能ベアリング用グリース可能（グリース注入継手あり）

注: 駆動マウントは左右 1 個ずつのセットで提供。コンベアフレームに取り付けるためのベアリン

グインサートや金具は含まれていません。

リミッターのオプ

ション

• 全幅ローラーリミッター（スクレイパーアセンブリ付き）（フライトなしベルトのみ）

• 全幅ローラーリミッターのみ（スクレイパーアセンブリなし）

• エッジのみシューリミッター（ノッチなしのフライト付きベルト）

• フライト付きローラーリミッター（1 個または 2 個のノッチのあるフライト付きベルト）

スクレイパーシス

テム
スクレイパーの先端部は交換可能
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センター駆動の仕様

駆動取付け

• サイズ：206、208、210 球面穴

• スタイル：

- 密封された固体潤滑ベアリングインサート用非グリース可能（グリース注入継

手なし）

- グリース補給可能ベアリング用グリース可能（グリース注入継手あり）

注: 駆動取付けはセット（ユニバーサル駆動取付け 2 個）です。コンベアフレームに

取り付けるためのベアリングインサートや金具は含まれていません。

リミッターのオプション 全幅ローラーリミッターのみ（スクレイパーアセンブリなし）

技術的制限事項
先端駆動とセンター駆動：

• 必ず ThermoDrive S8050 フラットトップベルトを使用すること

- 標準ベルト幅の種類：

▫ ヤードポンド法：12 インチ、18 インチ、24 インチ、30 インチ、36 インチ、42 インチ、48 インチ

▫ メートル法 300 mm、400 mm、450 mm、500 mm、550 mm、600 mm、700 mm、800 mm、1000 mm、1200 mm

• 以下の ThermoDrive スプロケット専用：

- イントラロックスの全幅スプロケット S8050 10T 6.5 インチ（165 mm）（標準または耐摩耗性プロファイル）

- S8050 10T 6.5 インチ（165 mm）EZ クリーン Max Pull スプロケット

- S8050 7.7 インチ（12T）EZ クリーンスプロケット（エッジローラーのみ）

• 必ず張力のないベルトを使用すること

• ThermoLace でも金属レーシングでもないこと

先頭駆動のみ:
• 任意の材質およびフライトタイプ

• 6.5 インチ PD スプロケットを使用し、サイドウォールの高さ最大 3 インチ（75 mm）

• フライトには、2.5 インチ（63.5 mm）以上のインデントと切欠が必要

• 2 つまでの等間隔のノッチに対応

• フライト付きローラーリミッターのベルト最大許容張力は 35 lbf/インチ（420 lb/ft）MAX

サポートホイールとローラー

S8026 および S8050 の従動端
• サポートホイールとローラーは別途指示がない限り、S8026 および S8050 ベルトに対応しています。

• サポートホイールは角シャフトで使用するように設計されています。丸シャフト使用時は、リターンローラーを使用し

てください。

• サポートホイール径およびローラー径は、ベルトに必要な最小スプロケット径に合致している必要があります。

• ベルトの保持が必要な場合は、シャフトの外側端にのみフランジ付きローラーを選択します。

• 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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ThermoDrive サポートホイールのデータ b

ホイールピッ

チ径（概寸、イ

ンチ）

ホイールピッ

チ径（概寸、

mm）

公称ホ

イール

径 イン

チ

公称ホ

イール

径 mm

公称ハ

ブ幅 イ
ンチ

公称ハ

ブ幅 mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イ
ンチ

丸穴

mm 角穴 mm
3.9 99 3.80 96.5 1.0 25 1.5 40

5.2 132 5.00 127.0 1.0 25 1.5 40

6.5 165 6.25 158.8 1.0 25 1.5 40

7.7 196 7.50 190.5 1.0 25 1.5

2.5

10.3 262 10.10 256.5 1.0 25 1.5

2.5

b 対応する径のスプロケットと併用するように設計されています。材質は UHMW-PE です。

ThermoDrive リターンローラーのデータ b

公称ロー

ラー径 イ
ンチ

公称ロー

ラー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 0.75

4.0 102 1.0 25 1.0

b 材質は UHMW-PE です。

ThermoDrive フランジ付きローラーのデータ f

公称ロー

ラー径

（インチ）
g

公称ロー

ラー径

（mm）h

公称ハブ

幅（イン

チ）i

公称ハブ

幅（mm）
j

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イン

チ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 0.75

4.0 102 1.0 25 1.0

f 材質は UHMW-PE です。
g フランジ部分の 0.75 インチ（19 mm）は、公称ローラー径には含まれません。実際のローラー径は 5.5 インチ（140 mm）です。
h フランジ部分の 0.75 インチ（19 mm）は、公称ローラー径には含まれません。実際のローラー径は 5.5 インチ（140 mm）です。
i フランジが公称ハブ幅に含まれません。実際のハブ幅は 1.23 インチ（31 mm）です。
j フランジが公称ハブ幅に含まれません。実際のハブ幅は 1.23 インチ（31 mm）です。
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OneTrack™ローラーのデータ

サイズ

外径 ボアサイズ 実際の内径 ローラー幅

インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm
直線ローラー

4 102
1 25.4 1.1 27.9 1 25.4

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1 25.4

6 152
1 25.4 1.1 27.9 1 25.4

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1 25.4

フランジローラー

4 102
1 25.4 1.1 27.9 1.75 44.5

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1.75 44.5

6 152
1 25.4 1.1 27.9 1.75 44.5

1～1/4 31.8 1.375 34.9 1.75 44.5

• 青色とナチュラル色の FDA 適合 UHMW-PE 素材をご用意していま
す。

• 直線ローラーとフランジローラーのご用意があります。

• フランジ高さ：0.5 インチ（12.7 mm）

• フランジローラーの最大直径：5 インチ（127 mm）および 7 インチ
（178 mm）

• フランジの高さは 0.5 インチ（12 mm）以上が許容寸法で、推奨寸
法は 0.75 インチ（19 mm）です。

S8126 従動端

S8126 従動端数参考データ

ベルト幅

2.5 インチ（65
mm）ワイドフ

ランジ付きサ

ポートローラ

ー

2.5 インチ（65
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

1 インチ（25
mm）ワイドサ

ポートローラ

ー

6 インチ（152
mm）ワイド

テールロー

ラー

SS 分割重荷重

用固定リング

エッジ間のコ

ンポーネント

間隔

ベルトエッジ

の最小総クリ

アランス

シャフトの角

部分の最小長

さ

インチ mm 数量 数量 数量 数量 数量 インチ mm インチ mm インチ mm
10 254 2 0 0 1 2 0 0 0.25 7 11.25 286

11 279 2 0 0 1 6 1 25 0.25 7 13.25 337

12 305 2 0 0 1 6 1 25 0.25 7 13.25 377

13 330 2 0 0 1 6 1.5 38 0.25 7 14.25 362

14 356 2 0 0 1 6 2 51 0.25 7 15.25 387

15 381 2 0 0 1 6 2.5 64 0.25 7 16.25 413

16 406 2 0 2 1 6 1 25 0.25 7 17.25 438

17 432 2 0 2 1 10 1.25 32 0.25 7 18.25 718

18 457 2 0 2 1 10 1.5 38 0.25 7 19.25 489

19 483 2 0 2 1 10 1.75 44 0.25 7 20.25 514

20 508 2 0 2 1 10 2 51 0.25 7 21.25 540

21 533 2 0 2 1 10 2.25 57 0.25 7 22.25 565

22 559 2 0 2 1 10 2.5 64 0.25 7 23.25 591

23 584 2 2 0 1 10 2 51 0.25 7 24.25 616

24 610 2 2 0 1 10 2.25 57 0.25 7 25.25 641

エンジニアリングマニュアル-ThermoDrive 技術 91

 
  2 製品シリーズ 



S8126 アセタール製サポートホイールのデータ c

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 1.0 25 1.5 40

4.0 102 2.5 64 1.5 40

c 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

S8126 アセタール製フランジ付きローラーのデータ b

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 2.5 64 1.5 40

b 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

S8126 アセタール製テールローラーのデータ b

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 6.0 152 1.5 40

b 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

S8140 従動端
• テールローラーとサポートホイールは S8140 のベルトとのみ互換性があります。

• テールローラーとサポートホイールは角シャフトで使用するように設計されています。

• S8140 サポートホイールは、駆動、従動シャフトの両方に使用します。

• サポートホイール径およびローラー径は、ベルトに必要な最小スプロケット径に合致している必要があります。

• 納期についてはイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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S8140 アセタール製テールローラーのデータ

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 6.0 153 1.5 40

5.0 127 6.0 153 1.5 40

6.0 153 6.0 153 1.5 40

8.0 205 6.0 153 1.5 40

9.1 231 6.0 153 1.5、2.5 40

S8140 アセタール製サポートホイール（溝なし）のデータ d

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ

丸穴 mm 角穴 mm

4.0 102 2.0、4.0 51、102 1.5 40

5.0 127 2.0、4.0 51、102 1.5 40

6.0 153 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60

8.0 205 2.0、4.0 51、102 1.5 40

9.1 231 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60

d サーモレース HDE には非対応

S8140 ナチュラルアセタール製溝付きサポートホイールのデータ（サーモレース HDE 対応）

公称ローラ

ー径 イン

チ

公称ローラ

ー径 mm
公称ハブ幅

インチ

公称ハブ幅

mm

ボアサイズ

US サイズ メートルサイズ

丸穴 イ
ンチ

角穴 イン

チ 丸穴 mm 角穴 mm
4.0 102 2.0、4.0 51、102 1.5 40

5.0 127 2.0、4.0 51、102 1.5 40

6.0 153 2.0 51 1.5、2.5 40、60

6.0 153 4.0 102 1.5、2.5 40、60

8.0 205 2.0、4.0 51、102 1.5 40

9.1 231 2.0、4.0 51、102 1.5、2.5 40、60

キャリア側およびリターン側走行路用コンポーネント

サポートレール／ウェアストリップ
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標準フラットウェアストリップ
• 標準フラットウェアストリップは、厚さ 0.25 インチ（6 mm） x 幅 1.25 インチ（32 mm） x 長さ 120 インチ（3 m）

の UHMW-PE 製です。

• UHMW-PE ウェアストリップは、食品への直接接触について FDA および USDA に適合しています。

1.25 ± 0.030 in 
(31.75 ± 0.76 mm)

0.250 in
(6.35 mm)

0.25 インチ×1.25 インチ×120 インチのロングフラット UHMW ウェアストリップ（B6XX31IXXWMV）

注: S8126 ベルトの設置にのみ推奨。

特製ウェアストリップ
イントラロックスでは次のようなクリップオン式ウェアストリップを多種用意しています。

• 新規用途には、キャリア側およびリターン側走行路にワイド面付きフラットウェアストリップを使用します。

• クリップオン式ウェアストリップは、軽負荷の改造用途やコンセプトの確認用のみに使用します。通常の量産運転には

お勧めしません。

• 用途固有の情報については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

A

3/32 in
(2 mm)

2 in
(51 mm) 0.5 in

(13 mm)

7/64 in R
(3 mm)

1.5 in
(38 mm) 0.25 in

(6 mm)

0.125 in
(3 mm)

19/32 in
(15 mm)

1.75 in
(44 mm)

1.5 in
(38 mm)

B

120 インチ（3.0 m）ガイドレール、スナップオン式 UHMW-PE ウェアストリッ

プ（B6XX27IXXWMV）
120 インチ（3.0 m）有刺スナップオン式 UHMW-PE ウェアストリップ

（B6XX23IXXWMV）

OneTrack™ウェアストリップ
UHMW-PE 製 OneTrack™フラットウェアストリップおよびフランジ付きウェアストリップは、イントラロックス

FoodSafe の用途にご使用いただけます。

• フラットウェアストリップの寸法は、幅 1.0 インチ（25.4 mm）× 高さ 1.5 インチ（38.1 mm）です。

• フランジ付きウェアストリップの寸法は、幅 1.25 インチ（31.8 mm）× フランジを含む高さ 2.0 インチ（50.8 mm）で

す。

• フラットウェアストリップ、フランジ付きウェアストリップの長さは両方とも 10 フィート（3 m）になります。

• ウェアストリップは、食品への直接接触材料に関する FDA と USDA-FSIS の要件に適合しています。
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図 17: フラットウェアストリップの寸法

図 18: フランジ付きウェアストリップの寸法

ステンレス鋼バック UHMW-PE ウェアストリップコンポーネント
• 新規用途には、キャリア側およびリターン側走行路にワイド面付きフラットウェアストリップを使用します。

• ステンレス鋼バック UHMW-PE ウェアストリップは、軽負荷の改造用途やコンセプトの確認用のみに使用します。

• ステンレス鋼バック UHMW-PE ウェアストリップにより、幅方向のフレーム上に、強固なベルト上面走行路（キャリア

側）を設置することができます。

• ステンレス鋼バック UHMW-PE ウェアストリップは、ナット付きのステンレス鋼製セルフタイトクランプ（別売）を用

いて、幅方向のフレームに取り付けます。

• ウェアストリップは、直線平行配置、シェブロン配置、その他の仕様に取り付けることができます。

• 設置設計には熱による膨張と収縮を考慮します。

• ウェアストリップの先端は面取りするか、折り曲げます。

• 推奨温度は最大 160°F（71°C）

注: トラフ改造セットの設置をお勧めします。

0.84 in
(21.3 mm)

1.25 in
(31.8 mm)

0.75 in
(19.05 mm)

0.18 in
(4.572 mm)

「T」120 インチ（3.05 m）ステンレス鋼バック UHMW
ウェアストリップ（B6XX42IXXWMV）

ステンレス鋼製自動締まりウェアストリップクラ

ンプ（5/16-18 UNC ナット）（C9AX1XXXXXXX）
ステンレス鋼バックウェアストリップ用 6 インチ

（152 mm）ステンレス鋼コネクタ（C4BXXXXXXXMT）

シャフト
ベルト上面走行路（キャリア側）、リターン側走行路コンポーネントの設置への必要性に応じて丸シャフトまたは角シャフ

トを選択します。

• イントラロックスでは角シャフトのカスタマイズを提供しています。角シャフトの考慮事項を参照してください。

• 丸シャフトはイントラロックスでは扱っていません。

リターンローラー
サポートホイールとローラーを参照してください。
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トラフコンバータ
ThermoDrive トラフコンバータは、既存のテンション、フラットベルト、トラフ型コンベアを無張力 ThermoDrive 技術で

使用するために、コンポーネントを素早く簡単にアップグレードするように設計されています。また、トラフコンバータ

は新しいコンベアの取り付けにも使用されます。

• フレームに、丸形または角形の中央取り付け式の走行路サポート（角度 45 度）があること。

• 用途が、曲線トラフ形に対応していること。

• ベルトは S8026 または S8050 のどのようなスタイルでも使用できます（全長駆動バー、トラフ溝、または駆動バー取

り外しに対応）。幅は 10 インチ（254 mm）以上、42 インチ（1067 mm）以下。ベルトは接合可能。

• 本トラフコンバータは、ThermoLace や金属レースのベルトには対応していません。

図 19: トラフコンバータ

コンポーネント：

• ブラケットセットには、ステンレス鋼製のフラット、トランジション、およびトラフタイプのブラケットが含まれます。

• 120 インチ（3048mm）の 304/304L ステンレス鋼製ロッド。直径 0.625 インチ（16mm）。ブラケットの剛性補強のた

めに設置します。

• 120 インチ（3048 mm）の UHMW-PE T 型ウェアストリップ。高さ 1.54 インチ（39 mm）、接触面幅 1.3 インチ（33
mm）

• ウェアストリップ用ノッチキット

トラフ型コンベアは、ThermoDrive トラフコンバータ監査フォームの仕様を満たす必要があります。取り付け指示書は

www.intralox.com にあります。

図 20: トラフコンバータのコンポーネント

A トラフブラケット

B 移行ブラケット

C ウェアストリップ

D ウェアストリップ用ノッチキット

E フラットブラケット

F スチールロッド
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設置ツールとメンテナンスツール

THERMODRIVE ストリームライン接合セット
この特許取得済みベルト接合ソリューションでは、ベルト先端を準備するための工具を提供しており、これにより現場で

効率的にベルト先端を接合できます。この接合工具は、最大 72 インチ（1829 mm）幅の全イントラロックス ThermoDrive
コンベアベルトシリーズとスタイルに対応しています。

ThermoDrive ストリームライン接合セットには、以下のコンポーネントが含まれます。

• ストリームラインスプライサー

• 制御ボックスとコード

• ベルト準備用手持ち工具

• 取扱説明書

• 小ツールアクセサリパック（トリム工具およびサンプル材付き）

• 保管ケース

ストリームライン接合セットは、対応のスプライサー付属品パックおよびデッキインサートと組み合わせて S8140 ベルト

に使用できます。S8140 付属品パックは接合セットとは別売りになります。

ストリームラインスプライサーは、接合作業中にベルトの位置と加熱エレメントの動きを安全に正確に制御できる、金属

製の器具です。これにより処理が簡単になり、精密な結果が得られます。この接合工具には、トップクランプ、S8026／
S8050 デッキインサート、クランクハンドル、自給式加熱エレメントが含まれます。

頑丈な保管ケースによりすべてのコンポーネントを整然と保管でき、大きなキャスターとハンドルがついているため、ベ

ルトの設置や修理場所へユニットを移動できます。

法規適合：CE、PSE（丸形）、CB スキーム、cETLus Intertek 5013615

保証： 1 年

図 21: ThermoDrive®ストリームライン接合セットとコンポーネント

ストリームライン接合セット

最大ベルト幅 電源 完全セット重

量

接合工具

寸法（L×W×H） 重量

インチ mm V lb kg インチ mm lb kg
24 610 100～127/220～

240
198 90 38.5×16.5×11.4 2388×419×292 78 35

42 1067 100～127/220～
240

280 127 56×16.5×11.4 1422 L × 419 W × 292 H 110 50

56 1422 100～127/220～
240

338 153 75.5×16.5×11.4 1918×419×292 146 66

72 1829 100～127/220～
240

372 169 91×16.5×11.4 2311×419×290 220 100
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接合温度と時間

ベルト材質 ベルトシリーズ

温度

溶融時間(秒)a 冷却時間（分）°F °C

ポリウレタン

8026 450 232 45b 2

8050 450 232 45 2

8126 450 232 45 2

8140 450 232 45 2

低温用途
8026 450 232 30 2

8050 450 232 30 2

Dura
8050 430 221 40 2

8140 430 221 40 2

HTL 8050 500 260 75 2

PUR A23
8050 450 232 45 2

8140 450 232 45 2
a 周囲条件が極端な場合は、溶融時間の増減が必要な場合があります。
b ポリウレタン製ナブトップ 6.3　mm の推奨溶融時間は 30 秒です。

ストリームラインスプライサーデッキインサート
デッキインサートは、ThermoDrive ストリームライン接合セットと組み合わせることで使用できます。デッキインサート

には、一体型ワンドスプライサーに付属している S8026/S8050 デッキを取り除き、他の接合ベルトスタイルで使用でき

るようにするオプションが用意されています。S8140 ベルトシリーズの溶着には、S8140 デッキインサートが必要です。

ラグドライブ S8140 ストリームラインスプライサーデッキインサート

デッキインサートの標準サイズ

US サイズ メートルサイズ

インチ mm

24 610

42 1067

56 1422

72 1829

• ThermoDrive ストリームライン接合セット用の交換可能デッキイ
ンサート

• インサートは個別販売。スプライサーごとに２個必要

• 対応するスプライサーのサイズに基づいてインサートのサイズ
を選択

• S8140 ベルトへの接合が必要

• アルマイト製

接合器具のスペア部品
ThermoDrive 接合器具の交換用部品の購入については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

購入可能なコンポーネントには以下のようなものがあります。

• 温度制御ボックス

• デッキインサート

• ワンドコード

• キャリングハンドル

• クランクハンドル

• 熱ワンド

• シリコンスペーサーキット

• テフロンテープ

• ピッチゲージ

• プラグアダプター

• トップクランプ
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• スカイブ工具

• ベルト準備工具用ハンドル

• ベルト準備工具用溝ガイド

• ベルト準備工具用フックブレード

• 保管ケース

• 付属品パック

S8140 ストリームライン接合セット付属品パック

S8140 ストリームライン接合セット付属品パック

• サーモドライブストリームライン接合セット用の S8140 付属品パック

• 利用可能なサイズ：24 インチ、42 インチ、60 インチ

• パックには以下が含まれます。

- TD S8140 スプライシング準備完了のベルト先端カットガイド a

- TD S8140 ピッチゲージ

- TD S8140 接合手順書

- ポリエチレンプラスチック取り付け用両面テープ

- UHMW-PE シート

a カットガイドは別売品もあります。
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THERMODRIVE ストリームラインベルト準備用手持ち工具
この特許取得済み手動切削器具には隠し切削ブレードと溝付きガイドプレートが使用されており、素早く正確に接合用の

ベルト先端を準備できます。切削ブレードは交換可能で、ガイドプレートは別のベルトシリーズでも使用できるように取

り替え可能です。

• 各ストリームライン接合セットに付属

• 接合システム V2 または同等品で使用するために別売

• S8126 ベルト、S8140 ベルト、3 インチ（72 mm）幅を超える駆動バー取り外しには非対応

図 22: ベルト準備用手持ち工具

ベルト準備用手持ち工具

寸法（L×W×H） 重量

インチ mm lb kg
5×5×7 127×127×178 3.6 1.6

最大 50 MM ピッチのベルト用サーモドライブベルトプーラー
最大 50 mm ピッチのベルト用 ThermoDrive®ベルトプーラーは、取り付け時にサーモドライブベルトをコンベアに引き込

めるように設計されています。また、修理セクションの接合をする際は、以前に取り付けられたサーモドライブベルトを

コンベア上の所定の位置に保持することもできます。サーモドライブベルトプーラーは、すべてのサーモドライブベルト

材質と互換性があり、最大 50 mm ピッチに対応します。

最大 50 mm ピッチのベルト用ベルトプーラー

寸法（L×W×H） 重量

3.65 インチ x 2.00 イン

チ x 0.90 インチ（92.71
mm x 50.8 mm x 22.86

mm）

0.58 ポンド（0.26 kg）

• ベルト上面走行路（キャリア側）およびリター

ン側走行路で互換性のあるベルトを取り付け、

閉じるまたは開いたままにすることができま

す。

• 大型のベルトまたは傾斜するベルトを設置す

るために必要な人数が少なくなります

• 異物による汚染が原因となるベルト損傷のリ

スクを低減します

• 作業者の安全性が向上します
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THERMODRIVE ベルトエンドルーターセット
サーモドライブ・ベルトエンドルーターセットは、接合前に接合準備完了のベルトエンドからサーモドライブ S8050 リブ

V トップベルトのプロファイルを取り外すように設計されています。ベルトが目的の長さにカットされると（つまり、接

合準備が完了したら）、ルーターがスプライシング準備完了のベルト先端から、ベルトの厚み全体のうち約 0.125 インチ

（3.2 mm）を除去します。これによってできる滑らかな表面は、細菌の温床を残すことなく接合ビードの除去が可能にな

ります。

このセットは、すべてのサーモドライブ接合システムで使用するために別売されています。

ThermoDrive ベルトエンドルーターセットには、以下のコンポーネントが含まれます。

• ベルトエンドルーター

• 溝ガイド

• 深さ調整プレート

• 角形シリコンスペーサー

• バキュームホースアダプター

• ルータービット

• 取扱説明書

• 保管ケース

図 23: ベルトエンドルーターセット

ベルトエンドルーター

寸法（L×W×H） 重量 電源

インチ mm lb kg V
7×7×10 178×178×254 12 5.4 110/220
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3 バードライブ設計ガイドライン
コンベア設計

設計時の検討事項
イントラロックス ThermoDrive 無張力ベルトシステムでは様々なベルトスタイル、材質、色を取り揃えています。フライ

ト、サイドウォール、溝、穴などの追加加工オプションをベルトに追加することもできます。

特定の用途向けに設計する際には、適切な選択を行うため、以下のような作動条件や環境条件について検討してください。

• 搬送要件（水平、昇降、傾斜）

• 設置するベルトの総寸法

• ベルト速度

• 搬送品（重量、形状、サイズ、温度、水分量、質感、摩擦特性）

• 工程（冷却、洗浄、すすぎ、排出、乾燥、洗浄）

• 衛生要件

• 作動環境（温度、湿度、化学的性質、研磨的性質）

• 駆動タイプ（端、センター）

• 設備面、空間面の制限事項

このマニュアル記載内容は、イントラロックス販売の ThermoDrive 無張力ベルトシステムにおけるコンベア設計の基本ガ

イドラインについての説明です。これらの一般的な推奨事項は、ほとんどの用途に該当します。イントラロックスは、用

途に最適なコンベア設計を特定するお手伝いをします。詳細については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い

合わせください。

THERMODRIVE の設計原理
• ThermoDrive ベルトシステムでは張力をかけて運転しないでください。リターン側走行路の設計を参照してください。

注: サーモドライブシリーズ 8140 ベルトは、わずかなプリテンションで作動します。詳細については、「ラグドライブ

設計ガイドライン」の「ベルトプリテンション」を参照してください。

- ベルトに余分な長さをもたせ、リターン側走行路でたるみが生じるようにします。ThermoDrive 無張力作動を確保す

るために、ポジションリミターを適切にしっかりと設置します。

図 24: 無張力ベルト

• ベルトポジションリミターを堅固な構造に設置し、駆動スプロケットの位置に揃えます。ポジションリミターを参照し

てください。
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• 推奨される最小バックベンド径以上にベルトが曲がらないようにします。これには、同期サイドウォールの考慮事項が

含まれます（該当する場合）。すべての移行区間、ローラー、ホイール、スプロケットが最小曲げ半径以上であることを

確認します。最小曲げ半径の情報については、「製品シリーズ」のベルトデータ表を参照してください。

図 25: 最小曲げ半径以上のコンポーネント

• 駆動側、従動側シャフト上の所定の位置にスプロケット、ローラー、サポートホイールをロックします。

図 26: 固定コンポーネント付きのシャフト

注: 改造プロジェクトの場合、イントラロックスは、性能の最適化に必要な設計の特長を取り入れる最適な方法を決定

するお手伝いをいたします。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせ

ください。
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A ポジションリミター

B 駆動シャフトとスプロケット

C ベルトが重なるのを防ぐため、
駆動側から 27 インチ（686 mm）
以上のスパンが必要

D 保持ブロック

E ThermoDrive ベルト

F 駆動バー

G リターン側走行路サポートロ
ーラー

H テールプーリー／サポートホ
イールおよびシャフト

I 主要な懸垂／ベルトアキュム
レーションには、駆動付近のス
パンを長く取ります

図 27: 適切なコンベア設計の例

注: 実際のポジションリミター（A）の数や種類は図とは異なる場合があります。望ましい保持ブロック（D）の位置は、

図とは異なる場合があります。

THERMODRIVE の衛生面の推奨事項
この文書に記載されている ThermoDrive の設計原理とその他の設計推奨事項を取り入れることで、ThermoDrive の最適な

作動性能を発揮することができます。また、記載の衛生的推奨事項を採用することで衛生管理を向上させ、食品搬送装置

における衛生上のリスクを最小限に抑えられます。

衛生上の設計原理
食品業界用に ThermoDrive コンベアシステムを設計する際は、評価の高い衛生設計原理、基準、ガイドラインに加え、法

規要件を理解し、それに従います。Commercial Food Sanitation は、以下の設計原理、基準、ガイドラインを奨励してい

ます。

• 非毒性の互換性のある材質を使用した装置を設計します。材質は、予定されている衛生処理や生産工程、輸送される食

品、処理環境に耐えられる必要があります。可能ならば、めっき、塗装、コーティング面をなくします。
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• 衛生処理性能のための装置を設計します。

- メンテナンスや衛生処理を簡単に行えるような装置を設計、製造します。

- 衛生処理のためにあらゆる領域にたやすくアクセスできるように、構造はできる限り簡単にします。

図 28: 衛生処理のためにたやすくアクセスできる簡単な構造

- 点検手順、メンテナンス手順、衛生に関する手順に必要な工具をできるだけ少なくします。

- 特に搬送品に接触する領域や露出した搬送品との接触面では、可能な限り留め具の使用を避けてください。

- コンポーネントの保管場所をコンベアフレーム内に設計することで、分解中の相互汚染を防止します。

- 隣接する機器システムがコンベアと衛生的に互換性があることを確認します。

- コンベアが、環境外面やその他の加工装置から適切なクリアランスをとって設置されていることを確認します。

- すべての安全なスペースと設備の衛生上の設計を検討してください。

• 微生物の潜入、寄生、繁殖を防止するための装置を設計、製造します。

- セルフドレンのコンポーネントを設計して液体のたまりを防ぎます。

図 29: 正しいジョイントアセンブリ

- 露出した搬送品接触面またはその上の領域には、非密封の中空加工を排除、または、最小限に抑えてください。

- 可能ならば、隙間、突き合わせ継手、重ね継手、留め具なしの設計にします。

- つなぎや溶接部分は平らで、滑らかで、くぼみやクラックがなく、腐食が発生しないようにします。

- 135 度未満の内角は最低 0.125 インチ（3 mm）半径にします。

- 可能ならば、スリーブアセンブリや圧入を用いた設計、焼きばめ設計を避けます。

注: 衛生上の推奨事項の詳細については、このマニュアルで説明しています。

一般的な組み込み洗浄の推奨事項
安全な組み込み洗浄（CIP）の一般推奨事項は次のとおりです。

• 各マニホールド上に 1 列のファンノズル

• 50 度のファンノズル

• ノズル先からベルトまで 5 インチ（13 cm）以上

• スプレーパターンはベルトに対して直角

• 水圧は 150 PSI（10 bar）～250 PSI（17 bar）の範囲内
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• 最小水量 = ノズル毎の水量／分×ノズルの数

• 水温は 120°F～130°F（49°C～54°C）の範囲内

• ベルト速度が速いほど効率が良い

注: 推奨事項以外の CIP 仕様については、テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

衛生基準のリソース
ThermoDrive 設計ガイドラインを使用するときは、厳しい衛生基準に適合させるため、最新の衛生に関する基準と情報を

参照してください。以下のような組織から提供される情報について検討してください。

• アメリカ食肉協会（AMI）

• アメリカ保存食品製造業者協会（GMA）

• 3-A Sanitary Standards, Inc.

• 欧州衛生工学設計グループ（EHEDG）

• NSF 国際食品安全健康科学部

注: 次の規格の参照を検討してください。EN 1672-2（欧州標準化委員会）、NSF/ANSI/3A 14159-3（2019 年）、EC 852
（2004 年 4 月 29 日付欧州理事会指令）、および EC 853（2004 年 4 月 29 日付欧州理事会指令）

コンベアフレームの設計

寸法
ThermoDrive ベルトを使用するすべてのコンベアでは、一定の寸法が必要です。選択した ThermoDrive ベルトシリーズと

スプロケットサイズに基づいてコンベアフレームの寸法を設計します。

A

C

B

A スプロケットシャフトの中心線からベルト上面走行路（キャリア側）の上部までの距離

B スプロケットシャフトの中心線からベルト上面走行路（キャリア側）の始点までの距離

C ベルト上面走行路（キャリア側）の上部からリターン側走行路の上部までの距離
図 30: 8026／8050 シリーズのコンベアフレームの寸法

S8026
コンベアフレーム寸法のガイドライン

S8026 スプロケット仕様

A B Cピッチ径 外径

歯数インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm
2.0 51 1.9 48 6 0.75 19 1.70 43 1.87 48

2.5 64 2.5 64 8 1.06 27 2.01 52 2.50 64

3.2 81 3.2 81 10 1.39 35 2.34 60 3.16 81

3.9 99 3.8 97 12 1.71 43 2.66 68 3.80 97

6.4 163 6.4 162 20 2.99 76 3.40 87 6.36 162
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S8050
コンベアフレーム寸法のガイドライン

S8050 スプロケット仕様

A B Cピッチ径 外径

歯数インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm
4.0 102 3.7 94 6 1.68 42 2.53 65 3.71 95

5.2 132 5.0 127 8 2.32 58 2.97 76 4.97 127

6.5 165 6.3 160 10 2.95 75 3.35 86 6.24 159

7.7 196 7.6 193 12 3.61 91 3.71 95 7.55 192

10.3 262 10.1 255 16 4.84 123 4.32 110 10.03 255

構造
ThermoDrive 無張力ベルトシステムには、たわみを持たせたベルトにふさわしいコンベア構造が必要です。用途に応じて

適切な衛生管理やメンテナンスができるように、開口部を設けたり接合部を最小化したりするような設計が不可欠です。

• ベルトを持ち上げてコンベアの位置で清掃ができるか、あるいはコンベアを簡単に清掃できるようにエンドレスベルト

を取り外しできるようなフレーム設計にしてください。

• ベルトの取り付けや修理に備えるコンベアフレーム構造にしてください。例えば、ベルト溶着にはキャリア側走行路の

上に領域を設けるか、または、エンドレスベルトの取り付けにコンベアを片持ち式または分離式のサポート設計にして

ください。

構造用コンポーネントデータ

コンポーネント 推奨材質 表面仕上げ

搬送品接触領域のコンベア構造 316 または 304 ステンレス鋼 Ra32 マイクロインチ（Ra0.8 µm）を
超えないこと

搬送品接触領域外のコンベア構造の構造部材とガード 304 ステンレス鋼 Ra125 マイクロインチ（Ra3.2 µm）
を超えないこと

衛生面の推奨事項

「衛生面の設計原則」を見直してから、以下に記載の推奨事項に従ってください。衛

生上の設計原理を参照してください。

一般構造

• できる限りフレーム構造を簡単にします。

• 耐化学薬品性に優れた材質を使用します。

• 可能であれば、中実丸形プロファイルまたは角度付きプロファイルを使用します。

水を完全排出するために角度を付けて配置する場合のみ直角プロファイルを使用

します。

• 可能な場合は、中空菅や非密封ジョイントを排除します（露出した搬送品との接触

面および上の領域）。

- 内部汚染を防ぐために、連続パージ溶接で中空部品を完全に密封します。

- 中空フレームコンポーネントのタップ加工や穴開け加工を避けます。

- 密封ジョイントが不可能なときはスタンドオフを使用します。

• 露出したねじ、ニッチ、突き合わせ継手、重ね継手をなくします。

• 最小 0.125 インチ（3 mm）径の接続口を完全に溶着します。

• すべての搬送品接触面で、すべての溶接部を面一になるまで研磨します。

• 手磨きテクニック、ビーズブラスト、または電解研磨により、外面すべてを必要な

Ra 表面仕上げになるまで磨きます。要件を満たすために必要な場合は、表面を不

動態化処理（酸洗い）します。

注: 室内にある ThermoDrive や他のイントラロックスベルトを不動態化しないでく

ださい。酢酸による不動態化で、ThermoDrive および他のイントラロックスポリマー

ベルトが破壊されます。

• 単純なベルト持ち上げ機構と従動シャフト取り外し機構を取り付けます。清掃、衛

生管理、点検のために、ベルト下とフレーム内側の全フレーム部品に簡単にアクセ

スできるようにします。
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衛生面の推奨事項
• 定期的にコンベアフレームを点検し、擦りあと、ピッティング、クラッキングがな

いかどうかチェックします。

フレームサポート

• サポートレグの数を最小限に抑え、可能な部位ではコンベアの横材を高くします。

- リターン側走行路のベルトサポート下のクロスメンバーの位置を確認し、取り付

けの緩いベルトがクロスメンバーに垂れ下がらないようにします。

- 搬送品と直接接触する面と床との間に最低 18 インチ（457 mm）のクリアランス

を設けます（A）。例えば、ベルトの搬送品接触側は、戻る際にはベルトの搬送面

と接触するすべてのガイドローラーとコンベアの下を通ります。

- 下側コンベアフレームの底部と床との間に最低 12 インチ（305 mm）のクリアラ

ンスを設けます（B）。

• レグ接続部をニッチ、突き合わせ継手、重ね継手なしで設計し、高品質溶着を使用

します。

• キャスターのすぐ上にあるレグとトッププレート間を完全溶着した絶縁体のある

ポータブルコンベアを設計します。排出のために、トッププレートに 0.125～0.250
インチ（3.2～6.4 mm）の傾斜をつけます。

• 次のいずれかの方法でレグのねじ山調整を設計します。

- 完全密封のできる内部ねじ山レグ調整を使用し、プライマリ中空菅サポートが貫

通しないようにします。

- 清掃可能な全外面の外部レグ調整を使用します。

• コンベア用の脚またはパッドを床に設置するには、次のガイドラインに従ってくだ

さい。

- 脚の下に、高架石造橋脚上にシーラントで取り付ける装置レグとフットマウント

を設計します。

- I 脚を直接床にボルト留めする場合は、凹状空間のない平らなフットパッドを選

択します。留め具の使用は最小限に抑え、互換性のあるシーラントを使用し、徹

底的な洗浄を頻繁に行います。

- 堅固なステンレス鋼製のレグ（取り付け用の足部なし）を、適格のセメント剤を

使用して硬い石床内に設計します。

注: 足部なしのレグは、フロアコーティングされた石床や一部のタイル床には不

適です。

BA

ベルト上面走行路（キャリア側）の設計
ベルト上面走行路（キャリア側）の様々な部材と配置により、ThermoDrive ベルトをサポートできます。ベルトの摩耗を

最小限に抑えるために低摩擦の連続走行面としてベルト上面走行路（キャリア側）を設計し、次のガイドラインを考慮し

ます。

• コンポーネント、寸法、位置を検討する場合は、熱による材質の膨張と収縮を考慮します。寸法の変化を参照してくだ

さい。

• ベルト寸法の最小値から最大値までの全範囲を計算します。寸法の変化を参照してください。

• 他のベルト保持オプションを検討してください。ベルト保持を参照してください。

サポートレールの一般的なガイドライン
イントラロックスでは、UHMW-PE サポートレールまたはウェアストリップを、サーモドライブベルトのキャリア側走行

路サポートに使用することをお勧めしています。キャリア側およびリターン側走行路用コンポーネントを参照してくださ

い。

• Ra125 マイクロインチ（Ra3.2 µm）以下の滑らかな表面仕上げのレールを使用します。

• 使用前にカットエンドとエッジが滑らかであることを確認します。

• 留め具を使用しないか、皿穴でベルト経路から留め具を離します。
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• 以下を評価するときに、運転温度時の熱による素材の膨張と収縮を考慮してください。

- レール長と留め具位置。次を参照 寸法の変化

- ウェアストリップ端間の適切な隙間

• 温度が 160°F （71°C）を超える施設では UHMW-PE 製品を使用しないでください。

• アセタール製や高密度ポリエチレン（HDPE）製のサポートレールは使用しないでください。

• 砂や塩、砂糖など、摩耗がきわめて激しい用途には使用しないでください。

注: 改造においては、特定の軽負荷および低速用途では、300 シリーズ・フラットステンレス鋼バーをベルトサポートとし

て使用できます。丸形サポートは使用しないでください。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマ

ーサービスにお問い合わせください。

直列平行配置
サポートレールやウェアストリップは、ほとんどの場合、ベルト上面走行路（キャリア側）のサポートとして直列、平行

長パターンで設置されます。以下の一般的なサポートレールのガイドラインを使用して、直線平行型のキャリア側走行路

サポートを設計します。

A ベルト進行方向

B 熱膨張のための隙間

C レールのジョイントスタガー
図 31: 直線平行型のベルト上面走行路（キャリア側）サポート

• 最低 1 インチ（25 mm）幅のフラットレールを使用します。

• 一番外側のレールがベルト端から最大 0.5 インチ（13 mm）に配置されるように設計します。

• レール間の中心線距離が最大 6.0 インチ（152 mm）になるように設計します。

• 脱線ポイントをなくし、滑らかにベルトが移行できるように、すべてのレールジョイント、切断エッジ、とがった角を

面取りします。
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• 駆動バーの脱線、コンポーネントの損傷を防ぐために搬入口と搬出口を面取りします。

図 32: 45°角に面取りされたレール

図 33: ウェアストリップ端の面取り

• 駆動バーの脱線ポイントをできるだけなくすために、レールジョイントを互い違いにします。

• 搬送品の衝撃に対処するために、搬入口または載荷エリアに中実 UHMW-PE ベルト上面走行路（キャリア側）ベッドを

使用することを検討します。

• 保持機能で支えるために、ベルトの端に L 型 UHMW-PE 保持レールの使用を検討します。L 型保持レールの垂直面を最

低 0.75 インチ（19 mm）にします。

図 34: ブリッジの代替設計

高荷重用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

角度付きシェブロン配置
特定の用途または改造プロジェクトで、サポートレールやウェアストリップをシェブロンパターンで取り付けることがで

きます。ベルト上面走行路（キャリア側）に沿ってベルトが動く際、この重ね合わせた V パターンにレールを配置するこ

とにより、ベルト幅全体をサポートします。角度のある面は、T ベルト底面から磨耗性のざらざらな物質を取り除くのに

も役立ちます。以下の一般的なサポートレールのガイドラインを使用して、シェブロン型走行路を設計します。
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B

C

D

A

A ベルト進行方向

B 中心線からのレール角度： 10～30 度

C レールの中心線間隔： 最大 5.2 インチ（132 mm）

D レール間隔：最小 0.4 インチ（10 mm）
図 35: シェブロンパターンのサポートレールまたはウェアストリップ

• 最低 1.25 インチ（32 mm）幅のフラットレールを使用し、フラットレールをシェブロンパターンに改造して設置しま

す。

• レール間の中心線間隔が最大 5.2 インチ（132 mm）になるように設計します。

• シェブロン中心で最低 0.4 インチ（10 mm）のレール間隔を維持して屑の堆積を抑えます。

• 脱線ポイントをなくし、滑らかにベルトが移行できるように、すべてのレールジョイント、切断エッジ、とがった角を

面取りします。

• 駆動バーの脱線、振動、コンポーネントの損傷を防ぐために、搬入口と搬出口のレール端を面取りします。

高荷重用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

フライト、サイドウォール、またはフライトノッチ付きベルト上面走行路（キ
ャリア側）
フライトまたはサイドウォール付きベルトについては、ベルト上面走行路（キャリア側）設計に関する次の追加ガイドラ

インを考慮してください。

• 必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメントを満たすのに十分な大きさのフライトインデントまた

はサイドウォールインデントを注文してください。製造可能な最小インデントは 1.25 インチ（32 mm）です。1.25 イ

ンチ（32 mm）未満のインデントには、特注が必要です。

• ベルトやフライトの幅が 24 インチ（610 mm）より大きいときは、センターノッチの設計および用途に基づく推奨事項

について、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• 駆動端のフライトノッチへのポジションリミターの使用を計画します。スプロケットとリミターをノッチに揃えます。

• ベルト保持のために押さえシューのような部品を使用しないでください。

• リミターエッジとフライトまたはサイドウォールの外側エッジとの間に、室温で最低 0.25 インチ（6 mm）のクリアラ

ンスを設けます。

• ベルトと保持部品との間に、室温で最低 0.125 インチ（3 mm）のクリアランスを設けます。

• すべての移行区間に、UHMW-PE 押さえコンポーネントのようなベルトサポートを使用します。
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A 0.25 インチ（6 mm）以上

B 1.25 インチ（32 mm）以上

C 最低 0.125 インチ（3 mm）
図 36: フライトおよびサイドウォールのクリアランス

お客様固有の用途に対応した推奨製品については、テクニカルサポートグループにお問い合わせください。Z コンベア（計

量前傾斜コンベア用途など）におけるフライトやサイドウォールについては、イントラロックスカスタマーサービスにお

問い合わせください。

衛生面の推奨事項

• 必ず中実プロファイルのサポートレールを使用してください。

• 可能ならば、隙間、突き合わせ継手、重ね継手、留め具なしの設計にします。

• コンポーネント材は、規制当局により搬送品接触の認可を受けている必要があり

ます。

• 衛生処理時にツールを使用しないで取り外しや交換が簡単にできるようにベル

ト上面走行路（キャリア側）を設計します。再組付けの際に間違えないように左

右対称の設計にするよう検討します。例えば丸形サポートに設置するために、ウ

ェアストリップに溝を設けることを検討します。溝を設計する際は、コンポーネ

ントの熱による膨張と収縮を考慮します。

リターン側走行路の設計
特許を有する ThermoDrive 技術を採用した無張力コンベアのリターン側走行路は、設計全体にとって非常に重要な部分で

す。このベルトは、取り付けて、リターン側走行路でベルトがルーズな状態になっても普通に運転できるよう設計されて

います。リターン側走行路が適切に設計され、ベルトが適切に設置されていれば無張力運転が可能です。衛生管理のため

にベルトを持ち上げてアクセスできます。また、荷重や温度の変動により、一時的に増えるベルトの蓄積長さを制御しま

す。以下の内容に従ってリターン側走行路を設計します。

ベルトの寸法
レール長と留め具を検討する時は、熱による材質の膨張と収縮を考慮します。詳しくは寸法の変化を参照。

• ベルトのキャリア側走行路サポート、リターン側走行路サポート、保持コンポーネントを設計する前に、ベルトの長さ

と幅の最小値から最大値までの全範囲を計算します。

懸垂たるみ
リターン側走行路で蓄積したベルトが垂れ下がり、懸垂と呼ばれる曲線形を形成します。サポート間の距離、ベルトの垂

れ下がり長さ、ベルト硬度、ベルト重量により、湾曲部の寸法が決まります。

• ベルトが受け皿、フレームサポート、留め具、配線、他の装置などの障害物と触れないようにベルトの長さを選んでく

ださい。

• リターン側走行路のサポート用コンポーネントを使用して、たるみの位置、長さ、深さを制御します。
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ベルトアキュムレーションを管理する
適切なクリアランスがあるコンベアで緩んでいるベルトは、自然とリターン側走行路に集積します。ルーズなベルトの量

は、荷重と温度の変化から生じる膨張と収縮により変動します。

一般に、ベルトが最もたまるのは駆動スプロケットのすぐ後のオープンエリアです。傾斜するコンベアでは、通常、ベル

トが最もたまるのは搬入リターン側走行路に近い最も下部のオープンエリアです。これらのオープンエリアは、ベルトの

たわみが最も深くなるものです。

A フラットコンベアベルトのアキュムレーション

B 傾斜コンベアベルトのアキュムレーション
図 37: ベルトアキュムレーション

• コンベア長さで必要となる正しい量のベルトを計算してください。総ベルト寸法の計算を参照してください。計算の詳

細については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• ベルトのたわみを最も深くするうえで最良の場所を選んでください。受け皿、フレームサポート、配線などの障害物の

場所を検討してください。

• リターン側走行路のサポート間の距離を最良の場所で最長にして、ベルトのたわみが最も深くなるように設計してくだ

さい。

- ルーズなベルトに対応できるよう、コンポーネント間で必要な距離を考慮してください。

- ほどんどの用途で、30 インチ（762 mm）と 72 インチ（1829 mm）の間に 1 つ以上の距離を含めます。

- 各オープンエリアのベルトたわみに必要となるおおよその垂直クリアランスを求めます。次に示す懸垂たるみのクリ
アランス参考値の表を参照してください。

- ベルトが障害物と接触しないように設計してください。

図 38: コンポーネント間の懸垂たるみ

懸垂たるみのクリアランス参考値 a

リターン側走行路のオープンエリアの長さ 標準的な必要最大クリアランス b, c

フィート m インチ mm

最大 2 フィート 0.61 4.0 102

3 フィート 0.91 6.0 152

4 フィート 1.22 9.0 229

5 フィート 1.52 12.0 305
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懸垂たるみのクリアランス参考値 a

リターン側走行路のオープンエリアの長さ 標準的な必要最大クリアランス b, c

6 フィート 1.83 15.0 381
a リターン側走行路が水平でない場合は、クリアランスについてイントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
b フライトやサイドウォール付きベルトの場合は、最も背の高い付属品の高さを標準的な必要最大クリアランスに加えます。
c 標準の必要最大クリアランスは、ベルトが適切な長さで最適に稼働している場合に可能なベルトたわみ範囲値です。 実際の用途では、必要なクリアラ

ンスはもう少し小さいことがあります。

A コンポーネント間のオープンエリアの長さ

B 標準的な必要最大クリアランス
図 39: 懸垂たるみ

図 40: 適切なクリアランス

• ベルト速度、温度変化、搬送品の負荷の変化によりコンベア作動中にたわみの深さは変わります。

注: 無張力ベルトの作動を検証するには、コンベアを停止して搬入側でベルトを横方向にずらします。ベルトは容易に動

かせる必要があります。

リターン側走行路用サポートのガイドライン
コンベアのリターン側走行路には、ローラー、断続ウェアシュー、連続レールなどのコンポーネントを備えた様々な構造

スタイルを含めることができます。ThermoDrive 無張力ベルトシステムでは連続サポートと断続サポートを組み合わせて

使用できます。コンベアによっては、ベルトを適切に蓄えるために複数のオープンスペース長さが必要になる場合があり

ます。たわみが常に非サポート領域全体で均等に分散されるわけではありません。懸垂たるみを参照してください。

リターン側走行路のサポートコンポーネントは、用途に応じて、ローラーのように動的なものもあれば、シューやレール

のように静的なものもあります。
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A ローラー

B ウェアシュー

C 連続レール
図 41: リターン側走行路サポート用コンポーネント

断続サポート（ウェアシューおよびローラー）
• 可能ならば、ベルト幅全体にわたるベルトサポートコンポーネントを取り付けます。

• 最大 12 インチ（305 mm）の中心線水平間隔でコンポーネントを設計します。

• ほとんどの用途において、サポートの間隔がコンベアの長さに沿って 72 インチ（1829 mm）以下になるよう設計しま

す。例えば、リターン側走行路に沿って 36 インチ（914 mm）ごとにサポートを設け、ベルトアキュムレーションのた

めに 48～72 インチ（1219～1829 mm）の非サポート領域を 1 箇所設けます。

A 最大 72 インチ（1829 mm）
図 42: 正しいサポートの間隔

• ベルトの曲がりがすべて、同期サイドウォールの最小バックベンド径以上になっていることを確認します（該当する場

合）。「S8050 同期サイドウォールのデータ」および「S8140 同期サイドウォールのデータ」を参照してください。

• ベルトをサポートして横方向に保持するためにフランジ付きローラーやシューを使用してください。ベルト保持を参照

してください。

連続レール
• サポートレールは、レール間の中心線水平距離が最大 12 インチ（305 mm）になるように設計します。

• ほとんどのベルトでは、一番外側のレールがベルトエッジから 2～3 インチ（51～76 mm）内側になるように設計しま

す。フライトまたはサイドウォール付きリターン側走行路を参照してください。

• ベルトアキュムレーションに対応できるように、連続レール間に最低 1 箇所の 30 インチ（762 mm）領域を設けます。

ベルトアキュムレーションを管理するを参照してください。
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• レール付きのローラーやシューの使用を検討してください。

図 43: サポートレール間の正しい中心線水平距離

衛生面の推奨事項

• 規制当局により搬送品接触の認可を受けている UHMW-PE 製のリターン側走行路コンポーネントを使用します。

リターン側走行路のサポートには、ボールベアリングを使用しない中実 UHMW-PE ローラーを使用します。これによ

りコンポーネント数およびベルトとコンポーネントの接触を最小限に抑えることができます。

• 全幅従動シャフトには向かないワイドベルトの用途では、UHMW-PE サポートホイールを使用します。

• 可能ならば、隙間、突き合わせ継手、重ね継手、留め具なしの設計にします。

• 衛生処理時にツールを使用せずに分解や再組立てが簡単にできる設計を追及してください。

フライトまたはサイドウォール付きリターン側走行路
フライト、サイドウォール、またはフライトノッチ付きベルトでは、以下のリターン側走行路に関する追加の設計ガイド

ラインを考慮します。

注: ベルトやフライトの幅が 24 インチ（610 mm）より大きいときは、センターノッチの設計および用途に基づく推奨事

項について、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

図 44: フライト付きリターン側走行路

• 必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメントを満たすのに十分な大きさのフライトインデントまた

はサイドウォールインデントを注文してください。製造可能な最小インデントは 1.25 インチ（32 mm）です。1.25 イ

ンチ（32 mm）未満のインデントには、特注が必要です。

• リターン側走行路サポートのベルトエッジでは、連続サポートレールの使用を検討してください。

- 脱線ポイントをなくすために、搬入側と搬出側のサポートレールを面取りします。

- サポートレールと他のコンポーネントは、フライトエッジおよびサイドウォールエッジとのクリアランスを十分に設

けて設計します。
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A 最低 0.25 インチ（6 mm）

B 最低 0.125 インチ（3 mm）

C 最低 0.25 インチ（6 mm）
図 45: サポートレールと他のコンポーネントの最小クリアランス

• 保持コンポーネントは、ベルトエッジから 0.125 インチ（3 mm）以上のクリアランスを設けて設計します。ベルト保

持を参照してください。

• フライトまたはサイドウォールがリターン側走行路のレールやコンポーネントに接触しないようにしてください。

• 幅の広いベルトでは、すべての移行区間に UHMW-PE 押さえコンポーネントのようなベルトサポートを使用します。

注: Z コンベア（計量前傾斜コンベア用途など）で使用するフライトやサイドウォールについては、イントラロックスカス

タマーサービスにお問い合わせください。

駆動側の設計
ThermoDrive ベルトは、次のような駆動設計方式をサポートしています。

• シャフト、スプロケット、およびポジションリミター

• イントラロックス認定の駆動ジオメトリとポジションリミターを使用したモータープーリーによる方式

• イントラロックス駆動装置

工程と搬送品に応じて、より衛生的なソリューションを提供できる駆動方式が異なります。

駆動シャフト
角シャフトでは、ベルト駆動の効率が最大限活かされます。角シャフトでは、キーやキー溝加工なしでスプロケットに確

実なトルクの伝達ができます。

• 303、304、316、または 17-4 PH のステンレス鋼の角シャフトを選択します。

• シャフトをコンベアフレームレベルに固定し、ベルト経路に対して直角にします。追加の調整は不要です。

• ほとんどの用途においてたわみを最小限に抑えられるだけの硬性を確保するために標準 1.5 インチ、2.5 インチ、40
mm、60 mm シャフトを選択します。

• 各駆動スプロケットをシャフトの所定位置にロックします。

• ステンレス鋼製円形固定リングを使用しているときは、角シャフト上の固定リング溝位置を定義する際にスプロケット

のハブ幅を考慮します。

• 必要に応じて、重荷重用分割固定リングを使用します。

• 固定リング、スプロケットスペーサー、イントラロックス角シャフトのカスタマイズオプションについては、駆動側お

よび従動側のコンポーネントを参照してください。
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A シャフト

B 軸受部

C 角シャフト部

D 駆動側軸受部

E 固定リング溝

F 駆動軸のキー溝（従動シャフト
には不要）

D

C

B

A

E

F

図 46: 角駆動シャフトのコンポーネント

駆動スプロケット
ThermoDrive ベルトシリーズと衛生要件に基づいて、イントラロックス ThermoDrive スプロケットを選択します。以下の

設置要件に基づいて駆動システムを設計します。

• スプロケットの歯の外側エッジがベルト端から 0.5～1.5 インチ（13～38 mm）になるように外側スプロケットを取り付

けます。この距離をできるだけ狭くしてください。

- フライト付きベルトの場合、必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメントを満たすのに十分な大

きさのフライトインデントまたはサイドウォールインデントを注文してください。

図 47: 外側スプロケットの取り付け

スプロケット間隔
• 中心線から最大 3 インチ（76 mm）間隔を空けてできる限り左右対称にスプロケットを置きます。

• スプロケットを追加して、稼働中のスプロケット間のベルトの反りが 0.08 インチ（2 mm）を超えないようにします。

• スプロケットスペーサーや固定リング、またはその両方を使用して、スプロケットの横方向の動きを±0.125 インチ（3
mm）に制限します。

A 固定リング

B スプロケットスペーサー
図 48: 固定リングとスプロケットスペーサー
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• 高荷重用途（最大ベルト張力の 50%超）や正確なスクレイピングが必須の場合は、スタックスプロケットの使用を検討

してください。

図 49: スタックスプロケット

駆動プーリー
モータープーリーを選ぶときは、以下のガイドラインに従ってください。イントラロックスは、用途に適切なプーリーの

選択をお手伝いします。詳細については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• ThermoDrive の仕様に合致する、歯がたわまない、堅固な全幅駆動装置を選択します。

• プーリーの表面は耐摩耗性が許容レベルで、サーモドライブベルトに対する摩擦係数（COF）が 0.35 以下のものを選

びます。

例えば、プーリー表面の材質にはアセタール、超高分子量ポリエチレン（UHMW-PE）、304 または 316 ステンレス鋼、硬

質ポリウレタンシェル仕上げなどが挙げられます。硬度が適切でないポリウレタンシェルを使用すると磨耗が早く、モー

タープーリーの寿命を縮めます。オプションが用途に応じて異なります。

衛生面の推奨事項

• 全幅の連続駆動ジオメトリを使用し、継手や隙間を最小限に抑えます。

• プーリーの表面材は、規制当局により搬送品接触の認可を受けている必要があります。

• 駆動アセンブリには露出留め具の使用を最小限に抑え、食品機器用潤滑剤を使用します。

• シャフト端をスロットにセットして、工具なしでコンベアを解体したり装置をクリーニン

グ時に取り外しできるようにします。

5005716-CVY-??ポジションリミター
特許取得のサーモドライブ無張力運転には、曲線シュー形態のポジションリミター、円形ローラー、スクレイパー、また

はその他の設計物を使用する必要があります。ポジションリミターにより、張力なしで ThermoDrive ベルトと駆動スプロ

ケット間の適切な連続的噛み合いが確保されます。

イントラロックスのシュー形態ポジションリミターおよび使用できるローラーについては、駆動側および従動側のコンポ

ーネントを参照してください。

用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

ポジションリミターのガイドライン
• 理想的な先頭駆動の設計の場合、S8026 駆動バー 3 個以上、S8050 駆動バー 2 個以上、または S8140 駆動ラグ 3 個以

上の範囲にわたる凹形のシュー式ポジションリミターを使用します。

• 特定の用途では、リミターとしてローラーまたはスクレイパーを使用します。

- 磨耗性の先頭駆動用途では、ローラーをリミターとして使用します。

- ボールベアリングで支えられたシャフトにローラーリミターを取り付けます。

- センター駆動の用途にはローラーリミターを使用します。駆動方式によるポジションリミターの位置を参照してくだ

さい。

- 軽荷重用途にのみスクレイパーをリミターとして使用します。スクレイパーをリミターとして使用するときの考慮事

項を参照してください。

• リミターベルトの接触面の材質は分子量 3,500,000 Da（amu）以上の UHMW-PE で、非潤滑、自然色（無着色、添加

剤なし）、最大表面粗さが 63 Ra であるようにしてください。アセタールの接触面材を使用したリミターは使用しない

でください。
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ポジションリミターの位置決めと間隔
• リミターに対する半径方向の荷重に耐えられるよう、リミターの取付け構造にベルト荷重の 40%の剛性が備わっている

ようにします。例えば、ベルト張力の計算値の 40%の負荷が均一に分散された時のマウンティングビームやクロスバー

のたわみを 0.05 インチ（1.25 mm）以下に抑えます。

• 着座しているベルトを支えられるように、リミターと駆動スプロケットの位置を揃えます。

• 着座しているベルトとリミターの間に 0.005～0.05 インチ（0.13～1.25 mm）の間隔を空けてシュー形態リミターを配

置します。リミターがベルトから離れすぎているとベルトの噛み合いの問題が生じます。

• リミターが、ベルトを介して圧力を発生したり、スプロケットに圧力を加えたりしないようにします。リミターは、ベ

ルトを駆動スプロケットに押し当てているため、断続的な駆動中断を引き起こしたり、ベルト駆動によ

る騒音を発生させたりすることがあります。

A 0.005～0.05 インチ（0.13～1.25 mm）の間隔
図 50: 正しいリミターの配置

• 着座しているベルトとローラーの間に最大 0.02 インチ（0.5 mm）の間隔を空けてローラーリミターをセットします。

• ローラーリミターをセットする場合は、レイズド歯をベルトの下に保ちます。リミター設置時にレイズド歯間の駆動ポ

ケットがローラーの位置にあると、ローラーの取り付け位置がスプロケットに近づきすぎることがあります。正しく設

置できていないと、始動時にベルトがはさまり、ベルトが損傷することがあります。

A 0.02 インチ（0.5 mm）の間隔
図 51: ローラーリミターをセットする際にスプロケットの歯をベルトの下に正しく配置する

• リミターの摩耗を定期的に検査して、安全に取り付けできるよう計画します。ポジションリミターを交換するか、ポジ

ションリミターの位置を定期的に調節して、適正な間隔を維持します。

付属品付きのベルト
• 外側の各駆動スプロケットの位置にリミターを揃えます。

• フライト端またはサイドウォール端とポジションリミター端との間（A）に、室温で 0.25 インチ（6 mm）のクリアラ

ンスを設けてください。

• フライトインデントとサイドウォールインデントが、必要なクリアランスと、スプロケット、リミターのアライメント

を満たすのに十分な大きさであることを確認してください。製造可能な最小インデントは 1.25 インチ（32 mm）です。

1.25 インチ（32 mm）未満のインデントには、特注が必要です。
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• ベルト端と保持部品との間（C）に、室温で 0.125 インチ（3 mm）のクリアランスを設けてください。

A 0.25 インチ（6 mm）のクリアランス

B 1.25 インチ（32 mm）のクリアランス

C 0.125 インチ（3 mm）のクリアランス
図 52: 付属品付きベルトの正しい位置決めとクリアランス

付属品なしのベルト
• リミターのサポート構造を、駆動シャフトに水平に、ベルト幅にわたって横方向に配置します。

• スペーススプロケットまたはスタックスプロケットの場合は、リミターとスプロケットの位置を、中心線の間隔を最大

3 インチ（76 mm）空けて揃えます。

図 53: 付属品なしのベルトの正しい位置決めと最小クリアランス

駆動方式によるポジションリミターの位置

先頭駆動
理想的な先頭駆動設計では、165～180 度のベルトの巻き付きで、ベルトを最大ベルト張力で引っ張ることができます。

A スプロケット上部から 165～180 度

B スプロケット上部から 165～180 度（傾斜）
図 54: 先頭駆動のポジションリミターの配置

センター駆動
センター駆動設計では、スプロケットおよびポジションリミターの種類と位置について、次の推奨事項に従ってください。
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• 最低 10 歯のセンター駆動スプロケットを使用します。

- フライト付きベルトの場合は、用途固有のアドバイスについて、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わ

せください。

図 55: センター駆動スプロケットとポジションリミターの位置

• ローラーリミターを使用して直角のベルト巻き付きを確保します。この方法で、コンパクトな駆動システムを構築する

こともできます。

- ローラーリミターの径が、ベルトの最小バックベンド径以上になるようにします。これには、同期サイドウォールの

考慮事項が含まれます（該当する場合）。

- 正逆駆動では、上部中央から 135 度と 225 度の位置にローラーリミターを配置します。

- 搬出側の端近くに駆動のある一方向駆動では、ベルトが最初にスプロケットに接触する場所にローラーリミターを 1
つ配置します。そして第 1 ローラーリミターから 90 度離れた場所に第 2 ローラーリミターを配置します。

A 正逆駆動ローラーリミターの位置

B 一方向駆動ローラーリミターの位置
図 56: 正逆駆動および一方向駆動のセンター駆動ローラーリミターの位置

衛生面の推奨事項

• 可能であれば、ニッチ、突き合わせ継手、重ね継手、留め具なしでポジションリミターを取り付けるように設計しま

す。

• コンポーネント材は、規制当局により搬送品接触の認可を受けている必要があります。

• 先頭駆動用途で最適な衛生性能、運転性能を得るために、サーモドライブ駆動装置の使用を検討してください。

ベルトスクレイパー
ThermoDrive ベルトコンベアの設置にスクレイパーを取り入れると、運転中に搬送品の屑を自動的に取り除くことができ

ます。スクレイパーでポジションリミターを使用するよう計画します。スクレイパーをリミターとして使用するときの考

慮事項を参照してください。

注: スクレイパーが磨耗したりたわんだりしていると作業性能が低下します。この場合、搬送品の歩留まり、リミターの

効果、スクレイピング効率が低下します。

スクレイパー設計時の考慮事項
• スクレイピング性能を最適化するには、設計時に、温度変化、搬送品の種類、スクレイパーのたわみ、スクレイパーの

摩耗、その他の条件を考慮します。
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• ほとんどの用途では中実 UHMW-PE スクレイパーを使用します。

- スクレイパーチップが曲がることなく、ベルト面に沿うように設計します。

- 常時濡れているか油っぽい用途では、必ず柔らかいポリウレタンチップのスクレイパーを使用します。乾燥した用途

では、ソフトチップスクレイパーが早く摩耗する場合があります。

• スプロケット間のベルトのたわみが生じないように、スプロケットの間隔を最小限にするか、スタックスプロケットを

使用するか、スクレイパー付き全幅プーリーを使用します。こうすると、特に高荷重用途において、スクレイピング性

能が向上します。

• スクレイパーをしっかり取り付けて、運転中にベルト中心から 0.01 インチ（0.3 mm）以上たわまないようにします。

• 運転中やスクレイパーの取り外し時にスクレイパー取り付けコンポーネントがベルト表面に接触しないようにしてくだ

さい。

• 洗浄性能を最大限発揮できる角度でスクレイパーを取り付けます。スクレイパーを垂直に取り付けないでください。

図 57: 斜めに取り付けたスクレイパー

• ローラー同様、取り付け時にスプロケット歯をスクレイパーの下に保持して、始動時にベルトが挟まれないようにして

ください。ベルトが挟まれると、ベルトが損傷したりスクレイパーの摩耗が早まったりするおそれがあります。

衛生面の推奨事項

• 規制当局により搬送品接触の認可を受けているスクレイパー材を使用します。

• 用途で通常使用する洗浄剤に対応するスクレイパー材を使用します。

• 食品搬送には留め具を極力使用せず、衛生処理時にツールを使用せずに取り外しや交換が簡単にできる自己調整式スク

レイパーシステムを設計します。

• バクテリアが繁殖するような集積部や隙間をなくします。
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スクレイパーをリミターとして使用するときの考慮事項
• 軽荷重用途にのみスクレイパーをリミターとして使用します。詳細については、Intralox カスタマーサービスにお問い

合わせください。

• ベルトがたわまないように十分なサポートを施してスクレイパーを所定の位置に取り付けます。ポジションリミターの

位置決めと間隔を参照してください。

• スプロケット上部から進行方向に 165～180 度の範囲でスクレイパーチップがベルトに接触するように設計します。

• スクレイパーは使用に伴って磨耗するため、定期的な調整を計画します。

注: 重荷重の用途では、スクレイパーをリミターとして使用することはできません。シューまたはローラーリミターを使

用してください。

従動側の設計
ThermoDrive 無張力ベルトシステムには駆動位置によって異なりますが 1 つ以上の従動端を設けることができます。

ThermoDrive システムの設置では、調節可能な従動シャフトがよく使用されます。これによりインクリメンタルなシャフ

トの動きが可能になり、リターン側走行路でのベルトアキュムレーションをコントロールできます。従動シャフトの調節

によりベルト張力が増えないようにしてください。

適切な従動シャフトを設計するには、次の事項を考慮します。

• 従動シャフトの位置の調整は、ベルト経路のちょっとした位置調整のために行います。ほとんどの用途で必要な調整量

は 6 インチ（152 mm）未満です。

• 適切な運転と効果的な洗浄および衛生管理のために、すべてのベルト張力をなくします。

従動シャフト
従動端には、303、304、または 316 ステンレス鋼製の丸シャフトまたは角シャフトを選択します。

• システム内の摩擦を低減するために、可能ならば動的コンポーネントを使用します。

• 従動コンポーネントを回転角シャフトに搭載するか、回転コンポーネントを固定丸シャフトに搭載します。

• 高荷重用途には、ボールベアリングサポート付き角シャフトを使用します。

• シャフトをコンベアフレームレベルに固定し、ベルト経路に対して直角にします。追加の調整は不要です。

• 固定リングまたはスペース従動コンポーネント付きスプロケットスペーサーの使用を計画します。駆動側および従動側

のコンポーネントを参照してください。

図 58: 固定リングとスプロケットスペーサー

スプロケット、ホイール、ローラー
S8140 従動端の設計については、「ラグドライブ設計ガイドライン」の「従動側の設計」を参照してください。

先頭駆動またはセンター駆動用のコンベア搬入口
• 高荷重用途では、ローラーまたはホイールをボールベアリング付きのキー付きシャフトまたは角シャフトに取り付けま

す。互換性のあるコンポーネントだけを併用します。

• 中心線間隔を最大 6 インチ（152 mm）空けて、1 インチ（25 mm）以上の幅のローラーまたはホイールを取り付けま

す。

• ベルト端からコンポーネント外側エッジまでの距離を 1.5 インチ（38 mm）以内にしてください。
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• コンポーネントの径が、該当する場合、ベルトと同期サイドウォールに必要な最小スプロケットの径と一致しているか、

または大きいことを確認してください。

図 59: 正しいコンポーネントの直径

• 小さい移行区間が必要な場合は、次のオプションを検討します。

- より薄いベルト材を使用する。

- ベルト位置を制御するために、プーリーのすぐ前のリターン側走行路にサポートレールまたは同等品を置きます。

• 可能ならば UHMW-PE 材を使用します。

センター駆動用のコンベア搬出口
• 軽荷重用途には、中心線間隔を最大 3 インチ（76 mm）空けて、スプロケットを取り付けます。

• スプロケットの歯の外側エッジがベルト端から 0.5～1.5 インチ（13～38 mm）になるように外側スプロケットを取り付

けます。

• 高荷重用途には、スタックスプロケットまたは全幅従動シャフトの採用を検討します。

• 予想されるシャフトの負荷に対応できるように、ベアリングサポート付き角シャフトまたはキー付きシャフトにスプロ

ケットを取り付けます。軸受設計が向いている用途もあります。用途固有のアドバイスについては、イントラロックス

カスタマーサービスにお問い合わせください。

• 可能ならば UHMW-PE 材を使用します。

衛生面の推奨事項

• コンポーネント材は、規制当局により搬送品接触の認可を受けている必要があります。

• 先頭駆動または一方向センター駆動コンベアでは、従動部のボールベアリングをなくします（無張力設計のため可能）。

• 次の従動端設計のいずれかを選択します。

- 全幅 UHMW-PE 従動シャフト

- 316 ステンレス鋼固定丸シャフトに UHMW-PE ホイールを回転させる

- UHMW-PE ベアリング付き 316 ステンレス鋼回転角シャフトに UHMW-PE ホイールを固定

• もっとも衛生的なスペーススプロケットまたはホイールソリューションには、イントラロックススプロケットスペーサ

ーを使用します。

• 留め具、ねじ山付きロッド、工具をできるだけ使用しないで取り付けられる調整可能な従動部を設計します。例えば、

洗浄や衛生処理中に簡単に解体したり取り外したりできるように従動シャフト取り付け用の等間隔スロットを設けま

す。

• 従動シャフトに飛沫が完全にかかるように、CIP システムを設計します。詳しくは一般的な組み込み洗浄の推奨事項を

参照。

ベルト保持
ThermoDrive ベルトは、キャリア側走行路とリターン側走行路に沿って誘導され、横方向の動きを制御します。ベルト底

面の全幅ベルト駆動バーにより、横方向の動きを抑えることができます。したがって、ベルトエッジ沿いで必要となるの

は、保持レール、ブロック、フランジ付きローラーなどのコンベアコンポーネントだけになります。

注: 改造用途によっては、コンベアフレームをベルトの保持に使用できます。ベルトの摩耗を最小限に抑えるために、

UHMW-PE コンポーネントを構造に追加することを検討します。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカ

スタマーサービスにお問い合わせください。

• コンポーネントの寸法と位置を検討する時は、熱による材質の膨張と収縮を考慮します。ベルト寸法変更時の考慮事項

を参照してください。

• 設備、作動温度、ベルト負荷に基づいて、ベルト寸法の最小値から最大値までの全範囲を計算します。
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• 最大寸法のベルトを使用して、ベルトの両側において保持コンポーネントとベルトエッジの間に最低 0.125 インチ（3
mm）のクリアランスを設けます。

• S8140 ベルトは、スプロケット、テールローラー、ベルト上面走行路（キャリア側）の設定にある機能を備えた、駆動

ラグから外れて取り付けられています。軌道は V ガイドを使用しても実行できます。詳しくは「ラグドライブ設計ガイ

ドライン」の「保持」を参照してください。

C D

A A
B

A 最低 0.125 インチ（3 mm）のクリアランス

B ベルト幅

C ベルト上面走行路（キャリア側）のサポートレール

D 保持コンポーネント
図 60: 保持コンポーネントとベルトエッジの間の正しいクリアランス

• ベルトの摩擦を最小限に抑えるために、Ra125 マイクロインチ（Ra3.2 ミクロン）を超えない平滑表面仕上げの UHMW-
PE 製コンポーネントを使用します。

• アセタール製や HDPE 製のコンポーネントを使用してはいけません。

• 側面荷重または搬送品振分け用途では、全長保持レールあるいは角度付き（L 形）保持レール、あるいは長い保持ブロ

ックを使用します。

• ベルトの摩耗と摩擦を最小限に抑えるために、次の最低限の仕様に従って保持ブロックおよび保持レールを設計します。

- 投入端および搬出端は長さ 6 インチ（150 mm）、面取り 0.25 インチ（6.4 mm）

- ベルト端を損傷しないように 0.031 インチ（0.8 mm）のコーナー半径

- ベルトエッジに 0.5 インチ（13 mm）の垂直高さ

A 最低 6 インチ（150 mm）

B 最低 0.25 インチ（6.4 mm）

C 最低 0.031 インチ（0.8 mm）

D 最低 0.5 インチ（13 mm）
図 61: 保持ブロックおよび保持レールの最低限の仕様

• 保持コンポーネント面下のすべての留め具を皿穴に埋めて、ベルトが留め具に接触しないようにします。

• 保持具の垂直面がベルト上面走行路（キャリア側）に平行で、ベルトエッジに対して直角になるように設計します。
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• リターン側走行路で、ベルト保持ブロックまたはフランジ付きローラーを従動シャフトの近くに取り付けます。

- コンベアの長さに沿って最大 6 フィート（1.8 m）間隔で保持コンポーネントを追加します。

- フランジ付きローラーを使用する際は、ベルトエッジのフランジ高さが最低 0.75 インチ（19 mm）あるようにしま

す。これにより、ベルト面から上の垂直高さが 0.5 インチ（13 mm）以上になります。

- キャリア側およびリターン側走行路用コンポーネントを参照してください。

- フランジ付きエッジの内側を面取りしてベルト磨耗を最小限に抑えます。

A 最低 0.75 インチ（19 mm）のクリアランス

B 必要な面取り
図 62: 最小クリアランスと必要な面取り

衛生面の推奨事項

• 可能ならば、隙間、突き合わせ継手、重ね継手、留め具なしの設計にします。

• 衛生処理時にツールを使用しないで取り外しや交換が簡単にできるようにコンポーネントを搭載します。例えば、保持

具をベルト上面走行路（キャリア側）ガイドレールに組み込む、コンポーネントをフレームスロットに取り付ける、フ

レームの丸棒に合うように設計するなど。

• すべての凹形切り欠きの内半径を最低 0.125 インチ（3 mm）に設計します。

• コンポーネント材は、規制当局により搬送品接触の認可を受けている必要があります。
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4 ラグドライブ設計ガイドライン
ベルトプリテンション
ラグ駆動式ベルトはプリテンションなしで動作可能です。バー駆動式無張力ベルトの一般的な推奨事項が引き続き適用さ

れます。

注: ラグ駆動式ベルトの最大ベルト張力の公表値は、ポジションリミターと組み合わせた無張力ベルトの場合を示します。

ラグ駆動式ベルトは、駆動スプロケットとの噛み合いを維持するプリテンションにも依存します。プリテンションをかけ

る際は、次のことを考慮してください。

• 初期プリテンションは、ベルトの伸びの 0.5%を超えてはなりません。

• プリテンションにより、最大ベルト張力が減少します。

• プリテンションは温度が下がると増加し、温度が上がると減少します。

• 温度変動が非常に大きい用途や荷重が変動する用途では、プリテンションレベルの頻繁な調整が必要になる場合があり

ます。

寸法

コンベアフレーム寸法のガイドライン

A スプロケットシャフトの中心線からベルト上面走行路（キャリア側）の上部までの距離

B スプロケットシャフトの中心線からベルト上面走行路（キャリア側）の始点までの距離

C ベルト上面走行路（キャリア側）の上部からリターン側走行路の上部までの距離
図 63: ABC の寸法

S8140
コンベアフレーム寸法のガイドライン

S8140 スプロケット仕様

A（±0.125 インチ[3 mm]） B（最大）a C（最小）ピッチ径 外径

歯数インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm インチ mm
5.1 130 5.0 127 10 2.38 61 4.18 106 5.14 130

6.2 156 6.0 153 12 2.90 74 4.30 109 6.16 156

8.2 208 8.0 205 16 3.92 100 4.53 115 8.21 209

9.3 237 9.1 231 18 4.43 113 4.61 117 9.24 235
a 記載されている数値は、ベルト上面走行路（キャリア側）のレール端が噛み合い部までの距離が 3 インチ以内であることを保証します。ベルト上面走行

路（キャリア側）の高さによっては、ベルト上面走行路（キャリア側）のレールがスプロケットに接触しない限り、より小さい B 寸法が許容されます。

ベルト上面走行路（キャリア側）

サポートレール：一般的なガイドライン
イントラロックスでは、UHMW-PE サポートレールまたはウェアストリップを、サーモドライブベルトのキャリア側走行

路サポートに使用することをお勧めしています。
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• Ra125 マイクロインチ（Ra3.2 µm）以下の滑らかな表面仕上げのレールを使用します。

• 使用前にカットエンドとエッジが滑らかであることを確認します。

• 留め具を使用しないか、皿穴でベルト経路から留め具を離します。

• 以下を評価するときに、運転温度時の熱による素材の膨張と収縮を考慮してください。

- レール長と留め具位置。次を参照

- ウェアストリップ端間の適切な隙間

• 温度が 160°F （71°C）を超える施設では UHMW-PE 製品を使用しないでください。推奨事項については、イントラロ

ックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• アセタールまたは HDPE サポートレールを使用しないでください。

直列平行配置
サポートレールやウェアストリップは、ほとんどの場合、ベルト上面走行路（キャリア側）のサポートとして直列、平行

長パターンで設置されます。以下の一般的なサポートレールのガイドラインを使用して、直線平行型のベルト上面走行路

（キャリア側）サポートを設計します。

B

A

C

A ベルトの進行方向

B 熱膨張のための隙間

C レールのジョイントスタガー
図 64: 直線平行型のベルト上面走行路（キャリア側）サポート

• ラグドライブのベルト上面走行路（キャリア側）の設計は、運転中に駆動ラグが通る軌道チャネルを作成することから

始めます。ベルト保持を参照してください。

• 残りのレールの中心線距離が最大 6.0 インチ（152 mm）になるように検討します。

• 最低 1 インチ（25 mm）幅のフラットレールを使用します。

• 脱線ポイントをなくし、滑らかにベルトが移行できるように、すべてのレールジョイント、切断エッジ、とがった角を

面取りします。

• 駆動バーの脱線、コンポーネントの損傷を防ぐために搬入口と搬出口を面取りします。

図 65: ウェアストリップ端の面取り
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図 66: 45°角に面取りされたレール

• 駆動ラグの引っ掛かりやすい箇所をできるだけなくすために、センターレールジョイントを互い違いにします。

• 搬送品の衝撃に対処するために、投入口または載荷エリアに、駆動ラグ用チャンネル切り欠きを備えた中実 UHMW-PE
ベルト上面走行路（キャリア側）ベッドを使用することを検討します。

高荷重用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

トラフローラー
ローラーキャリア側を使用するトラフ型コンベアの場合は、次の推奨事項を考慮してください。

注: この構成を S8126 ベルト用に検討している場合は、イントラロックスのテクニカルサポートグループ（TSG）までお

問い合わせください。

• 設置しやすいように、シングルラグベルトを使用します。

• ベルト上面走行路（キャリア側）ローラーの間隔を 18～20 インチ（457～508 mm）にします。

• ローラーは、駆動ラグがスムーズに通過できるように設計します。

• 最大トラフ角は 20°です。

• 次の図に示すように、ベルト進行方向の傾斜角は 0.5～1°です。

図 67: ベルト進行方向と傾斜角

リターン側走行路
S8140 ベルトは、無張力または特定のプリテンション下で動作可能です。プリテンションの推奨値については、「ベルト

プリテンション」を参照してください。

プリテンションをかけない場合、ベルトはルーズなリターン側走行路で動作し、リターン側走行路サポート間のオープン

スペースで懸垂たるみを形成します。これらのサポートは、アキュムレーションと懸垂たるみで余るベルト長さの分散に

より、無張力運転ができるように設計して配置する必要があります。また、懸垂たるみにより、かけられた荷重と温度変

化によるベルトの伸びを蓄積できるようになります。

プリテンションにより、懸垂たるみがなくなります。リターン側走行路サポートは、このケースでも必要ですが、ベルト

アキュムレーションを管理する必要がなくなるため、配置の重要度は低くなります。

リターン側走行路： 一般的な設計ガイドライン
リターン側走行路の設計は、システムが無張力で運転するか、プリテンションがかかった状態で運転するかによって異な

ります。
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A ローラー

B ウェアシュー

C 連続レール
図 68: リターン側走行路サポート用コンポーネント

断続サポート（ウェアシューおよびサポートホイール）
• 最大 12 インチ（305 mm）の中心線水平間隔でコンポーネントを設計します。

• 無張力ベルトの場合、ほとんどの用途では、リターン側走行路サポートの間隔がコンベア長さに沿って 72 インチ（1829
mm）を超えないように設計します。例えば、36 インチ（914 mm）ごとにサポートを設け、ベルトアキュムレーショ

ンのために 48～56 インチ（1219～1422 mm）の長い非サポート領域を 1 箇所設けます。

A 最大 72 インチ（1829 mm）
図 69: 正しいサポートの間隔

• リターン側走行路サポート用コンポーネントは、最小ベルトバックベンド径以上の直径になるように設計します。これ

には、同期サイドウォールの考慮事項が含まれます（該当する場合）。直径の要件については、「S8140 同期サイドウォ

ールのデータ」を参照してください。

• リターン側走行路でベルトをサポートして横方向に保持するために、ベルトエッジに沿って、フランジ付きサポートホ

イールまたはシューを使用してください。ベルト保持を参照してください。

連続レール
• サポートレールは、レール間の中心線水平距離が最大 12 インチ（305 mm）になるように設計します。

• 無張力ベルトの場合は、ベルトアキュムレーションに対応できるように、連続レール間に最低 1 箇所の 30 インチ（762
mm）領域を設けます。ベルトアキュムレーションを管理するを参照してください。

注: 下図に、S8050 ベルトを示します（参考用）。
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図 70: サポートレール間の正しい中心線水平距離

無張力システムのリターン側走行路に関する推奨事項
無張力ラグドライブコンベアの場合、リターン側走行路の推奨事項については、「リターン側走行路の設計」の一般的なガ

イドラインを参照してください。

駆動側の設計

駆動シャフト
• 駆動ラグの列（またはレーン）ごとにスプロケットを 1 個取り付けます。シングルラグベルトの場合はスプロケットを

1 個使用し、デュアルラグベルトの場合はスプロケットを 2 個使用します。

• ベルトが駆動シャフトの周りを走行するようにサポートするために、サポートホイールを 1 つ以上のスプロケットのい

ずれかの側に追加します。

- すべてのコンポーネントを駆動シャフトの所定位置にロックします。以下のページに示す表に、シングルラグとデュ

アルラグの両方について、スプロケット/サポートホイール/スペーサーの設置に関する推奨事項の概要を示します。

センター駆動コンベア
センター駆動設計では、スプロケットおよびポジションリミターの種類と位置について、次の推奨事項に従ってください。

• 最低 10 歯のセンター駆動スプロケットを使用します。

- フライト付きベルトの場合は、用途固有のアドバイスについて、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わ

せください。

図 71: センター駆動スプロケットとポジションリミターの位置

• ローラーリミターを使用して直角のベルト巻き付きを確保します。これによりコンパクトな駆動システムを構築するこ

ともできます。

- ローラーリミターの径が、ベルトの最小バックベンド径以上になるようにします。こには、同期サイドウォールの考

慮事項が含まれます（該当する場合）。

- 正逆駆動では、スプロケットの上部中央から 135°と 225°の巻き付き角でローラーリミターを配置します。

- S8140 駆動スプロケットの多くは、センター駆動用途でも、必要に応じて最大 225°まで対応できます。用途固有の情

報については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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図 72: 90 度および 225 度のベルトとスプロケットの噛み合い

• センター駆動コンベア設置時の投入/搬出シャフトに関する推奨事項については、このマニュアルの「」セクションを参

照してください。

リミター
無張力ベルトの運転にはリミターを使用できます。ポジションリミターの機能は、駆動ラグがスプロケットの歯に正しく

噛み合うようにすることです。シューやローラー、スクレイパーはすべて、ポジションリミターとして使用できます。使

用するポジションリミターのタイプは、用途とコンベア設計の両方に応じて選択します。

シューリミター
• 着座しているベルトとリミターの隙間が 0.05～0.21 インチ（1.3～5.3 mm）になるように、シューリミターを先頭駆動

コンベアに配置します。

- この隙間は、ベルトがスプロケットにしっかり押し付けられている時に、ベルト上面とシューリミター表面の間で測

定します。

• サーモレースベルトをレースなしスプロケットと共に使用する場合は、隙間を 0.17～0.21 インチ（4.3～5.3 mm）にし

てください。

注: レースなしスプロケットをサーモレースベルトに使用することは推奨しません。用途固有のアドバイスについて

は、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

• シューリミターは、必ず 1 つ以上の駆動ラグの領域内に配置してください。

• ポジションリミターは、下図のように 165°～180°で配置してください。

図 73: ポジションリミターの 165°～180°での配置

リミターローラー
• 着座しているベルトとローラーの隙間が 0.005～0.21 インチ（0.13～5.3 mm）になるように、リミターローラーを先頭

駆動コンベアに配置します。

• スプロケット上でベルトの巻き付きが 165°～225°になるようにリミッターローラーを配置します。

• 摩耗が問題となる用途では、リミターローラーが推奨されます。

フライト
フライト付きベルトでは、1 つ以上の駆動ラグ位置に合わせてフライトに切り欠きが設けられている場合にのみ、ポジシ

ョンリミターの取り付けが可能です。

スクレイパー
• 軽荷重用途にのみスクレイパーをポジションリミターとして使用します。

• ベルト張力の性能を最大限に維持するために、ポジションリミター付きスクレイパーを使用します。

• スクレイパーを使用する際は、スタック駆動コンポーネントの使用を検討してください。
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注: スクレイピングを行い、サーモレース HDE を使用している場合、レースに対応したスプロケットとサポートホイー

ルが必要です

従動側の設計

従動シャフト
サーモドライブ無張力ベルトシステムには、駆動位置によって異なりますが、1 つ以上の搬入端を設けることができます。

サーモドライブシステムの設置では、調節可能な従動シャフトがよく使用されます。これによりインクリメンタルなシャ

フトの動きが可能になり、リターン側走行路でのベルトアキュムレーションをコントロールし、必要に応じてベルトにプ

リテンションをかけることができます。従動シャフトの調節によりベルト張力が過度に増えないようにしてください（「ベ

ルトプリテンション」を参照）。効果的な洗浄および衛生管理のためのアクセスを可能にするために、すべてのベルト張力

をなくします。

保持

ベルト保持
S8140 スプロケットとテールローラーには、保持機能が装備されています。駆動ラグのいずれかの側に配置されたベルト

上面走行路（キャリア側）レールにより、サイドの保持が強化されます。ベルト上面走行路（キャリア側）のシングルラ

グベルトとデュアルラグベルトでは、保持の方式が異なります。

図 74: スプロケットとローラー内側寸法

ベルト上面走行路（キャリア側）の保持： シングルラグ
• レールが駆動ラグのいずれかの側にある状態で、シングルラグベルトをベルト上面走行路（キャリア側）で横方向に保

持します。レールの材質、仕上げ、寸法に関する推奨事項については、「ベルト上面走行路（キャリア側）」を参照して

ください。

• 2 本の中央保持レールの隙間は、3.5 インチ ± 0.125 インチ（89 mm ± 3 mm）にする必要があります。次の図を参照し

てください。

図 75: 保持レール間のシングルラグ
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図 76: 保持レール間の隙間の寸法

図 77: 保持レール間の隙間内のラグの配置
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ベルト上面走行路（キャリア側）の保持： デュアルラグ
• 1 列の駆動ラグを使用して、デュアルラグベルトをベルト上面走行路（キャリア側）で横方向に保持します。

- シングルラグで推奨される隙間 3.5 インチ ± 0.125 インチ（89 mm ± 3 mm）を 1 列の駆動ラグに使用します。この

列でベルトの左右の動きを横方向に保持します。

- 駆動ラグの他の列では、保持レール間の距離をより広くする必要があります。例えば、この隙間は 3.75 インチ（95
mm）にできます。

図 78: デュアルラグの隙間

リターン側走行路の保持
• 保持ブロックまたはフランジ付きローラーを使用して、リターン側走行路のラグドライブベルトをしっかりと保持しま

す。

- コンベアの長さに沿って、6 フィート（1.8 m）以下の間隔で保持コンポーネントを配置します。

- フランジ付きローラーを使用する際は、ベルトエッジのフランジ高さが最低 0.75 インチ（19 mm）あるようにしま

す。

- フランジ付きエッジの内側を面取りしてベルト磨耗を最小限に抑えます。

A 最低高さ：0.75 インチ（19 mm）

B 必要な面取り
図 79: 必要な最低高さと面取り
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5 追加の設計検討事項
寸法の変化

概要
運転中の負荷や温度の変化によりベルトおよびコンポーネントは伸縮します。

• ご注文の際は、ベルトおよびコンポーネントの正しい初期寸法を確認してください。

• ベルト経路設計の際は、ベルトおよびコンポーネントの寸法変化（長さと幅）を考慮してください。低温により張力が

過剰になり、シャフトに過大な負荷がかかる場合があります。高温により、ベルト収納や接触の不具合が発生する場合

があります。

ベルト寸法変更時の考慮事項
• ベルトから十分なクリアランスを設けて保持コンポーネントを設計します。

• 膨張時のベルトアキュムレーションの重量、深さ、位置に対応できるよう適正なリターン側走行路サポートを用意して

ください。

• ベルトデータを使用して、寸法に基づいてベルト重量を計算してください。バードライブを参照してください。

• リターン側走行路の障害となる受け皿、フレームサポート、留め具、配線などが最大サイズおよび最小サイズのベルト

に接触しないようにしてください。

• ベルトアキュムレーションや障害物によってベルトに張力がかからないようにしてください。

コンポーネント寸法変更時の考慮事項
• 留め具に合わせてコンポーネントが動けるように穴を開けてください。

• 十分なクリアランスをコンポーネント間に設けてください。

• ベルトとコンポーネントが同時に変化するように考慮してください。

総ベルト寸法の計算
以下の手順を使用して、水平コンベアの総ベルト長を決定します。計算の詳細については、イントラロックスカスタマー

サービスにお問い合わせください。

1. リターン側走行路において、支えのない各領域間で必要なベルト長を計算します。

支えのないリターン側走行路追加ベルト長の計算式： (2.66 × S2) / D = X

ここで、

X = 選択したたるみ部分の追加ベルト長（mm）

S = 望ましいたるみ深さ、インチ（mm）

D = 選択したサポート間の距離、インチ（mm）

2. リターン側走行路のすべての支えのないリターン側走行路追加ベルト長（X）を追加して、必要な追加リターン側走行

路ベルト（X2）を計算します。

3. 必要な追加リターン側走行路ベルト（X2）を使用して、取り付けのための推奨総ベルト長を計算します。

総ベルト長計算式： 2CL + (2AC) + X2 = TBL

ここで、

TBL = 総ベルト長、インチ（mm）

CL = スプロケット中心からスプロケット中心までのコンベア長さ、インチ（mm）

AC = 先頭駆動スプロケットまたはローラーでのベルトの巻き付き、インチ（mm）

X2 = リターン側走行路に必要な追加ベルト、インチ（mm）

4. ABL = 実ベルト長

サーモドライブベルトは全ピッチ単位でのみご利用いただけます。実ベルト長を決定するには、TBL を、選択したベル

トシリーズの実ピッチで割ると求められます。実ピッチについては、「」のベルトデータシートを参照してください。

ベルトの実ピッチカウントを求めるには、最も近い整数に切り上げます。実ベルト長を求めるには、ベルトピッチを掛

けます。
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5. 最小および最大ベルト寸法を計算する際は、全運転サイクル（ダウンタイム、生産、衛生管理）中の温度変化を考慮し

てください。後述の「熱による膨張量と収縮量の計算」を参照してください。

6. 接合や修理のために余分に必要なベルト長については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせくださ

い。

熱による膨張量と収縮量の計算
コンベアのコンポーネント材の選択、ベルトの購入、設計方式の選択の際には、熱による膨張と収縮を必ず考慮してくだ

さい。寸法の変化は、製品材料、運転中の温度変化、総寸法によって異なります。

次の情報を使用して、全運転サイクル（稼働停止時間、生産、衛生管理）中のベルトまたはコンポーネントの最小および

最大寸法変化量を計算します。

施設の温度変化の計算
次の計算式を使用して、施設全体の温度変化を計算します。

施設の温度変化の計算式：T2 - T1 = T3

ここで、

T3 = 温度変化、°F （°C）

T2 = 適用ベルト温度、°F（°C）

T1 = 72 （22）、イントラロックスベルト生産温度、°F （°C）

材質寸法の変化量の計算
次の計算式を使用して、ベルト、サポートレール、ウェアストリップ、その他のプラスチック製保持コンポーネントの寸

法の変化量を計算します。

寸法変化の計算式： D×T3×CLTE=Δ

ここで、

Δ = 寸法変化、ヤードポンド法（メートル法）

D = イントラロックス発送時の初期寸法（長さまたは幅）、ヤードポンド法（メートル法）

T3 = 温度変化、°F （°C）

CLTE = 熱膨張係数

線熱膨張係数（CLTE）
材質 ヤードポンド法（µin/in-°F） メートル法（µm/m-°C）

低温用途 100 180

Dura 97 175

HTL 111 200

ポリウレタン 97 175

PUR A23 94 170

例えば、100 フィート（30 m）長さの ThermoDrive S8050 ポリウレタン製ベルトを平均ベルト温度 45°F（7°C）で稼働

した時の長さの変化を計算します。

計算 ヤードポンド法およびメートル法

温度変化（T3 = T2-T1） 45°F - 72°F = -27°F（7°C - 22°C = -15°C）

初期ベルト長（D） 100 フィート = 1200 インチ（30 m）

長さの変化（∆=D×T3×CTE） 1200 インチ × -27°F × 97（µin/in - °F) = -3142800 マイクロインチ =
3.1428 インチ［30 m × -15°C × 175 (µm/m -°C) = -78750µm = -78.75 mm］

負荷をかけた時のベルトの伸び
負荷がかかるとすべてのベルトは一時的に伸びます。変化の度合いは、ベルトの素材、負荷量、総ベルト長によって異な

ります。
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6 その他のコンベア設計
トラフ型コンベア
ThermoDrive ベルトは、簡単にトラフ化して製品を制御することができ、しかも特許取得済み無張力スプロケット駆動の

利点を維持しています。数種類の構成が可能です。用途固有のアドバイスについては、イントラロックスカスタマーサー

ビスにお問い合わせください。

このマニュアル記載の設計ガイドラインを取り入れて、トラフ型コンベアを設計します。以下のトラフ固有のガイドライ

ンにも従ってください。

• 可能ならば、トラフ用途には S8140 シングルラグベルトの採用を検討してください。

- デュアルラグベルトにはトラフ溝を作成できます。ただし、荷重配置とベルト保持に、さらに注意を払う必要があり

ます。例えば、幅が狭いデュアルラグベルトはトラフ側で高くなるので注意が必要です。

• ベルト幅および材質に基づいた最大トラフ深さの推奨値については、イントラロックス・カスタマーサービスにお問い

合わせください。

ThermoDrive トラフコンバータの詳細については、トラフコンバータを参照してください。

図 80: UHME-PE 製の保持レール

横方向のベルト保持には、UHMW-PE 製の保持レールか保持ブロッ

クを使用します。ベルト保持を参照してください。

図 81: 正しい移行区間距離

移行区間距離（トラフ型コンベアの端から駆動シャフトあるいは

従動シャフトの中心までの距離）が十分あることを確認します。

移行区間距離はベルト幅の 1.5 倍以上にしてください。適切な移

行区間距離を設けることで、ベルトエッジへの負荷が最小限に抑

えられてベルトの摩擦が低減します。

トラフ溝無しのベルト用連続ベルト上面走行路（キャリア側）

図 82: トラフ溝無しのベルト

• 最小ベルト幅とトラフの半径：数値は相互依存します。イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。
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• ウェアストリップ： 3～6 インチ（76～152 mm）の中心線間隔

• 保持ブロックの最大間隔： 6～8 フィート（1.8～2.4 m）

• 最小移行区間長さ： 1.5 × ベルト幅

トラフ溝がひとつあるベルト用 V 形ベルト上面走行路（キャリア側）

図 83: V 形ベルト上面走行路（キャリア側）

• 最小ベルト幅： 10 インチ（254 mm）

• 標準溝幅： 2.0 インチ（51 mm）

• 溝のベースベルト厚： 2 mm

• 水平位置からの最大角度： 30 度

• 保持ブロックの最大間隔： 6～8 フィート（1.8～2.4 m）

• 最小移行区間長さ： 1.5 × ベルト幅

• ノッチ付きフライト装備品あり

S8126 トラフ型コンベアベルトの詳細については、S8126 フラットトップ（6.0 mm）を参照してください。S8126 コン

ベアの設計および取り付けの詳細については、イントラロックスカスタマーサービスにお問い合わせください。

トラフ溝がふたつあるベルト用 U 形ベルト上面走行路（キャリア側）

図 84: U 形ベルト上面走行路（キャリア側）

• 標準溝幅： 2.0 インチ（51 mm）

• 溝のベースベルト厚： 2 mm

• 溝中心間の最小間隔： 10 インチ（254 mm）

• 最小断面長さ： 4 インチ（102 mm）

• 水平位置からの最大角度： 60 度

• 保持ブロックの最大間隔： 6～8 フィート（1.8～2.4 m）

• 最小移行区間長さ： 1.5 × ベルト幅

• ノッチ付きフライト装備品あり

個々のトラフ溝および駆動バーの取り外しについては、ベルトの機能を参照してください。
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7 参照表
表 1：温度係数
温度は、熱可塑性材の物理特性に影響を与えます。一般的に施設温度や作動温度が上昇すると、ベルトの強度が弱まり、

より硬くなり、耐衝撃性が高まります。逆に施設温度や作動温度が下降すると、ベルトは硬直し、もろくなります。

こうした特性変化に対応するため、イントラロックスではサーモドライブ製品ラインに数種類のベルト材質を用意してい

ます。次のグラフに、温度が最大ベルト張力に及ぼす影響の例を示します。特定の用途に対応するベルト材質の分析につ

いては、イントラロックスのテクニカルサービスグループ（TSG）にお問い合わせください。

図 85: 温度が最大ベルト張力に及ぼす影響
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表 2：駆動シャフトの最大スパン長さ

図 86: 軸受が 2 個しかない標準的なコンベア。シャフトの最大た
わみ量 = 0.10 インチ（2.5 mm）

図 87: 軸受が 3 個しかない標準的なコンベア。シャフトの最大た
わみ量 = 0.10 インチ（2.5 mm）

A 2.5 インチおよび 65 mm 角炭素鋼
B 2.5 インチおよび 65 mm 角ステンレス鋼
C 60 mm 角炭素鋼
D 60 mm 角ステンレス鋼
E 1.5 インチおよび 40 mm 角炭素鋼
F 1.5 インチおよび 40 mm 角ステンレス鋼

表 3：ベルトの耐薬品性ガイド
耐薬品性の表は一般参考資料です。用途における様々な条件によりベルトの耐薬品性は変わります。弊社が明示的であれ

暗示的であれ耐化学薬品性を保証するものではありません。

参照されているベルトの耐化学薬品性は、製品温度、薬品濃度、露出時間を低減することにより強化されることがありま

す。
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ベルトの耐薬品性の表 a

薬品／物質 ポリウレタン 低温用途 Dura PUR A23 HTL
温水（80°C～100°C）の継続使用

断続的な消毒に温水を使用

（100°C 以下）

次亜塩素酸ソーダ

四級アンモニウム

エタノール

過酸化水素

過酢酸

酢酸 —

硝酸 —

リン酸

クエン酸 —

乳酸 —

硫酸 —

水酸化ナトリウム —

水酸化カリウム

ピーナッツ油 — —

ハッカ油 — —

コーン油 — —

ガーリック油 — —

パーム油 — —

ひまわり油 — —

キャノーラ油

a この表にない項目については、テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください。

説明文：

良い 関連するすべての濃度で一般的に許容される

部分的耐性あり 濃度によって異なるため、テクニカルサポートグループ（TSG）にお問い合わせください

悪い 関連するすべての濃度で一般的に許容できない

不明 限定情報
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